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【就学前児童】 
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１ 調査概要 
 

 

調 査 対 象 本町にお住まいの就学前児童の保護者等の方 

調 査 期 間 令和６年１月 30 日（火）～令和６年２月 20 日（火） 

調 査 方 法 ＷＥＢ（電子フォーム）による実施 

配 布 数 1,433 件 

回 収 数 828 件 

有効回答数 779 件 

回 収 率 54.4％（有効回答数÷配布数） 

 

 

２ 本調査報告に係る基本的事項 
 

■数値の基本的な取り扱いについて 

 比率は百分率（％）で表し、小数点以下２位が四捨五入されています。このため、合計の数値が

100％を上下する場合があります。 

 回答数については、「n＝XXX」として記載し、各比率は n を 100％として算出しています。 

（一部については例外がございます。該当箇所には注記がございます） 

 質問の終わりに【複数回答】と記されている問は、１人の回答者が２つ以上の回答を出すことが

可能であるため、合計比率が 100％を超えている場合があります。 

 

■記述式の回答について 

 ひらがな、カタカナ等による表現について、読みやすさの向上のため、意味を変えない範囲で漢

字表記を用いながら修正している箇所がございます。また、誤字脱字と思われる箇所について

も加筆修正いたしております。 

 同じ回答が複数ある場合は、一つにまとめて表示しております。 
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３ お子さんとご家族の状況について 
 

問１ お子さんの年齢（令和６年１月１日現在）をお答えください。 

※学齢（〇歳児）ではありませんのでご注意ください。 

※お子さんが２人以上いらっしゃる場合、一番下のお子さんについてご記入く

ださい。 

 

「１歳」の 19.6％が最も多く、「２歳」の 17.5％、「０歳」の 16.2％と続いています。 

n=779 

 

 

 

問２ ご家庭のお子さんの数をお答えください。【単一回答】 

 

「２人」の 48.1％が最も多く、続いて「１人」の 37.1％となっています。 

n=779 

 

  

16.2 19.6 17.5 12.7 12.2 12.2 9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳

37.1 48.1 12.5

1.9

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
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問３ お住まいの小学校区をお答えください。【単一回答】 

 

「島本町立第二小学校区」の 30.8％が最も多く、「島本町立第四小学校区」は 29.1％、「島本町

立第一小学校区」は 21.4％、「島本町立第三小学校区」は 18.6％となっています。 

n=779 

 

 

 

問４ 島本町にお住まいになって何年ですか。【単一回答】 

 

「５年以上 10 年未満」の 30.6％が最も多く、「３年以上５年未満」が 24.4％と続いています。 

n=779 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4 30.8 18.6 29.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町立第一小学校区 島本町立第二小学校区 島本町立第三小学校区 島本町立第四小学校区

6.8 13.7 24.4 30.6 13.1 11.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上
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問５ この調査票をご回答いただく方は、どなたですか。お子さんからみた関係でお

答えください。【単一回答】 

 

「父親」が 19.3％、「母親」が 80.5％、「その他」が 0.3％となっています。 

n=779 

 

 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主にしているのは、どなたですか。お子さ 

んからみた関係でお答えください。【単一回答】 

 

「父母ともに」の 59.4％が最も多く、「主に母親」が 39.4％と続いています。 

n=779 

 

  

19.3 80.5 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 母親 その他

59.4 0.9 39.4

0.0 0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他
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問７ お子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。お子さんからみた関係でお

答えください。また、祖父母との同居・近居の状況についてお答えください。  

【複数回答】 

 

「父母と住んでいる（単身赴任等の別居含む）」が 96.5％と他の項目と比べて著しく多くなってい

ます。 

n=779 

 

  

96.5

0.3

2.3

0.9

2.2

10.1

12.1

0.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母と住んでいる（単身赴任等の別居含む）

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

（%）
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４ 保護者の方の就労状況について 
 

 

問８ お子さんの保護者の就労状況（自営業の方とその家族従事者を含む）につい

てうかがいます。【単一回答】（小学生児童調査：問８） 

 

 

父親では、「フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む）」の 95.6％が最も多くなってい

ます。母親では、「フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む）」の 53.5％が最も多く、

「以前は就労していたが、現在は就労していない」の 21.7％、「パートタイム、アルバイト等で就労

している（育休・介護休業中も含む）」の 21.6％と続いています。その他では、「フルタイムで就労し

ている（育休・介護休業中も含む）」の 28.6％が最も多く、「パートタイム、アルバイト等で就労して

いる（育休・介護休業中も含む）」が 14.3％と続いています。また、無回答が 57.1％となっています。 

 

 

 

  

95.6 

53.5 

28.6 

94.4 

39.6 

10.0 

1.2 

21.6 

14.3 

2.7 

40.8 

30.0 

1.7 

21.7 

0.0 

1.3 

15.8 

10.0 

0.1 

1.0 

0.0 

0.1 

1.5 

0.0 

1.3 

2.2 

57.1 

1.4 

2.4 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童：父親（n=754）

就学前児童：母親（n=770）

就学前児童：その他（n=7）

小学生児童：父親（n=844）

小学生児童：母親（n=876）

小学生児童：その他（n=10）

フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む）

パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休業中も含む）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまでに就労したことがない

無回答
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【問８で「フルタイムで就労している」または「パートタイム、アルバイト等で就労して

いる」と答えた方のみ】 

問 8-1 平日の就労時間と就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。

【単一回答】（小学生児童調査：問 8-1） 

 

 

＜就労時間＞ 

父親では、「８時間超（残業をすることが多い）」の 63.8％が最も多く、「おおむね８時間」の

33.3％と続いています。母親では、「３時間以上８時間未満」の 47.9％が最も多く、「おおむね８時

間」の 40.0％と続いています。その他では、「３時間以上８時間未満」、「おおむね８時間」、「８時間

超（残業をすることが多い）」がそれぞれ 33.3％となっています。 

 

 

  

0.1 

1.0 

0.0 

0.2 

3.1 

25.0 

2.7 

47.9 

33.3 

4.0 

53.3 

50.0 

33.3 

40.0 

33.3 

30.5 

32.8 

0.0 

63.8 

10.7 

33.3 

65.2 

10.8 

25.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童：父親（n=730）

就学前児童：母親（n=578）

就学前児童：その他（n=3）

小学生児童：父親（n=820）

小学生児童：母親（n=704）

小学生児童：その他（n=4）

３時間未満 ３時間以上８時間未満 おおむね８時間 ８時間超（残業をすることが多い） 無回答
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＜就労時間帯＞ 

父親では、「主に昼間の就労」が 84.1％と他の項目と比べて著しく多くなっています。母親につ

いても、同様に「主に昼間の就労」が 95.7％と他の項目と比べて著しく多くなっています。その他で

は、「主に昼間の就労」が 66.7％と最も多く、「昼間・夜間の就労、いずれもある」が 33.3％と続いて

います。 

 

 

  

84.1 

95.7 

66.7 

83.2 

93.6 

75.0 

1.0 

0.7 

0.0 

0.7 

0.9 

0.0 

14.8 

3.5 

33.3 

15.6 

4.5 

25.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.4 

0.6 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.1 

0.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童：父親（n=730）

就学前児童：母親（n=578）

就学前児童：その他（n=3）

小学生児童：父親（n=820）

小学生児童：母親（n=704）

小学生児童：その他（n=4）

主に昼間の就労 主に夜間の就労 昼間・夜間の就労、いずれもある その他 無回答
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【問８で「以前は就労していたが、現在は就労していない」、「これまでに就労したこ

とがない」と答えた方のみ】 

問 8-2 就労したいという希望はありますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 8-2） 

 

 

父親では、「１年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい」の 50.0％が最も多く、

「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」の 42.9％と続いています。母親では、「１年以上先に、

一番下の子どもが成長したころに就労したい」の 59.4%が最も多く、「すぐにでも、もしくは１年以内

に就労したい」が 25.7％と続いています。 

 

 

 

  

7.1 

14.9 

50.0 

25.8 

0.0 

50.0 

59.4 

25.0 

37.1 

0.0 

42.9 

25.7 

25.0 

37.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童：父親（n=14）

就学前児童：母親（n=175）

小学生児童：父親（n=12）

小学生児童：母親（n=151）

小学生児童：その他（n=1）

子育てや家事などに専念したい（就労を希望していない）

１年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答
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＜一番下の子どもが成長したころ、の年齢について＞ 

「３歳」の 14.8％が最も多く、「７歳」が 12.7％と続いています。また、「不明・無回答」が 41.8％と

なっています。 

 

 

 

  

年齢 件数 割合(%)
１歳 3 1.6
２歳 2 1.1
３歳 28 14.8
４歳 9 4.8
５歳 8 4.2
６歳 14 7.4
７歳 24 12.7
８歳 12 6.3
９歳 0 0.0
10歳以上 10 5.3
不明・無回答 79 41.8
全体 189 100.0
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【問 8-2 で「１年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい」、「すぐに

でも、もしくは１年以内に就労したい」と答えた方のみ】 

問 8-3 働きたい理由は何ですか。 

【複数回答】（小学生児童調査：問 8-3） 

 

父親、母親ともに「将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど）」がそれぞれ

84.6％と最も多くなっています。続いて「仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため」

が父親では 46.2％、母親では 40.3％となっています。 

 

38.5

84.6

46.2

15.4

0.0

0.0

28.2

84.6

40.3

28.9

7.4

0.7

66.7

83.3

0.0

0.0

0.0

0.0

22.3

79.5

37.5

21.4

2.7

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

働かないと、

暮らしていけなくなるため

将来への備えのため

（子どもの教育費、老後の備えなど）

仕事を通じて、自分の能力を発揮し、

向上させたいため

人間関係を広げたいため

その他

無回答

（%）

就学前児童：父親（n=13） 就学前児童：母親（n=149）

小学生児童：父親（n=6） 小学生児童：母親（n=112）
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【問 8-2 で「１年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい」、「すぐに

でも、もしくは１年以内に就労したい」と答えた方のみ】 

問 8-4 希望する就労形態をお答えください。【単一回答】 

 

父親では、「パートタイム、アルバイト等」の 69.2％が最も多く、続いて「フルタイム（１週５日程

度・１日８時間程度の就労）」が 30.8％となっています。母親では、「パートタイム、アルバイト等」の

90.6％が最も多く、続いて「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）」が 8.7％となってい

ます。 

 

 

  

30.8 

8.7 

69.2 

90.6 

0.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親（n=13）

母親（n=149）

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） パートタイム、アルバイト等 無回答
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【問 8-4 で「パートタイム、アルバイト等」と答えた方のみ】 

問 8-5 希望する就労時間と就労時間帯をご記入ください。【単一回答】 

 

＜就労時間＞ 

父親では、「３時間以上、８時間未満」の 66.7％が最も多く、続いて「おおむね８時間」の 22.2％

となっています。母親では、「３時間以上、８時間未満」の 84.4％が最も多く、続いて「３時間未満」

が 14.1％となっています。 

 

 

 

＜就労時間帯＞ 

父親では、「主に昼間の勤務」が 100％となっています。母親では、「主に昼間の勤務」の 98.5％

が最も多くなっています。 

 

 

  

11.1 

14.1 

66.7 

84.4 

22.2 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親（n=9）

母親（n=135）

３時間未満 ３時間以上８時間未満 おおむね８時間 その他 無回答

100.0 

98.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親（n=9）

母親（n=135）

主に昼間の就労 主に夜間の就労 昼間・夜間の就労、いずれもある その他
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５ 育児休業の取得状況について 
 

 

問９ お子さんが生まれたときの父親の育児休業の取得についてお答えください。 

【単一回答】 

 

 

父親では、「取得していない」の 68.8％が最も多く、続いて「取得した」の 25.6％となっています。

母親では、「取得した」の 46.0％が最も多く、「働いていなかった」（26.1％）、「現在取得中である」

（16.1％）と続いています。 

 

 

  

0.7

26.1

0.3

6.6

68.8

2.2

2.4

16.1

25.6

46.0

2.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親（n=754）

母親（n=770）

働いていなかった 産前・産後に取得せずに離職した

取得していない 現在取得中である

取得した 無回答
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【問９で父母どちらかが「産前・産後に取得せずに離職した」と答えた方のみ】 

問 9-1 産前・産後に育児休業制度の取得をせずに離職した理由は何ですか。 

【複数回答】 

 

 

父親では、「職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整っていなかった」

が 100％となっています。母親では、「制度の有無等に関係なく、出産前後は仕事を辞めるつもり

だった」の 47.1％が最も多く、続いて「職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制

度が整っていなかった」が 33.3％となっています。 

 

 

  

0.0

100.0

0.0

0.0

0.0

7.8

33.3

47.1

29.4

2.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保育施設等を確実に利用できる見込みがなかった

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の

両立支援制度が整っていなかった

制度の有無等に関係なく、

出産前後は仕事を辞めるつもりだった

その他

無回答

（%）

父親（n=2） 母親（n=51）
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【問９で「取得していない」と答えた方のみ】 

問 9-2 取得していない理由についてお答えください。【複数回答】 

 

  

父親では、「仕事が忙しかった」の 45.5％が最も多く、「育児休業を取りにくい職場の雰囲気があ

った」（43.7％）、「配偶者が育児休業制度を利用した」（26.8％）と続いています。母親では、「その

他」の 35.3％が最も多く、「仕事が忙しかった」、「有期雇用（アルバイト・パートを含む）のため育児

休業の取得要件を満たさなかった」のそれぞれ 29.4％と続いています。 

 

43.7

45.5

0.2

3.7

8.1

25.2

1.5

0.6

26.8

7.9

2.3

12.1

0.2

1.0

7.1

1.2

5.9

29.4

11.8

0.0

0.0

11.8

0.0

11.8

0.0

0.0

0.0

5.9

17.6

29.4

35.3

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

育児休業を取りにくい職場の雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格等が遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

取得してからでは保育所等に入れなくなる

おそれがあった

保育所等に預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

育児休業制度を知らなかった

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

子育てや家事に専念するため退職した

有期雇用（アルバイト・パートを含む）のため育

児休業の取得要件を満たさなかった

その他

無回答

（%）

父親（n=519） 母親（n=17）
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６ 平日の定期的な教育・保育の利用状況等について 
 

問 10 お子さんは、現在以下の平日の定期的な教育・保育事業を利用していますか。

【単一回答】 

 

「利用している」が 71.5％、「利用していない」が 24.5％となっています。 

n=779 

 

  

71.5 24.5 4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している 利用していない 無回答
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【問 10 で「利用している」と答えた方のみ】 

問 10-1 お子さんが定期的に利用している教育・保育施設をお答えください。 

【単一回答】 

 

「認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設）」の 46.9％が最も多く、「認定こども園（施設の

中に幼稚園と保育所がある施設）」の 27.1％、「幼稚園」の 16.0％と続いています。 

n=557 

 

  

16.0

3.1

27.1

46.9

4.1

0.0

0.2

0.2

0.4

1.1

0.9

0.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

幼稚園

幼稚園と幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して

預かる事業のうち、定期的な利用のみ）

認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設）

認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設）

小規模保育事業所（保育定員が６人～19人の施設で、

０歳～２歳までの保育を行う施設）

家庭的保育事業所（保育定員が５人以下の施設で、

０歳～２歳までの保育を行う施設）

事業所内保育事業所（従業員の子どもと地域の子どもを

一緒に保育を行う施設）

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子ども

を家庭で保育を行う事業）

企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを

一緒に保育を行う認可外の施設）

その他の認可外保育施設

その他

無回答

（%）
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【問 10 で「利用している」と答えた方のみ】 

問 10-2 平日に幼稚園や保育所等の「定期的な教育・保育」施設・事業を利用して 

いる理由は何ですか。【複数回答】 

 

「保護者が現在就労している」の 80.1％が最も多く、続いて「子どもの教育や発達のため」の

52.2％となっています。 

n=557 

 

  

80.1

52.2

1.6

1.1

0.2

0.0

1.3

0.4

0.0 30.0 60.0 90.0

保護者が現在就労している

子どもの教育や発達のため

保護者に就労予定がある／求職中である

保護者が病気や障害がある

保護者が家族・親族などを介護している

保護者が学生である

その他

無回答

（%）
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【問 10 で「利用していない」と答えた方のみ】 

問 10-3 利用していない理由は何ですか。【複数回答】 

 

「子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい」の 56.5％が最も多く、「利用する必要がない」

（36.6％）、「利用したいが、幼稚園や保育所等に空きがない」（15.7％）と続いています。 

n=191 

 

  

56.5

36.6

15.7

7.3

4.2

3.7

1.0

0.0

7.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

子どもがまだ小さいため、成長したら利用したい

利用する必要がない

利用したいが、幼稚園や保育所等に空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、サービスの質や場所等で

納得できる幼稚園や保育所等がない

子どもの祖父母や親戚がみている

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の

条件が合わない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

（%）
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問 11 現在利用している、していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育事 

業として「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。【複数回答】 

 

「認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設）」の 52.4％が最も多く、「認定こども園（施設の

中に幼稚園と保育所がある施設）」の 42.5％、「幼稚園」の 33.1％と続いています。 

n=779 

 

  

33.1

23.4

42.5

52.4

6.7

2.4

5.4

4.7

4.7

1.3

10.8

1.2

1.7

4.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

幼稚園

幼稚園と幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して

預かる事業のうち、定期的な利用のみ）

認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設）

認可保育所（０歳～５歳までの保育を行う施設）

小規模保育事業所（保育定員が６人～19人の施設で、

０歳～２歳までの保育を行う施設）

家庭的保育事業所（保育定員が５人以下の施設で、

０歳～２歳までの保育を行う施設）

事業所内保育事業所（従業員の子どもと地域の子どもを

一緒に保育を行う施設）

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子ども

を家庭で保育を行う事業）

企業主導型保育施設（従業員の子どもと地域の子どもを

一緒に保育を行う認可外の施設）

その他の認可外保育施設

ファミリー・サポート・センター

（地域住民による子どもの預かりで、定期的な利用のみ）

その他

いずれも利用しない

無回答

（%）
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７ お子さんの病気の際の対応について 
 

【問 10 で「利用している」と答えた方のみ】 

問 12 お子さんが、病気やけがで通常の事業が利用できなかったことがありました 

か。【単一回答】 

 

「あった」が 78.5％、「なかった」が 20.8％となっています。 

n=557 

 

 

【問 12 で「あった」と答えた方のみ】 

問 12-1 病気やけがで通常の事業が利用できなかった場合に、この１年間に行っ 

た対処方法についてお答えください。【複数回答】 

 

「母親が仕事を休んだ」の 86.5％が最も多く、「父親が仕事を休んだ」（54.7％）、「親族・知人（同

居者を含む）に預けた」（31.6％）と続いています。 

n=437 

 

78.5 20.8 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

86.5

54.7

31.6

11.4

2.7

1.4

0.7

0.5

1.8

0.0 15.0 30.0 45.0 60.0 75.0 90.0

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親族・知人（同居者を含む）に預けた

就労していない方の保護者がみた

病児・病後児保育を利用した

仕方なく子どもだけで過ごさせた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

（%）
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【問 12-1 で「病児・病後児保育」以外を選んだ方のみ】 

問 12-2 この１年間に、お子さんが病気やけがで、幼稚園や保育所等を休んだ際、 

病児・病後児保育を利用したいと思いましたか。【単一回答】 

 

「できれば利用したかった」が 46.9％、「利用したいと思わなかった」が 53.1％となっています。 

n=424 

 

 

「できれば利用したかった」の年間利用日数では、「５日」の 31.7％が最も多く、「10 日以上」が

30.2％と続いています。 

 

 

 

  

46.9 53.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できれば利用したかった 利用したいと思わなかった

年（　）日程度 件数 割合(%)

１日 4 2.0

２日 25 12.6

３日 26 13.1

４日 2 1.0

５日 63 31.7

６日 4 2.0

７日 6 3.0

８日 1 0.5

９日 0 0.0

10日以上 60 30.2

不明・無回答 8 4.0

全体 199 100.0

できれば利用したかった
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【問 12-2 で「利用したいと思わなかった」と答えた方のみ】 

問 12-3 病児・病後児保育を利用しない理由は何ですか。【複数回答】 

 

「父母等が仕事を休んで対応できるため」の 50.2％が最も多く、「病気の子どもを家族以外の人

にみてもらうのは不安である」（46.2％）、「利用料がかかる、高い」（25.3％）と続いています。 

n=225 

 

  

50.2

46.2

25.3

20.0

19.1

11.6

9.8

12.4

4.0

0.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

父母等が仕事を休んで対応できるため

病気の子どもを家族以外の人に

みてもらうのは不安である

利用料がかかる、高い

病気の子どもは家族がみるべきである

施設のある場所や利用できる時間・日数等、

サービスの使い勝手がよくない

利用料がわからない

サービスの質に不安がある

その他

特に理由はない

無回答

（%）
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８ 休日等に定期的に利用したい教育・保育について 
 

 

問 13 お子さんについて、休日の「定期的」な教育・保育の利用希望はありますか。

【単一回答】 

 

＜土曜日の「定期的」な利用＞ 

「利用する必要はない」の 60.5％が最も多く、続いて「月１～２回利用したい」の 27.3％となって

います。 

n=779 

 

 

＜日曜日・祝日の「定期的」な利用＞ 

「利用する必要はない」の 74.7％が最も多く、続いて「月１～２回利用したい」が 18.1％となって

います。 

n=779 

 

  

60.5 7.4 27.3 4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月１～２回利用したい 無回答

74.7 1.9 18.1 5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月１～２回利用したい 無回答
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【問 11 で「幼稚園」、「幼稚園の預かり保育」と答えた方のみ】 

問 13-1 お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期期間中の教育・保育事業 

の利用希望はありますか。【単一回答】 

 

「休みの期間中、週に数日利用したい」の 54.7％が最も多く、続いて「利用する必要はない」、

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」がそれぞれ 20.8％となっています。 

n=106 

 

 

 

【問 11 で「幼稚園」、「幼稚園の預かり保育」と答えた方で、且つ、問 13-1 で「休み

の期間中、ほぼ毎日利用したい」、「休みの期間中、週に数日利用したい」と答えた

方のみ】 

問 13-2 利用したい理由は何ですか。【複数回答】 

 

「保護者の就労のため」の 56.3％が最も多く、「息抜きのため」（48.8％）、「平日に済ませられな

い用事をまとめて済ませるため」（46.3％）と続いています。 

n=80 

  

20.8 20.8 54.7 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 無回答

56.3

48.8

46.3

1.3

8.8

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

保護者の就労のため

息抜きのため

平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

（%）
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９ お子さんの不定期の幼稚園や保育所等の利用、 
宿泊を伴うサービス等の利用について 

 

問 14 お子さんについて、日中の「定期的な」保育や、病気やけがでの利用以外に、

私用、不定期の就労等の目的で、「不定期に」利用している事業はありますか。

【複数回答】 

 

「利用していない」の 75.4％が最も多くなっています。具体的な事業では「幼稚園の預かり保育

（通常の保育時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ）」（8.3％）、「一時預

かり（私用等理由を問わずに保育所等で一時的に子どもを保育する事業）」（7.2％）が他の事業と

比べて相対的に多くなっています。 

n=779 

 

 

  

8.3

7.2

3.5

0.6

0.4

0.3

0.8

75.4

6.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

幼稚園の預かり保育（通常の保育時間を延長して

預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ）

一時預かり（私用等理由を問わずに保育所等で

一時的に子どもを保育する事業）

ファミリー・サポート・センター事業

（地域住民による子どもの預かり等の利用）

ベビーシッター

短期入所生活援助事業：ショートステイ

（児童養護施設等で一定期間子どもを預かるもの）

夜間養護等事業：トワイライトステイ（仕事等の理

由により、児童養護施設等で休日や夜間に…

その他

利用していない

無回答

（%）
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問 15 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む） 

の育児疲れや育児不安、病気など）により、事業を利用する必要があると思

いますか。利用の必要性の有無をお答えください。【単一回答】 

 

「利用したい」の 62.9％が最も多く、続いて「利用する必要はない」が 30.0％となっています。 

n=779 

 

 

【問 15 で「利用したい」と答えた方のみ】 

どのような場合に事業を利用したいですか。【複数回答】 

 

「保護者の家族の育児疲れ・不安」の 78.0％が最も多く、続いて「保護者の家族の病気」の

76.1％となっています。 

n=490 

 

  

62.9 30.0 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答

78.0

76.1

46.7

10.2

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

保護者の家族の育児疲れ・不安

保護者の家族の病気

冠婚葬祭

その他

無回答

（%）
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問 16 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お

子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありまし

たか（預け先が見つからなかった場合も含む）。【単一回答】 

 

「なかった」は 77.9％、「あった」は 15.1％となっています。 

n=779 

 

 

【問 16 で「あった」と答えた方のみ】 

対処方法（この１年間）をお答えください。【複数回答】 

 

「親族・知人（同居者を含む）にみてもらった」の 78.8％が最も多く、「子どもを同行させた」が

29.7％と続いています。 

n=118 

 

 

15.1 77.9 6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

78.8

29.7

2.5

1.7

0.8

0.0

7.6

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

親族・知人（同居者を含む）にみてもらった

子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した

認可外保育施設、ベビーシッター等を利用した

その他

無回答

（%）
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＜年間の回数について＞ 

「親族・知人（同居者を含む）にみてもらった」では、「１回」の 30.1％が最も多く、「10 回以上」が

21.5％と続いています。「短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した」では、「１回」及び

「不明・無回答」がそれぞれ 50.0％となっています。「夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用

した」では、「４回」が 100.0％となっています。「子どもを同行させた」では、「１回」、「３回」、「５回」

がそれぞれ 22.9％と最も多くなっています。「子どもだけで留守番をさせた」では、「５回」、「10 回

以上」、「不明・無回答」がそれぞれ 33.3％となっています。「その他」では、「１回」、「２回」、「３回」、

「５回」、「10 回以上」がそれぞれ 11.1％となっています。また、「不明・無回答」が 44.4％となってい

ます。 

 

 
 

 
 

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 28 30.1 １回 1 50.0 １回 0 0.0

２回 15 16.1 ２回 0 0.0 ２回 0 0.0

３回 8 8.6 ３回 0 0.0 ３回 0 0.0

４回 4 4.3 ４回 0 0.0 ４回 1 100.0

５回 12 12.9 ５回 0 0.0 ５回 0 0.0

６回 1 1.1 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 0 0.0 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 2 2.2 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 0 0.0 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 20 21.5 10回以上 0 0.0 10回以上 0 0.0

不明・無回答 3 3.2 不明・無回答 1 50.0 不明・無回答 0 0.0

全体 93 100.0 全体 2 100.0 全体 1 100.0

親族・知人（同居者を含む）
にみてもらった

短期入所生活援助事業（ショー
トステイ）を利用した

夜間養護等事業（トワイライト
ステイ）を利用した

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 8 22.9 １回 0 0.0 １回 1 11.1

２回 4 11.4 ２回 0 0.0 ２回 1 11.1

３回 8 22.9 ３回 0 0.0 ３回 1 11.1

４回 1 2.9 ４回 0 0.0 ４回 0 0.0

５回 8 22.9 ５回 1 33.3 ５回 1 11.1

６回 1 2.9 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 1 2.9 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 0 0.0 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 0 0.0 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 2 5.7 10回以上 1 33.3 10回以上 1 11.1

不明・無回答 2 5.7 不明・無回答 1 33.3 不明・無回答 4 44.4

全体 35 100.0 全体 3 100.0 全体 9 100.0

子どもを同行させた 子どもだけで留守番をさせた その他
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10 地域子育て支援拠点事業の利用について 
 

 

問 17 親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりすることがで 

きるつどいの広場や子育て支援センターについて、お答えください。 

【単一回答】 

  

「知っていて、利用したことがある」では、「つどいの広場『ぱんだのいえ』（水無瀬駅前団地１

階）」の 41.6％が最も多く、続いて「なかよしらんど（山崎保育園内）」の 27.2％となっています。「知

らない」では、「認定こども園ゆいの詩子育て支援拠点（認定こども園ゆいの詩内）」の 36.7％が最

も多く、「しまもと子育て支援センターひまわり（しまもと里山認定こども園内）」が 35.3%と続いてい

ます。「知っているが、利用したことがない」では、「つどいの広場『ぱんだのいえ』（水無瀬駅前団

地１階）」の 26.7％が最も低くなっています（他の項目は全て 30％台）。 

 

n=779 

 

  

22.5 

12.8 

35.3 

36.7 

27.2 

41.6 

9.2 

7.1 

32.6 

26.7 

36.7 

37.5 

17.7 

18.9 

18.7 

18.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

なかよしらんど（山崎保育園内）

つどいの広場「ぱんだのいえ」

（水無瀬駅前団地１階）

しまもと子育て支援センターひまわり

（しまもと里山認定こども園内）

認定こども園ゆいの詩子育て支援拠点

（認定こども園ゆいの詩内）

知らない 知っていて、利用したことがある

知っているが、利用したことがない 無回答
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今後（も）利用したい事業をお答えください。【複数回答】 

 

「つどいの広場「ぱんだのいえ」（水無瀬駅前団地１階）」の 35.9％が最も多く、続いて「なかよし

らんど（山崎保育園内）」の 25.7％となっています。また、「無回答」が 44.0％となっています。 

n=779 

 

 

 

  

35.9

25.7

24.1

23.2

44.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

つどいの広場「ぱんだのいえ」

（水無瀬駅前団地１階）

なかよしらんど（山崎保育園内）

認定こども園ゆいの詩子育て支援拠点

（認定こども園ゆいの詩内）

しまもと子育て支援センターひまわり

（しまもと里山認定こども園内）

無回答

（%）
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【問 17 でいずれかに「今後（も）利用したい」と答えた方のみ】 

問 17-1 前問のような地域子育て支援拠点事業を利用するにあたって、どのような 

サービスを利用したいですか。【複数回答】 

 

 

「常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提供」の 84.2％が最も多く、「無料で親子が過ご

せる居場所」の 79.4％、「子育てに関する相談・援助」の 56.2％と続いています。 

n=436 

 

  

84.2

79.4

56.2

47.9

37.2

33.7

26.1

25.9

16.5

7.1

3.9

0.7

0.0 15.0 30.0 45.0 60.0 75.0 90.0

常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提供

無料で親子が過ごせる居場所

子育てに関する相談・援助

地域の子育て関連情報の提供

幼稚園や保育所等の利用・入所に関する相談

有料で充実した子どもの遊び場

さまざまな世代との交流の場の提供

子育てに関する講習

地域に出向いての交流の場の提供（出張ひろば）

家庭への訪問支援

その他

無回答

（%）
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11 子育てと地域のつながりについて 
 

 

問 18 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人 

はいますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 32） 

 

「いる」が 55.7％、「いない」が 35.9％となっています。 

 

 

 

問 19 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 36） 

 

 

「いる／ある」が 76.9％、「いない／ない」が 14.9％となっています。 

 

 

  

55.7 

62.8 

35.9 

23.5 

8.3 

13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

いる いない 無回答

76.9 

71.3 

14.9 

14.6 

8.2 

14.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

いる／ある いない／ない 無回答
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【問 19 で「いる／ある」と答えた方のみ】 

問 19-1 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所について 

お答えください。【複数回答】 

 

 

「配偶者」の 89.5％が最も多く、「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」（78.6％）、

「知人や友人」（72.0％）と続いています。 

n=599 

 
  

89.5

78.6

72.0

39.2

24.5

13.0

8.0

6.0

5.8

2.5

1.0

0.8

0.7

0.2

1.7

0.0 15.0 30.0 45.0 60.0 75.0 90.0

配偶者

ご自身や配偶者の親、親せき、

（同居している）家族

友人や知人

幼稚園や保育所等の先生

近所の人

子育て世代包括支援センター（すこやか推進課）

かかりつけの医師

地域子育て支援拠点

島本町役場の子育て支援担当の窓口

携帯電話やインターネットの交流サイト

NPO等の子育て支援団体

キンダーカウンセラー（子育て相談を行うため

私立幼稚園に配置された臨床心理士等）

民生委員・児童委員、主任児童委員

スマイルサポーター（民間保育所等における

知事認定を受けた地域貢献支援員）

その他

（%）
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問 20 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 33） 

 

 

「感じる」が 55.7％、「感じない」が 35.8％となっています。 

 

 

問 21 ご自身の子育てに関して、支えられていると感じる・感じないに関わらず、地 

域の人の中で、特に誰から支えられている（支えてほしい）と思いますか。

【単一回答】 

 

「幼稚園や保育所、地域子育ての支援拠点」の 39.8％が最も多く、「同じ世代の子どもを持つ保

護者」（26.2％）、「近所の人」（9.9％）と続いています。 

n=779 

 

  

55.7 

55.1 

35.8 

31.1 

8.5 

13.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

感じる 感じない 無回答

9.9 26.2 2.3

1.4

39.8 6.8 3.0 10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自治会、子ども会等の地域団体の人

地域活動を行っているNPO等の人

幼稚園や保育所、地域子育て支援拠点

島本町役場の職員

その他

無回答



 

 
38 

 

問 22 あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域のつながり（ネットワー 

クや団体）は必要だと思いますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 34） 

 

 

「必要である」及び「ある程度は必要である」を合わせた数値は 83.4％となっています。 

 

 

 

12 子ども食堂について 
 

 

問 23 「子ども食堂」を知っていますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 35） 

 

「知っているが利用したことはない」の 72.5％が最も多く、「知っており利用したことがある」が

11.7％と続いています。 

 

 

  

40.7 

29.9 

42.7 

44.6 

5.8 

8.9 

1.7 

2.1 

0.8 

1.0 

8.3 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

必要である ある程度は必要である どちらともいえない

あまり必要ではない 必要ではない 無回答

11.7 

10.6 

72.5 

72.7 

7.6 

3.3 

8.2 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

知っており利用したことがある 知っているが利用したことはない 知らない 無回答
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【問 23 で「知っており利用したことがある」と答えた方のみ】 

問 23-1 お子さんが「子ども食堂」を利用することで、良いと思うことは何ですか。

【複数回答】（小学生児童調査：問 35-1） 

 

「低額（または無料）で食事が食べられるから」の 64.8％が最も多く、「子どもが楽しんでいるか

ら」の 62.6％、「栄養バランスがとれた食事がとれるから」の 61.5％と続いています。 

 

 

  

50.5

8.8

61.5

3.3

64.8

1.1

62.6

1.1

6.6

42.6

11.7

42.6

1.1

57.4

7.4

60.6

2.1

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

地域の大人や子どもと交流できるから

子どもが一人で食事をしなくてすむから

栄養バランスがとれた食事がとれるから

運営者が相談に乗ってくれるから

低額（または無料）で食事が食べられるから

宿題など勉強をみてくれるから

子どもが楽しんでいるから

特になし

その他

（%）

就学前児童（n=91） 小学生児童（n=94）
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【問 23 で「知っているが利用したことがない」と答えた方のみ】 

問 23-2 子ども食堂を利用しないのはなぜですか。 

【複数回答】（小学生児童調査：問 35-2） 

 

 

「利用する必要がないから」の 53.8％が最も多く、「どこにあるか知らないから」（18.9％）、「その

他」（16.8％）と続いています。 

 

  

18.9

7.8

3.7

3.5

0.7

14.2

53.8

15.8

16.8

1.2

13.8

8.2

6.8

2.5

4.6

14.2

61.2

7.7

10.5

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

どこにあるか知らないから

家の近くにないから

家で過ごしてほしいと思うから

居場所のイメージが良くないから

お子さんが「行きたくない」と言うから

行きたい日・時間に開いていないから

利用する必要がないから

何をしているかわからないから

その他

無回答

（%）

就学前児童（n=565） 小学生児童（n=647）
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13 ご家庭の子育ての環境や考え方について 
 

 

問 24 ご家庭の中で、保護者の方と１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどの 

くらいですか。１日の平均的な時間をお答えください。 

【数値入力】（小学生児童調査：問 16） 

 

 

平日において、父親では、「２時間～４時間未満」の 37.9％が最も多く、続いて「２時間未満」が

27.3％となっています。母親では、「４時間～６時間未満」の 22.5％が最も多く、「６時間～８時間未

満」（16.9％）、「22 時間～24 時間」（15.6％）と続いています。その他では、「不明・無回答」が

71.4％と最も多く、具体的な平均時間では「２時間未満」及び「14 時間～16 時間未満」がそれぞれ

14.3％となっています。 

休日において、父親では、「12 時間～14 時間未満」の 26.3％が最も多く、「22 時間～24 時間」

が 17.6％と続いています。母親では、「22 時間～24 時間」の 34.0％が最も多く、「12 時間～14 時

間未満」（22.6％）、「14 時間～16 時間未満」（16.4％）と続いています。その他では、「不明・無回

答」が 71.4％と最も多く、具体的な平均時間では「４時間～６時間未満」及び「16 時間～18 時間未

満」がそれぞれ 14.3％となっています。  
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6.5

27.3

37.9

11.5

1.3

0.4

0.4

2.5

0.8

0.1

0.1

0.0

0.4

10.6

0.0

0.3

6.4

22.5

16.9

5.1

3.1

7.1

5.6

2.9

2.2

1.2

15.6

11.3

0.0

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

71.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間～14時間未満

14時間～16時間未満

16時間～18時間未満

18時間～20時間未満

20時間～22時間未満

22時間～24時間

不明・無回答

（%）

父親【平日】（n=754）

母親【平日】（n=770）

その他【平日】（n=7）

0.4

0.7

2.9

5.3

5.4

6.1

9.5

26.3

11.5

2.1

0.4

1.1

17.6

10.6

0.0

0.0

0.5

1.2

0.9

2.7

5.2

22.6

16.4

2.9

0.5

1.8

34.0

11.3

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

0.0

0.0

71.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間～14時間未満

14時間～16時間未満

16時間～18時間未満

18時間～20時間未満

20時間～22時間未満

22時間～24時間

不明・無回答

（%）

父親【休日】（n=754）

母親【休日】（n=770）

その他【休日】（n=7）
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問 24-1 前問で答えた時間は十分だと思いますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 16-１） 

 

 

「十分だと思う」及び「まあまあ十分だと思う」を合わせた数値について、父親では 52.1％、母親

では 74.9％、その他では 28.6％となっています。特に「十分だと思う」については、母親の数値が

49.4％と他の属性と比べて著しく高くなっています。 

 

 
  

17.2 

49.4 

14.3 

17.4 

41.2 

20.0 

34.9 

25.5 

14.3 

35.4 

32.1 

10.0 

22.5 

10.9 

0.0 

19.5 

10.8 

0.0 

13.7 

2.2 

0.0 

14.6 

3.1 

0.0 

2.3 

1.3 

0.0 

4.0 

2.9 

0.0 

9.4 

10.8 

71.4 

9.0 

9.9 

70.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童：父親（n=754）

就学前児童：母親（n=770）

就学前児童：その他（n=7）

小学生児童：父親（n=844）

小学生児童：母親（n=876）

小学生児童：その他（n=10）

十分だと思う まあまあ十分だと思う あまり十分でないと思う 不十分だと思う わからない 無回答
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問 25 １日当たり何時間くらい家事をしますか。１週間の平均的な時間を記入してく 

ださい。【数値入力】 

 

父親では、「２時間未満」の 47.7％が最も多く、「２時間～４時間未満」が 21.9％と続いています。

また、「０時間」は 11.9％となっています。母親では、「２時間～４時間未満」の 39.1%が最も多く、「４

時間～６時間未満」が 26.9％と続いています。その他では、「不明・無回答」の 71.4％が最も多くな

っています。具体的な時間では「２時間～４時間未満」の 28.6％となっています。 

 

 

11.9

47.7

21.9

2.8

0.9

0.1

0.3

0.5

13.8

0.1

4.4

39.1

26.9

7.3

2.3

0.9

2.9

16.1

0.0

0.0

28.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

71.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間以上

不明・無回答

（%）

父親（n=754）

母親（n=770）

その他（n=7）
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問 26 仕事と子育てを両立させるうえで大変だと思うことは何ですか。 

【複数回答】（小学生児童調査：問 18） 

 

 

「子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」の

63.2％が最も多く、「残業や出張が入ること」（44.3％）、「子どもと接する時間が少ないこと」（35.6％）

と続いています。 

 

  

44.3

63.2

19.6

4.4

10.9

16.4

4.0

12.5

35.6

4.7

14.2

33.9

56.4

21.3

3.9

11.1

11.9

4.6

4.8

29.3

7.1

19.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

残業や出張が入ること

子どもや自分が病気やけがをしたときに

代わりに子どもをみてくれる人がいないこと

配偶者の協力が得られないこと

ご自身や配偶者の親等の理解が

得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと

（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務等）

職場の理解や協力が得られないこと

子どものほかにご自身や配偶者の親等の

介護をしなければならないこと

子どもを預かってくれる保育所等が

みつからないこと

子どもと接する時間が少ないこと

その他

無回答

（%）

就学前児童（n=779） 小学生児童（n=890）
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問 27 ご家庭の前年（2023 年）の１年間の家計の状況についてうかがいます。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 19） 

 

 

「貯蓄ができている」の 46.5％が最も多く、「赤字でもなく、黒字でもない」（22.2％）、「赤字である」

（15.5％）と続いています。 

 

 

 

 

問 28 お子さんの将来のために、貯蓄をしていますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 20） 

 

 

「貯蓄をしている」の 66.1％が最も多く、続いて「貯蓄をしたいができていない」（20.2％）となって

います。 

 

  

46.5 

44.0 

15.5 

17.6 

22.2 

20.4 

3.0 

5.1 

12.8 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

貯蓄ができている 赤字である 赤字でもなく、黒字でもない わからない 無回答

66.1 

65.7 

20.2 

19.7 

0.0 

0.2 

1.0 

1.8 

12.7 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

貯蓄をしている 貯蓄をしたいができていない 貯蓄をするつもりはない わからない 無回答
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問 29 あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありま 

すか。おおむね半年の間でお考えください。 

【複数回答】（小学生児童調査：問 21） 

 

「新しい衣服や靴を買うのを控えた」の 36.2％が最も多く、「選択肢のような経験はない」

（33.4％）、「趣味やレジャーの出費を減らした」（31.2％）と続いています。 

 

  19.0

0.3

0.6

0.8

1.7

0.9

1.2

36.2

15.8

7.1

2.6

11.8

7.4

0.5

0.9

31.2

18.9

20.4

0.5

25.8

3.6

1.0

33.4

13.4

24.9

1.0

1.7

1.5

1.5

1.5

1.8

32.7

19.2

6.3

2.4

11.8

7.0

1.6

1.1

34.6

19.9

21.7

1.3

22.9

7.3

1.2

31.5

14.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

食費を切りつめた

電気・ガス・水道などが止められた

医療機関を受診できなかった

国民健康保険料の支払いが滞ったことがある

国民年金の支払いが滞ったことがある

金融機関などに借金をしたことがある

クレジットカードの利用が停止になったことがある

新しい衣服や靴を買うのを控えた

雑誌や新聞を買うのを控えた

スマートフォンへの切り替え・利用を断念した

冠婚葬祭の付き合いを控えた

生活の見通しが立たず不安になったことがある

鉄道やバスの利用を控え、自転車や徒歩にした

電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞ったことがある

家賃や住宅ローンの支払いが滞ったことがある

趣味やレジャーの出費を減らした

冷暖房の使用を控えた

友人や知人との外食を控えた

敷金や保証金が用意できず、住み替えや転居を断念した

理髪店や美容院に行く回数を減らした

子ども部屋が欲しかったがつくれなかった

その他

選択肢のような経験はない

無回答

（%）

就学前児童（n=779） 小学生児童（n=890）
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問 30  あなたの世帯では、経済的な理由で、お子さんに対する次のような経験を 

されたことがありますか。おおむね一年の間でお考えください。 

【複数回答】（小学生児童調査：問 22） 

 

「選択肢のような経験はない」の 66.1％が最も多く、「家族旅行（テーマパークや日帰りでのお出

かけを含む）ができなかった」が 9.1％と続いています。 

 
 

  

0.3

0.5

3.1

1.7

4.1

0.1

0.1

5.9

2.2

0.4

1.3

0.8

0.4

9.1

0.1

66.1

20.5

0.7

2.6

4.7

4.3

6.1

0.2

0.7

7.4

7.5

0.8

2.6

1.0

0.6

14.2

0.8

56.9

22.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

お子さんを医療機関に受診させられなかった

お子さんの進路を変更した

お子さんのための本や雑誌を買えなかった

お子さんにおこづかいを渡すことができなかった

お子さんに新しい衣服や靴を買えなかった

お子さんの学校の遠足や就学旅行へ

参加させられなかった

お子さんを学校のクラブ活動・

部活動に参加させられなかった

お子さんを習い事に通わせることができなかった

お子さんを学習塾に通わせることができなかった

お子さんの誕生日を祝えなかった

お子さんにお年玉をあげることができなかった

お子さんの学校行事に参加することができなかった

子ども会・地域の行事（祭りなど）の

活動に参加させられなかった

家族旅行（テーマパークや日帰りでの

お出かけを含む）ができなかった

その他

選択肢のような経験はない

無回答

（%）

就学前児童（n=779） 小学生児童（n=890）
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問 31 あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 23） 

 

「大学」の 63.2％が他の項目と比べて著しく多くなっています。 

 

 

0.3

3.0

0.0

63.2

5.5

3.9

0.6

2.7

8.6

12.3

0.3

3.6

0.4

64.5

5.5

2.5

2.9

1.6

6.5

12.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

中学校

高校

短期大学

大学

大学院

留学

専門学校・高等専門学校

考えたことがない

わからない

無回答

（%）

就学前児童（n=779） 小学生児童（n=890）
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14 お子さんの生活習慣について 
 

 

問 32 朝ごはんを食べますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 25） 

 

「毎日食べる」の 84.2％が最も多く、続いて「食べる日のほうが多い」が 2.3％となっています。 

 

 

 

問 33 １日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

【単一回答】（小学生児童調査：問 26） 

 

「する」が 82.9％、「しない」が 4.6％となっています。 

 

 

  

84.2 

81.0 

2.3 

3.1 

0.4 

2.0 

0.8 

0.9 

12.3 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

毎日食べる 食べる日のほうが多い 食べない日のほうが多い ほとんど食べない 無回答

82.9 

85.4 

4.6 

1.6 

12.5 

13.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

する しない 無回答
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問 34 平日、テレビ・ビデオ（ゲームやスマートフォンでの動画視聴を含む）を１日平 

均何時間程度観ますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 27） 

 

「２時間を超える」の 22.8％が最も多く、「２時間以内」（22.0％）、「１時間以内」（19.4％）と続いて

います。 

 

 

 

問 35 寝る時間は、何時ですか。【単一回答】（小学生児童調査：問 28） 

 

「21 時～21 時半より前」の 23.7％が最も多く、「21 時半～22 時より前」（19.3％）、「20 時半～21

時より前」（15.8％）と続いています。 

 

 

 

  

10.9 

4.4 

19.4 

13.7 

12.5 

12.9 

22.0 

21.8 

22.8 

34.4 

12.5 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

見ない、または30分以内 １時間以内 １時間30分以内 ２時間以内 ２時間を超える 無回答

11.7 

2.7 

15.8 

6.0 

23.7 

20.8 

19.3 

29.6 

11.2 

23.0 

5.8 

5.3 

12.6 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

20時半より前 20時半～21時より前 21時～21時半より前 21時半～22時より前

22時～23時より前 23時以降 無回答
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15 子育てに関する意識について 
 

問 36 希望として、子どもが何人ほしいですか。【数値入力】 

 

 「２人」の 43.9％が最も多く、「３人」（26.7％）、「１人」（7.4％）と続いています。 

n=779 

 

 

 

問 37 もう１人以上、子どもを持ちたいと思いますか。【数値入力】 

 

「持ちたいと思う」が 40.8％、「持ちたいと思わない」が 45.4％となっています。 

n=779 

 

  

1.2

7.4

43.9

26.7

2.2

0.3

18.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

０人

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

（%）

40.8 45.4 13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ちたいと思う 持ちたいと思わない 無回答
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【問 37 で「持ちたいと思わない」と答えた方のみ】 

問 37-1 どのような環境が整えばもう１人以上の子どもを持ちたいと思いますか。

【単一回答】 

 

「環境が整ったとしても、持ちたいと思わない（もたない）」の 41.5％が最も多く、「収入が増えれ

ば持ちたい」（26.8％）、「将来の教育資金のめどが立てば持ちたい」（6.8％）と続いています。 

n=354 

 

  

41.5

26.8

6.8

5.1

4.5

2.0

0.8

0.6

11.0

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

環境が整ったとしても、持ちたいと思わない（もたない）

収入が増えれば持ちたい

将来の教育資金のめどが立てば持ちたい

ゆとりのある住環境が整えば持ちたい

保育所等子どもを預かってくれる環境が整えば持ちたい

子どもを教育してくれる施設が充実していれば持ちたい

家族の理解が進めば持ちたい

働くところが見つかれば持ちたい

その他

無回答

（%）
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問 38 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらい 

と感じることが多いと思いますか。【単一回答】（小学生児童調査：問 37） 

 

「楽しいと感じることの方が多い」の 55.2％が最も多く、「楽しいと感じることとつらいと感じること

が同じくらい」が 25.5％と続いています。 

 

55.2 

49.2 

25.5 

29.8 

3.9 

3.9 

1.5 

2.7 

0.3 

0.4 

13.6 

13.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前児童（n=779）

小学生児童（n=890）

楽しいと感じることの方が多い

楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい

つらいと感じることの方が多い

わからない

その他

無回答
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【問 38 で「楽しいと感じることの方が多い」と答えた方のみ】 

問 38-1 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。 

【３つまで】 

 

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」の 31.6％が最も多く、続いて「保育サービス

の充実」（30.9％）、「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」（26.7％）とな

っています。また、「無回答」が 28.1％となっています。 

 

n=430 

31.6

30.9

26.7

26.5

24.2

23.5

9.1

7.7

5.8

3.3

2.3

4.2

28.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

保育サービスの充実

地域における子育て支援の充実

（一時預かり、育児相談など）

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

地域における子どもの活動拠点の充実

（児童館など）

子どもの教育環境

健やかな妊娠・出産に対する支援（妊娠・出産・子育

てにかかる健診や予防接種などの母子保健サービス）

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育て支援のネットワークづくり

訪問型の支援サービスの充実

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

（%）
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【問 38 で「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」、「つらいと感じるこ 

との方が多い」と答えた方のみ】 

問 38-2 あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何で

すか。【３つまで】 

 

 

「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」の 33.6％が最も多く、続いて

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」（30.6％）、「保育サービスの充実」（29.3％）と

なっています。また、「無回答」が 23.6％となっています。 

 

n=229 

 

 

  

33.6

30.6

29.3

22.3

17.0

12.7

9.2

8.7

7.9

6.1

3.1

7.0

23.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

地域における子育て支援の充実

（一時預かり、育児相談など）

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

保育サービスの充実

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

地域における子どもの活動拠点の充実（児童館など）

子どもの教育環境

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

子育て支援のネットワークづくり

健やかな妊娠・出産に対する支援

訪問型の支援サービスの充実

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

（%）
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問 39 子育てに関して、子どもに関することで、日常悩んでいること、あるいは気に

なることは何ですか。【複数回答】 

 

 

「病気や発育発達に関すること」の 34.1％が最も多く、続いて「食事や栄養に関すること」、「子ど

もの教育に関すること」がそれぞれ 33.2％となっています。 

n=779 

 

  

34.1

33.2

33.2

21.2

20.5

20.0

6.2

15.9

3.1

14.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

病気や発育発達に関すること

食事や栄養に関すること

子どもの教育に関すること

子どもと過ごす時間が十分取れないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもの友だちづきあいに関すること

子どもの登所・登園拒否や不登校等

特にない

その他

無回答

（%）



 

 
58 

 

問 40 子育てに関して、ご自身に関することで、日常悩んでいること、あるいは気に

なることは何ですか。【複数回答】（小学生児童調査：問 39） 

 

「仕事や自分のやりたいこと等自分の時間が十分取れないこと」の 39.3％が最も多く、「子育て

による身体の疲れが大きいこと」（32.5％）、「子育てにかかる出費がかさむこと」（29.8％）と続いて

います。 

 

14.1

8.5

4.6

5.3

5.9

39.3

15.3

24.9

32.5

29.8

13.0

11.8

4.1

14.4

13.6

9.2

4.8

4.6

4.7

28.0

10.1

20.9

18.3

31.7

12.9

15.2

2.2

16.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

子育てに関して配偶者の協力が少ないこと

配偶者と子育てに関して意見が合わないこと

子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、

近隣の人、職場等周りの人が理解してくれないこと

ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せ

き、近隣の人、職場等周りの見る目が気になること

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいこと等自分の時間が

十分取れないこと

配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子育てのストレス等から子どもにきつく

あたってしまうこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てにかかる出費がかさむこと

住居がせまいこと

特にない

その他

無回答

（%）

就学前児童（n=779） 小学生児童（n=890）
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16 子育て全般について 
 

 

問 41 お子さんと外出されるときに、困ること、困ったことはありますか。【複数回答】 

 

「買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない」の 41.2％が最も多く、

「小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない」（39.0％）、「自動車の通行が多いにもか

かわらず歩道や信号がない道路が多いので心配」（35.3％）と続いています。 

 

n=779 

 

  

41.2

39.0

35.3

26.4

22.7

20.2

17.2

17.1

7.4

7.2

9.1

4.5

17.3

0.0 15.0 30.0 45.0

買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを

遊ばせる場所がない

小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない

道路が多いので心配

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない

歩道の段差などがベビーカーや自転車での

通行の妨げになっている

緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりと

うるおいがない

授乳する場所や必要な設備がない

交通機関や建物がベビーカーでの移動に

配慮されていない

周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る

荷物や子どもに手をとられて困っているときに

手を貸してくれる人が少ない

特にない

その他

無回答

（%）
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問 42 お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。 

【単一回答】 

 

「満足していない」の 41.6％が最も多く、「どちらとも思わない」が 24.3％と続いています。 

n=779 

 

  

15.0 41.6 24.3

2.4

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足している 満足していない どちらとも思わない わからない 無回答
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問 43 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。 

【複数回答】 

 

「雨の日に遊べる場所がない」の 64.6％が最も多く、「遊具などの種類が充実していない」

（36.7％）、「思い切り遊ぶために十分な広さがない」（31.8％）と続いています。 

n=779 

 

 

  

64.6

36.7

31.8

24.6

20.3

14.4

14.4

13.6

8.6

6.8

6.2

5.0

6.2

6.9

17.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

雨の日に遊べる場所がない

遊具などの種類が充実していない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での

利用に配慮されていない

近くに遊び場がない

遊具などの設備が古くて危険である

緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない

遊び場周辺の道路が危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

不衛生である

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの

遊び仲間がいない

遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない

特に感じることはない

その他

無回答

（%）
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問 44 子育て支援サービスについて、現状の状況をお答えください。 

【単一回答】 

 

「知らない」では、「家庭児童相談」の 40.4％が最も多く、「情報冊子『子育てガイド』」（38.1％）、

「幼稚園での相談」（37.5％）と続いています。「知っていて、利用したことがある」では、「こんにち

は赤ちゃん訪問」の 62.8％が最も多く、「幼稚園や保育所等の園庭等の開放」が 46.6％と続いて

います。「知っているが、利用したことがない」では、「産前・産後ヘルパー」の 54.4％が最も多く、

「産後ケア事業」が 52.6％と続いています。 

n=779 

 

  

15.8 

13.0 

2.2 

38.1 

15.8 

8.6 

40.4 

17.7 

37.5 

17.7 

17.1 

23.7 

33.4 

31.3 

46.6 

19.8 

28.6 

62.8 

5.4 

19.3 

6.9 

25.3 

10.4 

5.4 

33.9 

37.5 

33.0 

23.7 

37.5 

10.5 

35.7 

44.3 

37.5 

38.8 

54.4 

52.6 

16.9 

18.2 

18.2 

18.4 

18.1 

18.1 

18.5 

18.7 

18.1 

18.2 

18.1 

18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

パパママクラス（両親教室）

育児相談・電話育児相談

（子育て世代包括支援センター（すこやか推進課））

幼稚園や保育所等の園庭等の開放

情報冊子「子育てガイド」

子育て講座（ベビーマッサージ等）

こんにちは赤ちゃん訪問

家庭児童相談

保育所・地域子育て支援センターでの相談

幼稚園での相談

子育てサロン

産前・産後ヘルパー

産後ケア事業

知らない 知っていて、

利用したことがある

知っているが、

利用したことがない

無回答
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今後（も）利用したい子育て支援サービスをお答えください。【複数回答】 

 

 

「幼稚園や保育所等の園庭等の開放」の 41.7％が最も多く、「育児相談・電話育児相談（子育て

世代包括支援センター（すこやか推進課））」（25.9％）、「保育所・地域子育て支援センターでの相

談」（24.5％）と続いています。また、「無回答」が 33.6％となっています。 

n=779 

 

  

41.7

25.9

24.5

19.3

19.0

18.2

15.8

14.6

14.0

10.7

8.2

0.0

33.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

幼稚園や保育所等の園庭等の開放

育児相談・電話育児相談（子育て世代包括支援

センター（すこやか推進課））

保育所・地域子育て支援センターでの相談

子育てサロン

子育て講座（ベビーマッサージ等）

パパママクラス（両親教室）

情報冊子「子育てガイド」

産前・産後ヘルパー

産後ケア事業

幼稚園での相談

家庭児童相談

こんにちは赤ちゃん訪問

無回答

（%）
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問 45 島本町役場等に対して、あなたの子育て経験等から、どのような子育て支援

サービスを充実してほしいですか。【複数回答】 

 

「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」の 53.7％が最も多く、「親子が安

心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する」（53.0％）、「小児救急など安心して子

どもが医療機関を利用できる体制を整備する」（43.6％）と続いています。 

n=779 

 
  

53.7

53.0

43.6

40.4

35.3

35.0

29.1

25.3

23.1

21.3

19.3

13.7

13.7

11.3

10.5

5.8

1.5

6.5

17.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの

子育て世帯への経済的援助の拡充

保育所や学童保育室など子どもを預ける施設を増やす

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子どもの安全を確保する対策を充実する

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの

預かり保育などを充実する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

誰でも気軽に利用できるNPOなどによる

子育て支援サービスに対する支援を行う

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

特になし

その他

無回答

（%）
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問 46 どのような支援やサービスがあれば、子育ての負担を軽減するのに有効だと

思われますか。【単一回答】 

 

＜最も有効だと思うもの＞ 

「育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーなど）への経済的支援」の 28.8％が最も多く、「幼稚

園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、日用品、その他諸経費用など無

償化の対象とならない経費への支援」が 21.7％と続いています。 

n=779 

 

  

28.8

21.7

18.4

4.4

2.8

2.3

0.9

0.6

2.7

17.5

0.0 10.0 20.0 30.0

育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーなど）への経済的支援

幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、

日用品、その他諸費用など無償化の対象とならない経費への支援

理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス

家事・育児等への訪問サービス支援

同じ境遇にある父親や母親との交流

外出時のタクシー利用への支援

電車やバスなどの乗車時、エレベーター乗降時などの

優先利用の仕組み

多子・多胎育児経験者による相談支援

その他

無回答

（%）
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＜２番目に有効だと思うもの＞ 

「幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、日用品、その他諸経費用

など無償化の対象とならない経費への支援」の 23.7％が最も多く、「育児用品（紙おむつ、２人の

せベビーカーなど）への経済的支援」が 20.9％と続いています。 

n=779 

 

23.7

20.9

16.3

6.4

4.7

4.7

1.8

0.6

1.9

18.7

0.0 10.0 20.0 30.0

幼稚園や保育所、認定こども園などに通園するのに必要な食材料、

日用品、その他諸費用など無償化の対象とならない経費への支援

育児用品（紙おむつ、２人乗せベビーカーなど）への経済的支援

理由を問わず子どもを一時的に預かってくれるサービス

家事・育児等への訪問サービス支援

外出時のタクシー利用への支援

同じ境遇にある父親や母親との交流

電車やバスなどの乗車時、エレベーター乗降時などの

優先利用の仕組み

多子・多胎育児経験者による相談支援

その他

無回答

（%）
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【小学生児童】 
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１ 調査概要 
 

 

調 査 対 象 本町にお住まいの小学生児童の保護者等の方 

調 査 期 間 令和６年１月 30 日（火）～令和６年２月 20 日（火） 

調 査 方 法 ＷＥＢ（電子フォーム）による実施 

配 布 数 1,518 件 

回 収 数 951 件 

有効回答数 890 件 

回 収 率 58.6％（有効回答数÷配布数） 

 

 

２ 本調査報告に係る基本的事項 
 

■数値の基本的な取り扱いについて 

 比率は百分率（％）で表し、小数点以下２位が四捨五入されています。このため、合計の数値が

100％を上下する場合があります。 

 回答数については、「n＝XXX」として記載し、各比率は n を 100％として算出しています。 

（一部については例外がございます。該当箇所には注記がございます） 

 質問の終わりに【複数回答】と記されている問は、１人の回答者が２つ以上の回答を出すことが

可能であるため、合計比率が 100％を超えている場合があります。 

 

■記述式の回答について 

 ひらがな、カタカナ等による表現について、読みやすさの向上のため、意味を変えない範囲で漢

字表記を用いながら修正している箇所がございます。また、誤字脱字と思われる箇所について

も加筆修正いたしております。 

 同じ回答が複数ある場合は、一つにまとめて表示しております。 
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３ ご家族の状況について 
 

 

問１ お子さんの年齢（令和６年１月１日現在）をお答えください。 

※学齢（〇歳児）ではありませんのでご注意ください。 

※お子さんが２人以上いらっしゃる場合、一番下のお子さんについてご記入く 

ださい。【単一回答】 

 

「１歳」の 19.7％が最も多く、「２歳」（18.4％）、「４歳」（16.4％）と続いています。 

 

n=890 

 

 

 

問２ ご家庭のお子さんの数をお答えください。【単一回答】 

 

「２人」の 54.7％が最も多く、「３人」（21.1％）、「１人」（20.0％）と続いています。 

 

n=890 

 

  

7.1 19.7 18.4 14.3 16.4 13.9 10.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳

20.0 54.7 21.1

3.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人 ５人以上
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問３ お住まいの小学校区をお答えください。【単一回答】 

 

 

「島本町立第四小学校区」の 33.4％が最も多く、他の小学校区では「島本町立第二小学校区」

（29.0％）、「島本町立第一小学校区」（23.1％）、「島本町立第三小学校区」（14.5％）となっています。 

n=890 

 

 

 

問４ 島本町にお住まいになって何年ですか。【単一回答】 

 

 

「10 年以上 20 年未満」の 47.4％が最も多く、「５年以上 10 年未満」が 23.4％と続いています。 

n=890 

 

  

23.1 29.0 14.5 33.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

島本町立第一小学校区 島本町立第二小学校区 島本町立第三小学校区 島本町立第四小学校区

1.5

3.1

6.5 23.4 47.4 18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上
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問５ この調査票をご回答いただく方は、どなたですか。お子さんからみた関係でお 

答えください。【単一回答】 

 

 

「父親」が 15.3％、「母親」が 84.6％となっています。 

n=890 

 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主にしているのは、どなたですか。お子さ 

んからみた関係でお答えください。【単一回答】 

 

 

「父母ともに」の 51.3％が最も多く、「主に母親」が 47.0％と続いています。 

n=890 

 

  

15.3 84.6 0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 母親 その他

51.3 0.9 47.0 0.4

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父母ともに 主に父親 主に母親 主に祖父母 その他
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問７ お子さんが一緒に住んでいる方はどなたですか。また、祖父母との同居・近

居の状況についてお答えください。【複数回答】 

 

 

「父母と住んでいる（単身赴任等の別居を含む）」が 94.4％と他の項目と比べて著しく多くなって

います。 

n=890 

 

  

94.4

0.4

4.0

2.1

3.7

11.0

13.9

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父母と住んでいる（単身赴任等の別居含む）

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

（%）
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４ 保護者の方の就労状況について 
 

 

問８ お子さんの保護者の就労状況（自営業の方とその家族従事者を含む）につい

てうかがいます。【単一回答】（就学前児童調査：問８） 

 

 

父親では、「フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む）」の 94.4％が最も多くなってい

ます。母親では、「パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休業中も含む）」の

40.8％が最も多く、「フルタイムで就労している（育休・介護休業中も含む）」の 39.6％と続いていま

す。その他では、「パートタイム、アルバイト等で就労している（育休・介護休業中も含む）」の

30.0％が最も多くなっています。また、無回答が 50.0％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

【問８で「フルタイムで就労している」、「パートタイム、アルバイト等で就労している」

と答えた方のみ】 

問 8-1 平日の就労時間と就労時間帯について、最も多いパターンをお答えください。

【単一回答】（就学前児童調査：問 8-1） 

 

 

＜就労時間＞ 

父親は、「８時間超（残業をすることが多い）」の 65.2％が最も多く、「おおむね８時間」が 30.5％

と続いています。母親は、「３時間以上８時間未満」の 53.3％が最も多く、「おおむね８時間」が

32.8％と続いています。その他では、「３時間以上８時間未満」の 50.0％が最も多く、「３時間未満」、

「８時間超（残業をすることが多い）」がそれぞれ 25.0％と続いています。 

 

＜就労時間帯＞ 

父親では、「主に昼間の就労」が 83.2％と他の項目と比べて著しく多くなっています。 

母親についても、同様に「主に昼間の就労」が 93.6％と他の項目と比べて著しく多くなっています。

その他では、「主に昼間の就労」が75.0％と最も多く、「昼間・夜間の就労、いずれもある」（25.0％）

と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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【問８で「以前は就労していたが、現在は就労していない」、「これまでに就労したこ

とがない」と答えた方のみ】 

問 8-2 就労したいという希望はありますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 8-2） 

 

 

父親では、「子育てや家事などに専念したい（就労を希望していない）」の 50.0％が最も多く、「１

年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい」、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就

労したい」がそれぞれ 25.0％と続いています。母親では、「１年以上先に、一番下の子どもが成長

したころに就労したい」、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」がそれぞれ 37.1％と多くなっ

ています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

＜一番下の子どもが成長したころ、の年齢について＞ 

「10 歳以上」が 14.9％と最も多く、「７歳」が 7.5％と続いています。また、「不明・無回答」が

63.4％となっています。 

 

 

  

年齢 件数 割合(%)
１歳 0 0.0
２歳 1 0.6
３歳 2 1.2
４歳 1 0.6
５歳 2 1.2
６歳 7 4.3
７歳 12 7.5
８歳 8 5.0
９歳 2 1.2
10歳以上 24 14.9
不明・無回答 102 63.4
全体 161 100.0
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【問 8-2 で「１年以上先に、一番下の子どもが成長したころに就労したい」、「すぐに

でも、もしくは１年以内に就労したい」と答えた方のみ】 

問 8-3 働きたい理由は何ですか。【複数回答】（就学前児童調査：問 8-3） 

 

 

「将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど）」が父親では 83.3％、母親では

79.5％と最も多くなっています。続いて、父親では、「働かないと、暮らしていけなくなるため」が

66.7％、母親では「仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため」が 37.5％となっていま

す。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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５ 学童保育室の利用について 
 

 

問９ お子さんは、現在、学童保育室を利用していますか。【単一回答】 

 

  

「利用している」が 31.9％、「利用していない」が 64.2％となっています。 

n=890 

 

 

【問９で「利用している」と答えた方のみ】 

問 9-1 学童保育室の利用状況をお答えください。【単一回答】 

 

 

「年間を通して利用」が 93.0％と他の項目と比べて著しく多くなっています。 

n=284 

31.9 64.2 3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用している 利用していない 無回答

93.0 6.0 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年間を通して利用 長期休暇のみ利用（夏・冬・春休み） 月単位の利用
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【問９で「利用している」と答えた方のみ】 

問 9-2 学童保育室を利用しているおもな理由は何ですか。【単一回答】 

 

「保護者が、就労で家庭にいないときがあるから」が 98.2％と他の項目と比べて著しく多くなって

います。 

n=284 

 

 

 

【問９で「利用している」と答えた方のみ】 

問 9-3 学童保育室に満足していますか。【単一回答】 

 

 

「大変満足」及び「やや満足」を合わせた数値は 76.4％となっています。 

n=284 

 

  

98.2

1.1

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

保護者が、就労で家庭にいない

ときがあるから

夏休み等長期休暇中に利用できるから

保護者が、病気や障害を持っているから

保護者が、家族や親族などを

介護しなければならないから

子どもの教育にいいから

子どもが行きたいというから

利用料金が安いから

その他

（%）

37.0 39.4 20.4 2.5

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変満足 やや満足 普通（どちらともいえない） やや不満 大変不満
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【問９で「利用している」と答えた方のみ】 

問 9-4 お子さんが通っている学童保育室にどのようなことを希望しますか。 

【複数回答】 

 

「活動内容の充実」の 35.9％が最も多く、「スタッフ体制の充実」（30.6％）、「児童の安全対策」

（28.9％）と続いています。 

n=284 

 

 

  

35.9

30.6

28.9

26.8

24.3

21.5

20.4

11.6

11.3

8.1

15.5

16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

活動内容の充実

スタッフ体制の充実

児童の安全対策

学校との連携強化

施設や設備の充実

指導内容の工夫

夕方の利用時間の延長

保護者との連携強化

朝の利用時間の延長

地域との連携強化

その他

特になし

（%）
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【問９で「利用している」と答えた方のみ】 

問 9-5 小学５年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。

【複数回答】 

 

「学童保育室を小学６年生まで利用したい」の 48.6％が最も多く、「スポーツクラブや学習塾等

の習い事をさせたい」（44.7％）、「子どもに自宅の留守番をしてもらう」（26.8％）と続いています。 

n=284 

 

  

48.6

44.7

26.8

21.8

11.3

9.2

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学童保育室を小学６年生まで利用したい

スポーツクラブや学習塾等の習い事をさせたい

子どもに自宅の留守番をしてもらう

放課後校庭開放を利用したい

学童保育室を小学５年生まで利用したい

その他

無回答

（%）
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【問９で「利用していない」と答えた方のみ】 

問 9-6 学童保育室を利用していない理由は何ですか。【複数回答】 

 

「ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない」の 53.6％が最も多く、

「父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから」が 19.3％と続

いています。また、「その他」については 21.2％となっています。 

n=571 

53.6

19.3

6.5

4.6

2.8

2.1

1.1

0.2

21.2

1.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、

利用する必要がない

父母とも働いているが、放課後の短時間なら

子どもだけでも大丈夫だと思うから

父母とも働いているが、子どもは放課後に

習い事をしているため、利用する必要がない

ご自身や配偶者の親、親せきがみている

父母とも働いていて利用したいが、

利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない

父母とも働いていて利用したいが、

延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

父母とも働いていて利用したいが、

学童保育室に空きがない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

無回答

（%）
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問 10 お子さん全員の、今後の学童保育室の利用希望についてお答えください。 

【単一回答】 

 

  

「利用したい」が 39.6％、「利用したくない」が 47.2％となっています。 

n=890 

 

 

【「利用したい」と答えた方のみ】 

１週当たりの利用希望日数をお答えください。【数字入力】 

 

「５日」の 64.8％が最も多く、「４日」（10.6％）、「３日」（10.0％）と続いています。 

回答総数＝471 

 

注）回答者数（n）ではなく回答総数における割合をもとにグラフ化しております。 

  

39.6 47.2 13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用したくない 無回答

1.1

3.8 10.0 10.6 64.8 2.3 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 不明
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問 11 お子さんについて、休日の「定期的」な教育・保育の利用希望はありますか。 

（一時的な利用は除きます）【単一回答】 

 

 

＜土曜日の「定期的」な利用＞ 

「利用する必要はない」が 79.8％と他の項目と比べて著しく多くなっています。 

n=890 

 

 

＜日曜日・祝日の「定期的」な利用＞ 

「利用する必要はない」が 84.3％と他の項目と比べて著しく多くなっています。 

n=890 

 

  

79.8 2.9 8.5 8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月１～２回利用したい 無回答

84.3 1.05.6 9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月１～２回利用したい 無回答
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６ 病気の際の対応や不定期の一時預かり等について 
 

 

問 12 この１年間に、お子さんが病気やけがで、小学校を休んだことがありましたか。 

【単一回答】 

 

「あった」が 83.8％、「なかった」が 10.0％となっています。 

n=890 

83.8 10.0 6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答
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問 12-1 お子さんが病気やけがで、小学校を休んだそのときの対処法等をお答えく

ださい。【複数回答】 

 

「母親が仕事を休んだ」の 60.7％が最も多く、「父親が仕事を休んだ」（19.7％）、「働いていない

保護者がみた」（16.4％）と続いています。 

n=890 

 

  

60.7

19.7

16.4

11.5

11.3

0.3

0.2

0.2

4.3

16.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

働いていない保護者がみた

親族・知人（同居者を含む）に預けた

仕方なく子どもだけで過ごさせた

病児・病後児保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

（%）
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【問 12-1 で「病児・病後児保育」以外を選んだ方のみ】 

問 12-2 この１年間に、お子さんが病気やけがで、小学校を休んだ際、病児・病後

児保育を利用したいと思いましたか。【単一回答】 

 

「できれば利用したかった」が 15.2％、「利用したいと思わなかった」が 81.2％となっています。 

n=739 

 

 

 

問 13 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事等を理由として、子どもを家

族以外の誰かに「一時的に」預けたことはありましたか。（子どもが病気のとき

の保育施設等の利用は除きます）【単一回答】 

 

  

「あった」が 23.3％、「なかった」が 69.8％となっています。 

n=890 

 

  

15.2 81.2 3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

できれば利用したかった 利用したいと思わなかった 無回答

23.3 69.8 7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答
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【「あった」と答えた方のみ】 

その際の１年間の対処方法をお答えください。【複数回答】 

 

 

「親族・知人にみてもらった」の 88.9％が他の項目と比べて著しく多くなっています。 

n=207 

 

  

88.9

9.2

1.0

0.5

0.5

3.4

0.5

0.0 30.0 60.0 90.0

親族・知人にみてもらった

ファミリー・サポート・センターを利用した

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した

家事育児代行サービスを利用した

その他

無回答

（%）
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【「あった」と答えた方のみ】 

前問で選択した対処方法ごとに、対処した回数（年間）をお答えください。 

【数字入力】 

 

「親族・知人（同居者を含む）にみてもらった」では、「１回」の 22.3％が最も多く、「10 回以上」が

21.2％と続いています。「ファミリー・サポート・センターを利用した」では、「10 回以上」の 42.1％が

最も多く、「２回」が 26.3％と続いています。「短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した」

では、「１回」及び「不明・無回答」がそれぞれ 50.0％となっています。「夜間養護等事業（トワイライ

トステイ）を利用した」では、「１回」が100.0％となっています。「家事育児代行サービスを利用した」

では、「10 回以上」が 100.0％となっています。「その他」では、「５回」の 28.6％が最も多く「１回」及

び「３回」が 14.3％と続いています。また、「不明・無回答」が 42.9％となっています。 

 

 

 

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 41 22.3 １回 3 15.8 １回 1 50.0

２回 32 17.4 ２回 5 26.3 ２回 0 0.0

３回 33 17.9 ３回 0 0.0 ３回 0 0.0

４回 1 0.5 ４回 1 5.3 ４回 0 0.0

５回 6 3.3 ５回 1 5.3 ５回 0 0.0

６回 21 11.4 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 2 1.1 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 1 0.5 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 2 1.1 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 39 21.2 10回以上 8 42.1 10回以上 0 0.0

不明・無回答 6 3.3 不明・無回答 1 5.3 不明・無回答 1 50.0

全体 184 100.0 全体 19 100.0 全体 2 100.0

親族・知人にみてもらった
ファミリー・サポート・セン

ターを利用した
短期入所生活援助事業（ショー

トステイ）を利用した

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 1 100.0 １回 0 0.0 １回 1 14.3

２回 0 0.0 ２回 0 0.0 ２回 0 0.0

３回 0 0.0 ３回 0 0.0 ３回 1 14.3

４回 0 0.0 ４回 0 0.0 ４回 0 0.0

５回 0 0.0 ５回 0 0.0 ５回 2 28.6

６回 0 0.0 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 0 0.0 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 0 0.0 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 0 0.0 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 0 0.0 10回以上 1 100.0 10回以上 0 0.0

不明・無回答 0 0.0 不明・無回答 0 0.0 不明・無回答 3 42.9

全体 1 100.0 全体 1 100.0 全体 7 100.0

その他
夜間養護等事業（トワイライト

ステイ）を利用した
家事育児代行サービスを利用し

た
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問 14 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子

さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか

（預け先が見つからなかった場合も含む）。【単一回答】 

 

「あった」が 5.8％、「なかった」が 87.1％となっています。 

n=890 

 

 

 

【「あった」と答えた方のみ】 

その際の１年間の対処方法をお答えください。【複数回答】 

 

  

「親族・知人（同居人を含む）にみてもらった」の 71.2％が最も多く、「子どもを同行させた」

（17.3％）、「子どもだけで留守番をさせた」（13.5％）と続いています。 

n=52 

 

5.8 87.1 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あった なかった 無回答

71.2

17.3

13.5

1.9

1.9

0.0

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

親族・知人（同居者を含む）にみてもらった

子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した

（児童養護施設等で一定期間子どもを預かるもの）

「短期入所生活援助事業（ショートステイ）」「夜間養護等事業（トワイラ

イトステイ）」以外のサービス（家事育児代行サービス）を利用した

夜間養護等事業（トワイライトステイ）を利用した（仕事等の理由により、

施設等で休日や夜間に子どもを一時的に預かるもの）

その他

（%）
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【「あった」と答えた方のみ】 

前問で選択した対処方法ごとに、対処した回数（年間）をお答えください。 

【数字入力】 

  

「親族・知人（同居人を含む）にみてもらった」では、「１回」の 37.8％が最も多く、「３回」（24.3％）

と続いています。「短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した（児童養護施設等で一定期

間子どもを預かるもの）」では、「１回」が 100％となっています。「『短期入所生活援助事業（ショー

トステイ）』『夜間養護等事業（トワイライトステイ）』以外のサービス（家事育児代行サービス）を利

用した」では、「10 回以上」が 100.0％となっています。「子どもを同行させた」では、「５回」の 44.4％

が最も多く、「１回」（33.3％）と続いています。「子どもだけで留守番をさせた」では、「１回」の

71.4％が最も多く、「10 回以上」（14.3％）と続いています。「その他」では、「１回」及び「不明・無回

答」がそれぞれ 50.0％となっています。 

 

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 14 37.8 １回 1 100.0 １回 0 0.0

２回 5 13.5 ２回 0 0.0 ２回 0 0.0

３回 9 24.3 ３回 0 0.0 ３回 0 0.0

４回 2 5.4 ４回 0 0.0 ４回 0 0.0

５回 4 10.8 ５回 0 0.0 ５回 0 0.0

６回 0 0.0 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 0 0.0 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 0 0.0 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 0 0.0 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 2 5.4 10回以上 0 0.0 10回以上 1 100.0

不明・無回答 1 2.7 不明・無回答 0 0.0 不明・無回答 0 0.0

全体 37 100.0 全体 1 100.0 全体 1 100.0

親族・知人（同居者を含む）に
みてもらった

短期入所生活援助事業（ショートステ
イ）を利用した（児童養護施設等で一

定期間子どもを預かるもの）

「短期入所生活援助事業（ショートス
テイ）」「夜間養護等事業（トワイラ
イトステイ）」以外のサービス（家事

育児代行サービス）を利用した
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問 15 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の

育児疲れや育児不安、病気など）により、短期入所生活援助事業（ショートステ

イ）を利用したいですか。【単一回答】 

 

 

「利用したい」が 7.8％、「利用する必要はない」が 85.4％となっています。 

n=890 

 

 

  

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１回 3 33.3 １回 5 71.4 １回 1 50.0

２回 0 0.0 ２回 0 0.0 ２回 0 0.0

３回 0 0.0 ３回 0 0.0 ３回 0 0.0

４回 0 0.0 ４回 0 0.0 ４回 0 0.0

５回 4 44.4 ５回 0 0.0 ５回 0 0.0

６回 0 0.0 ６回 0 0.0 ６回 0 0.0

７回 0 0.0 ７回 0 0.0 ７回 0 0.0

８回 0 0.0 ８回 0 0.0 ８回 0 0.0

９回 0 0.0 ９回 0 0.0 ９回 0 0.0

10回以上 0 0.0 10回以上 1 14.3 10回以上 0 0.0

不明・無回答 2 22.2 不明・無回答 1 14.3 不明・無回答 1 50.0

全体 9 100.0 全体 7 100.0 全体 2 100.0

その他子どもを同行させた 子どもだけで留守番をさせた

7.8 85.4 6.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用したい 利用する必要はない 無回答
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【「利用したい」と答えた方のみ】 

どのような理由の場合に利用したいですか。【複数回答】 

 

 

「保護者の家族の病気」の 66.7％が最も多く、「保護者の家族の育児疲れ・不安」（63.8％）、「冠

婚葬祭」（42.0％）と続いています。 

n=69 

 

 

  

66.7

63.8

42.0

11.6

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

保護者の家族の病気

保護者の家族の育児疲れ・不安

冠婚葬祭

その他

無回答

（%）
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【「利用したい」と答えた方のみ】 

前問で選択した理由ごとに、年間の希望泊数をお答えください。【数値入力】 

 

 

「冠婚葬祭」では、「１泊」が 48.3％と最も多く、「２泊」（17.2％）と続いています。「保護者の家族

の育児疲れ・不安」では、「１泊」の 31.8％が最も多く、「５泊」（25.0％）と続いています。「保護者の

家族の病気」では、「５泊」の 21.7％が最も多く、「２泊」及び「３泊」（それぞれ 15.2％）と続いていま

す。「その他」では、「10 泊以上」の 25.0％が最も多く、「１泊」、「３泊」、「５泊」（それぞれ 12.5％）と

続いています。 

 

 

  

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１泊 4 8.7 １泊 1 12.5

２泊 7 15.2 ２泊 0 0.0

３泊 7 15.2 ３泊 1 12.5

４泊 0 0.0 ４泊 0 0.0

５泊 10 21.7 ５泊 1 12.5

６泊 1 2.2 ６泊 0 0.0

７泊 3 6.5 ７泊 0 0.0

８泊 0 0.0 ８泊 0 0.0

９泊 0 0.0 ９泊 0 0.0

10泊以上 3 6.5 10泊以上 2 25.0

不明・無回答 11 23.9 不明・無回答 3 37.5

全体 46 100.0 全体 8 100.0

保護者の家族の病気 その他

回数（年間） 件数 割合(%) 回数（年間） 件数 割合(%)

１泊 14 48.3 １泊 14 31.8

２泊 5 17.2 ２泊 4 9.1

３泊 1 3.4 ３泊 3 6.8

４泊 0 0.0 ４泊 0 0.0

５泊 1 3.4 ５泊 11 25.0

６泊 0 0.0 ６泊 1 2.3

７泊 0 0.0 ７泊 0 0.0

８泊 0 0.0 ８泊 0 0.0

９泊 0 0.0 ９泊 0 0.0

10泊以上 0 0.0 10泊以上 5 11.4

不明・無回答 8 27.6 不明・無回答 6 13.6

全体 29 100.0 全体 44 100.0

冠婚葬祭 保護者の家族の育児疲れ・不安
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７ ご家庭の子育ての環境や考え方について 
 

 

問 16 ご家庭の中で、保護者の方と１日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどの

くらいですか。１日の平均的な時間をお答えください。 

【数値入力】（就学前児童調査：問 24） 

 

 

平日において、父親では、「２時間～４時間未満」の 38.4％が最も多く、続いて「２時間未満」が

26.8％となっています。また、「０時間」が 10.3％となっています。母親では、「４時間～６時間未満」

の 28.8％が最も多く、「６時間～８時間未満」（22.8％）と続いています。その他では、「不明・無回

答」が 80.0％と最も多く、具体的な平均時間では「４時間～６時間未満」が 20.0％となっています。 

休日において、父親では、「12 時間～14 時間未満」の 19.0％が最も多く、「22 時間～24 時間」

（11.6％）、「14 時間～16 時間未満」（10.8％）と続いています。母親では、「22 時間～24 時間」の

22.7％が最も多く、「12 時間～14 時間未満」（19.6％）、「14 時間～16 時間未満」（17.1％）と続いて

います。その他では、「不明・無回答」が 80.0％と最も多く、具体的な平均時間では「10 時間～12

時間未満」及び「14 時間～16 時間未満」がそれぞれ 10.0％となっています。  
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10.3

26.8

38.4

9.1

1.4

0.2

0.6

1.8

0.2

0.4

0.1

0.0

0.0

10.7

0.2

0.9

9.7

28.8

22.8

7.5

2.3

3.8

4.7

4.8

0.9

0.2

2.3

11.1

0.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

80.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間～14時間未満

14時間～16時間未満

16時間～18時間未満

18時間～20時間未満

20時間～22時間未満

22時間～24時間

不明・無回答

（%）

父親【平日】（n=844）

母親【平日】（n=876）

その他【平日】（n=10）

1.9

2.7

5.7

7.9

7.0

7.9

9.1

19.0

10.8

1.9

0.4

1.1

11.6

13.0

0.1

0.3

1.6

2.7

2.5

4.7

7.9

19.6

17.1

3.8

1.3

2.7

22.7

12.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

80.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間～14時間未満

14時間～16時間未満

16時間～18時間未満

18時間～20時間未満

20時間～22時間未満

22時間～24時間

不明・無回答

（%）

父親【休日】（n=844）

母親【休日】（n=876）

その他【休日】（n=10）
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問 16-1 前問で答えた時間は十分だと思いますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 24-1） 

 

「十分だと思う」及び「まあまあ十分だと思う」を合わせた数値について、父親では 52.8％、母親

では 73.3％、その他では 30.0％となっています。特に「十分だと思う」については、母親の数値が

41.2％と他の属性と比べて著しく高くなっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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問 17 １日当たり何時間くらい家事をしますか。１週間の平均的な時間を記入してく

ださい。【数値入力】 

 

父親では、「２時間未満」の 45.9％が最も多く、「０時間」が 22.3％と続いています。母親では、

「２時間～４時間未満」の 35.5％が最も多く、「４時間～６時間未満」が 27.7％と続いています。そ

の他では、「不明・無回答」の 80.0％が最も多くなっています。具体的な時間では「２時間～４時間

未満」及び「10 時間～12 時間未満」がそれぞれ 10.0％となっています。 

 

 

22.3

45.9

14.2

1.9

0.4

0.4

0.1

0.4

14.6

0.0

3.5

35.5

27.7

10.0

2.5

1.7

2.5

16.4

0.0

0.0

10.0

0.0

0.0

0.0

10.0

0.0

80.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

０時間

２時間未満

２時間～４時間未満

４時間～６時間未満

６時間～８時間未満

８時間～10時間未満

10時間～12時間未満

12時間以上

不明・無回答

（%）

父親（n=844）

母親（n=876）

その他（n=10）
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問 18 仕事と子育てを両立させるうえで大変だと思うことは何ですか。 

【複数回答】（就学前児童調査：問 26） 

 

「子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」の 56.4%

が最も多く、「残業や出張が入ること」（33.9％）、「子どもと接する時間が少ないこと」（29.3％）と続

いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 19 ご家庭の前年（2023 年）の１年間の家計の状況についてうかがいます。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 27） 

 

「貯蓄ができている」の 44.0％が最も多く、「赤字でもなく、黒字でもない」（20.4％）、「赤字である」

（17.6％）と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 20 お子さんの将来のために、貯蓄をしていますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 28） 

 

「貯蓄をしている」の 65.7％が最も多く、続いて「貯蓄をしたいができていない」が 19.7％となって

います。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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問 21 あなたの世帯では、経済的な理由で、次のような経験をされたことがありま

すか。おおむね半年の間でお考えください。 

【複数回答】（就学前児童調査：問 29） 

 

「趣味やレジャーの出費を減らした」の 34.6％が最も多く、「新しい衣服や靴を買うのを控えた」

（32.7％）、「選択肢のような経験はない」（31.5％）、「食費を切りつめた」（24.9％）と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 22 あなたの世帯では、経済的な理由で、お子さんに対する次のような経験をさ

れたことがありますか。おおむね一年の間でお考えください。 

【複数回答】（就学前児童調査：問 30） 

 

「選択肢のような経験はない」の 56.9％が最も多く、「家族旅行（テーマパークや日帰りでのお出

かけを含む）ができなかった」が 14.2％と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 23 あなたは、お子さんの進学について、どこまで希望されていますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 31） 

 

「大学」の 64.5％が他の項目と比べて著しく多くなっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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８ お子さんの普段の過ごし方について 
 

 

問 24 平日の放課後のお子さんの普段の過ごし方について、もっとも多いパターン

をお答えください。【数値入力】 

 

14 時～16 時においては、「授業等で学校にいる」の 40.0％が最も多く、「学童保育室で過ごす」

が 20.6％と続いています。16 時～18 時においては、「家や公園等で友だちと過ごす」の 21.6％が

最も多く、「学習塾や習い事へ行く」（19.2％）、「学童保育室で過ごす」（18.2％）と続いています。

18 時～20 時及び 20 時以降では、「保護者や兄弟姉妹等の家族と過ごす」がそれぞれ 65.5％、

73.8％と他の項目と比べて著しく多くなっています。  
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n=890 

 

40.0

2.0

0.0

20.6

9.8

7.4

0.1

0.0

2.0

3.4

1.5

13.3

0.3

0.3

0.0

18.2

18.1

21.6

0.2

0.3

19.2

6.6

2.0

13.0

0.0

0.0

0.0

1.5

65.5

2.0

0.0

0.2

10.1

3.9

3.0

13.7

0.0

0.0

0.1

0.2

73.8

2.1

0.0

0.1

2.2

2.1

5.3

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

授業等で学校にいる

放課後校庭開放に参加する

家事育児代行サービス等を利用する

学童保育室で過ごす

保護者や兄弟姉妹等の家族と過ごす

家や公園等で友だちと過ごす

公共の施設にいる

地域活動に参加する

（こども会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強等をする

その他

無回答

（%）

14時～16時 16時～18時

18時～20時 20時以降
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休日のお子さんの普段の過ごし方について、もっとも多いパターンをお答え 

ください。【数値入力】 

 

「保護者や兄弟姉妹等の家族と過ごす」の 61.7％が他の項目と比べて著しく多くなっています。 

 

n=890 

 

 

 

問 25 朝ごはんを食べますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 32） 

 

「毎日食べる」の 81.0％が最も多く、続いて「食べる日のほうが多い」が 3.1％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

  

0.0

0.0

0.1

0.1

61.7

6.2

0.2

3.5

10.4

1.5

3.0

13.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

授業等で学校にいる

放課後校庭開放に参加する

家事育児代行サービス等を利用する

学童保育室で過ごす

保護者や兄弟姉妹等の家族と過ごす

家や公園等で友だちと過ごす

公共の施設にいる

地域活動に参加する（こども会活動、スポーツ活動）

学習塾や習い事へ行く

家で、ひとりで勉強等をする

その他

無回答

（%）
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問 26 １日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 33） 

 

「する」が 85.4％、「しない」が 1.6％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 27 平日、テレビ・ビデオ（ゲームやスマートフォンでの動画視聴を含む）を１日平

均何時間程度観ますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 34） 

 

「２時間を超える」の 34.4％が最も多く、「２時間以内」（21.8％）、「１時間以内」（13.7％）と続いて

います。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

問 28 寝る時間は、何時ですか。【単一回答】（就学前児童調査：問 35） 

 

「21 時半～22 時より前」の 29.6％が最も多く、「22 時～23 時より前」（23.0％）、「21 時～21 時半

より前」（20.8％）と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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９ お子さんの地域における活動への参加について 
 

 

問 29 島本町は、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子どもにと

って自然、地域における活動をしやすい環境だと思いますか。【単一回答】 

 

「体験をしやすいと思う」の 42.8％が最も多く、「どちらでもない」（19.3％）、「体験をしやすいとは

思わない」（16.4％）と続いています。 

n=890 

 

  

42.8 16.4 19.3 8.2 13.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

体験をしやすいと思う 体験をしやすいとは思わない どちらでもない わからない 無回答
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問 30 お子さんが参加したことがある、地域における活動はどれですか。 

【複数回答】 

 

「地域の活動（地域のお祭りや運動会等）」の 53.5％が最も多く、「スポーツ活動」（30.9％）、「体

験学習活動（ものづくり体験等）」（25.8％）と続いています。 

n=890 

 

  

53.5

30.9

25.8

14.2

13.1

11.2

6.6

3.5

2.1

0.9

0.9

0.6

12.4

13.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

地域の活動（地域のお祭りや運動会等）

スポーツ活動

体験学習活動（ものづくり体験等）

文化芸術活動

青少年団体活動（こども会活動等）

環境分野での社会貢献活動（一斉清掃等）

環境教育活動（自然観察等）

ボランティア活動

野外活動（キャンプ等）

社会福祉活動（高齢者訪問等）

国際交流活動（ホームステイ等）

その他

いずれも参加したことがない

無回答

（%）
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【問 30 で「いずれも参加したことがない」と答えた方のみ】 

問 30-1 お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。【複数回答】 

 

「活動の内容に興味や関心がない」の 35.5％が最も多く、「参加の時間帯が合わない」

（33.6％）、「知り合い等がいないため参加しにくい」（30.9％）と続いています。 

n=110 

 
  

35.5

33.6

30.9

22.7

20.9

15.5

10.0

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

活動の内容に興味や関心がない

参加の時間帯が合わない

知り合い等がいないため参加しにくい

初めての者が参加しにくい雰囲気がある

活動に関する情報がなく参加しにくい

費用がかかる

その他

無回答

（%）
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問 31 お子さんが参加したことはないが、今後参加させたいと思っている、地域に

おける活動はありますか。【複数回答】 

 

「体験学習活動（ものづくり体験等）」の 26.2％が最も多く、「スポーツ活動」（25.5％）、「野外活

動（キャンプ等）」（21.6％）と続いています。また、「無回答」が 30.1％となっています。 

n =890 

 
  

26.2

25.5

21.6

21.0

17.4

16.2

14.0

12.9

8.7

6.3

4.0

2.4

30.1

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

体験学習活動（ものづくり体験等）

スポーツ活動

野外活動（キャンプ等）

地域の活動（地域のお祭りや運動会等）

環境教育活動（自然観察等）

文化芸術活動

国際交流活動（ホームステイ等）

ボランティア活動

環境分野での社会貢献活動（一斉清掃等）

青少年団体活動（こども会活動等）

社会福祉活動（高齢者訪問等）

その他

無回答

（%）
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10 子育てと地域のつながりについて 
 

 

問 32 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人

はいますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 18） 

 

「いる」が 62.8％、「いない」が 23.5％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

問 33 ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。 

【単一回答】（就学前児童調査：問 20） 

 

「感じる」が 55.1％と最も多く、「感じない」が 31.1％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。  
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問 33-1 ご自身の子育てに関して、支えられている・感じないに関わらず、地域の

人の中で、特に誰から支えられている（支えてほしい）と思いますか。 

【単一回答】 

 

「同じ世代の子どもを持つ保護者」の 40.1％が最も多く、「学校の先生」（14.6％）、「近所の人」

（13.6％）と続いています。                                         

 n=890 

 

 

問 34 あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域のつながり（ネットワー

クや団体）は必要だと思いますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 22） 

 

「必要である」及び「ある程度は必要である」を合わせた数値は 74.5％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。  

13.6 40.1 4.4

2.1

14.6 2.4 4.7 18.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近所の人

同じ世代の子どもを持つ保護者

民生委員・児童委員、自治会、子ども会等の地域団体の人

地域活動を行っているNPO等の人

学校の先生

島本町役場の職員

その他

無回答
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11 子ども食堂について 
 

 

問 35 「子ども食堂」を知っていますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 23） 

 

「知っているが利用したことはない」の 72.7％が最も多く、「知っており利用したことがある」が

10.6％と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

【問 35 で「知っており利用したことがある」と答えた方のみ】 

問 35-1 お子さんが「子ども食堂」を利用することで、良いと思うことは何ですか。

【複数回答】（就学前児童調査：問 23-1） 

 

「子どもが楽しんでいるから」の 60.6％が最も多く、「低額（または無料）で食事が食べられるか

ら」（57.4％）、「地域の大人や子どもと交流できるから」及び「栄養バランスのとれた食事がとれる

から」（それぞれ 42.6％）と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

【問 35 で「知っているが利用したことがない」と答えた方のみ】 

問 35-2 子ども食堂を利用しないのはなぜですか。 

【複数回答】（就学前児童調査：問 23-2） 

 

「利用する必要がないから」の 61.2％が最も多く、「行きたい日・時間に開いていないから」

（14.2％）、「どこにあるか知らないから」（13.8％）と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。  
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12 子育てに関する意識について 
 

 

問 36 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できる場所はありますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 19） 

 

「いる／ある」が 71.3％、「いない／ない」が 14.6％となっています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 
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【問 36 で「いる／ある」と答えた方のみ】 

問 36-1 お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所について

お答えください。【複数回答】 

 

「配偶者」の 79.4％が最も多く、「友人や知人」（72.4％）、「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居

している）家族」（65.8％）と続いています。 

 

n=635 

  

79.4

72.4

65.8

29.4

15.4

13.4

8.8

6.5

5.2

5.0

1.3

1.1

0.6

2.5

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

配偶者

友人や知人

ご自身や配偶者の親、親せき、

（同居している）家族

小学校の先生

近所の人

ピアノ教室、スポーツクラブ、

学習塾等の習い事の先生

学童保育室の指導員

かかりつけの医師

島本町役場・教育センターの

教育相談の窓口

子育て支援施設

NPO等の子育て支援団体

携帯電話やインターネットの交流サイト

民生委員・児童委員、主任児童委員

その他

無回答

（%）
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問 37 あなたは、子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらい

と感じることが多いと思いますか。【単一回答】（就学前児童調査：問 38） 

 

「楽しいと感じることの方が多い」の 49.2％が最も多く、「楽しいと感じることとつらいと感じること

が同じくらい」が 29.8％と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

 

 

【問 37 で「楽しいと感じることの方が多い」と答えた方のみ】 

問 37-1 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。 

【３つまで】 

 

「子どもの教育環境」の 46.3％が最も多く、「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」

（44.1％）、「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」（41.6％）と続いています。 

 

n=438 

 

46.3

44.1

41.6

37.7

29.7

26.0

16.9

9.4

3.2

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

地域における子どもの活動拠点の充実

（児童館など）

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

学童保育室の充実

子育て支援のネットワークづくり

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

（%）
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【問 37 で「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」、「つらいと感じるこ

との方が多い」と答えた方のみ】 

問 37-2 あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何で

すか。【３つまで】 

 

「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」の 43.3％が最も多く、「子どもの教育環境」

（40.3％）、「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」（29.7％）と続いています。 

n=300 

 

  

43.3

40.3

29.7

29.3

23.3

15.7

15.0

11.3

9.7

5.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備

子どもの教育環境

子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

地域における子どもの活動拠点の充実

（児童館など）

子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

学童保育室の充実

子育て支援のネットワークづくり

援護を要する子どもに対する支援

その他

無回答

（%）
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問 38 子育てに関して、子どもに関することで、日常悩んでいること、あるいは気に

なることは何ですか。【複数回答】 

 

「子どもの教育に関すること」の 40.9％が最も多く、「子どもの友だちづきあいに関すること」

（33.4％）、「病気や発育発達に関すること」（22.4％）と続いています。 

n=890 

 

 

問 39 子育てに関して、ご自身に関することで、日常悩んでいること、あるいは気に

なることは何ですか。【複数回答】（就学前児童調査：問 40） 

 

「子育てにかかる出費がかさむこと」の 31.7％が最も多く、「仕事や自分のやりたいこと等自分

の時間が十分取れないこと」が 28.0％と続いています。 

 

※グラフについては、就学前児童調査結果をご確認ください。 

  

40.9

33.4

22.4

18.8

18.2

15.3

5.5

14.7

3.3

15.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

子どもの教育に関すること

子どもの友だちづきあいに関すること

病気や発育発達に関すること

子どもと過ごす時間が十分取れないこと

食事や栄養に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもの不登校など

特にない

その他

無回答

（%）
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13 子どもの遊び場・安全確保について 
 

問 40 お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。 

【単一回答】 

 

「満足」及び「どちらかといえば満足」を合わせた数値は 37.4％、「不満」及び「どちらかといえば

不満」を合わせた数値は 43.4％となっています。 

n=890 

 

  

4.9 32.5 29.6 13.8 5.1 14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答
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問 41 お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。 

【複数回答】 

 

「雨の日に遊べる場所がない」の 56.2％が最も多く、「思い切り遊ぶために十分な広さがない」

（39.3％）、「遊具などの種類が充実していない」（31.8％）と続いています。 

 

n=890 

 

  

56.2

39.3

31.8

16.9

14.9

11.7

9.8

9.3

6.9

5.2

4.3

4.0

8.3

8.9

15.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊び場周辺の道路が危険である

近くに遊び場がない

緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない

公園など遊び場のトイレがおむつ替えや

親子での利用に配慮されていない

遊具などの設備が古くて危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの

遊び仲間がいない

遊び場やその周辺の環境が悪くて

安心して遊べない

不衛生である

特に感じることはない

その他

無回答

（%）
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14 子育て全般について 
 

 

問 42 子育て支援サービスについて、お答えください。【単一回答】 

 

（１）知っている 

教育センターでは、「はい」が 49.8％、「いいえ」が 28.2％となっています。情報冊子「子育てガイ

ド」では、「はい」が 18.4％、「いいえ」が 59.6％となっています。家庭児童相談では、「はい」が

28.8％、「いいえ」が 49.4％となっています。 

n=890 

 

 

（２）利用したことがある 

教育センターでは、「はい」が 20.9％、「いいえ」が 54.6％となっています。情報冊子「子育てガイ

ド」では、「はい」が 5.1％、「いいえ」が 69.2％となっています。家庭児童相談では、「はい」が 3.1％、

「いいえ」が 71.5％となっています。 

n=890 

 

49.8 

18.4 

28.8 

28.2 

59.6 

49.4 

22.0 

22.0 

21.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育センター

情報冊子「子育てガイド」

家庭児童相談

はい いいえ 無回答

20.9 

5.1 

3.1 

54.6 

69.2 

71.5 

24.5 

25.7 

25.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育センター

情報冊子「子育てガイド」

家庭児童相談

はい いいえ 無回答
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（３）今後利用したい 

教育センターでは、「はい」が 28.3％、「いいえ」が 44.6％となっています。情報冊子「子育てガイ

ド」では、「はい」が 21.8％、「いいえ」が 50.9％となっています。家庭児童相談では、「はい」が

15.1％、「いいえ」が 58.2％となっています。 

n=890 

 

 

 

問 43 島本町役場などに対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支

援サービスを充実してほしいですか。【複数回答】 

 

「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」の 42.5％が最も多く、「小児救急

など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」（41.7％）、「無料で親子が過ごせる

居場所」（38.5％）と続いています。 

28.3 

21.8 

15.1 

44.6 

50.9 

58.2 

27.1 

27.3 

26.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

教育センター

情報冊子「子育てガイド」

家庭児童相談

はい いいえ 無回答
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n=890 

 

42.5

41.7

38.5

35.4

32.7

28.8

23.1

20.6

18.8

16.0

15.1

14.8

12.8

11.9

9.1

8.5

5.3

3.8

4.3

16.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

無料で親子が過ごせる居場所

育児休業給付、児童手当の拡充、扶養控除の維持などの

子育て世帯への経済的援助の拡充

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

保育所や学童保育室など子どもを預ける施設を増やす

有料で充実した子どもの遊び場

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や

夏休みなどの預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるNPOなどによる

子育て支援サービスに対する支援を行う

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

その他

無回答

（%）
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記述形式の回答 
 

【就学前児童】 
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■設問における「その他」の記述内容 
 

 

■問５ 

1 施設職員 

2 職員 

 

■問６ 

1 施設職員 

2 担当職員 

 

■問７ 

1 ６歳と３歳 

2 施設職員 

3 叔母が近所に住んでいる。 

 

■問８－１ 

【就労時間帯】 

＜父親＞ 

1 24 時間交代 

 

■問８－３ 

＜母親＞ 

1 お小遣いが欲しい。 

2 育児から離れるため。 

3 家庭内育児だけに限界を感じる為。 

4 
子どもが自閉症の為、幼稚園に行かないので、仕事でも仕事でなくても自分の為に勉強

したり自分の時間を増やしたい。 

5 子育てがしんどい。 

6 子供を家庭だけで見る事に限界を感じる為。 

7 社会との繋がりがほしい。 

8 習い事の費用、塾代がかかるため。 
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■問８－５ 

【就労時間】 

＜母親＞ 

1 ３時間から５時間ほど。高齢出産の為、身体がフルタイムではしんどい。 

 

【就労時間帯】 

＜母親＞ 

1 未定 

 

■問９－１ 

＜母親＞ 

1 
アルバイトのため産休育休の制度が無く、また転倒などのリスクのある作業があれど配

置転換等の配慮をしてもらえなかったため。 

2 スポーツトレーナーだったので妊娠すると仕事にならなかった。 

3 ブラック企業だった。 

4 悪阻がひどく通勤時間が長かった。 

5 契約満了により。 

6 自宅から職場が遠かった。 

7 職場に暗黙で退職を勧められた。 

8 切迫流産になり勤務できなくなって退職と言われたから。 

 

■問９－２ 

＜父親＞ 

1 コロナの緊急事態宣言で、取らなくても数ヶ月サポートできた。 

2 フリーランスのため、育児休業がなかった。 

3 育休を取るという考えもなかった。 

4 育児休業ではないですが半日有給制度を使い時短で現在働いています 

5 個人事業主のため。その制度がありません。 

6 在宅勤務をしていたため。 

7 子育ての大変さが分からず、育休を取得するべきか分からなかった。 

8 時間の融通が効くため、あえて取る必要が無かった。 

9 自営業なのでその制度がない。 

10 自営業のため。 

11 取るという選択肢を考えたことがなかった。 

12 取る気がなかった。 
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13 取得する必要がないと思った。 

14 職場で育児休業の前例がない。 

15 人員が足りていないため。 

16 体調不良で休業していた為。 

17 体調不良で休職した。 

18 体調不良で休職していた。 

19 
代わりがいない職場なので、有給を消化し、週に 1 回１カ月その様にして休んでいただき

ました。 

20 転職したばかりで、育児休業をとれない空気があった。 

21 
父母とも育児休暇を望んでいなかった。元々融通の利きやすい職種である。コロナで在

宅勤務が多かった。 

22 母親(私)が、父親に育休を取得してもらう必要性を感じなかったため。 

23 母親が育児休暇を取得すれば、父親が一緒に休む意味はないと思ったから。 

24 母親が地方に里帰りしていたため。生活苦はなかったが収入減となるため。 

25 

本人にとる気もなく、また、とってもらった所で女性のように育児をするための休業ではな

く、ただの休暇として過ごすことが目に見えていたのでそれならば、働いていてもらった

方が良いと判断した。 

26 本人に育休を取得する意思なかった。 

27 有休取得で対応した。 

28 有給を使った。 

 

＜母親＞ 

1 フリーランスで働いていたため、育休などの制度なし。 

2 フリーランスのため、そもそも制度が適応されない。 

3 育休を取ることによって生活リズムが崩れ、元の生活リズムに戻せる自信がなかった。 

4 自営業なので育休がない。 

5 自営業のため。 

 

■問 10－１ 

1 児童発達支援 

2 認定こども園の預かり保育 
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■問 10－２ 

1 育休中 

2 育児から離れるため、自宅保育は考えていなかった。 

3 在宅育児がしんどい。 

4 少子化、共働き社会により公園に子供がいないので。 

5 母親の就業も考えて。 

 

■問 10－３ 

1 24 年 10 月より幼稚園に入園予定。 

2 ４月から保育所利用。 

3 ４月から利用。 

4 ４月に復職予定。 

5 育休中、保育園が落ちたため。 

6 育児休業中のため。 

7 子供との時間を確保したい為。 

8 子供と過ごす時間を長く確保したかった。 

9 就労していないと言う理由で利用できる保育施設がない。 

10 第一幼稚園に在園しているが、本人が行きたがらない。療育も休みたがります。 

11 点数が低く入れなかった。 

12 幼稚園利用希望のため３歳になるまで待っている。 

 

■問 11 

1 インターナショナルスクール 

2 インターナショナルスクールなど、より多様な保育・教育施設。 

3 ひとり親家庭生活支援事業 

4 英語の預かり保育 

5 病児保育 

6 保育園の一時保育 

 

■問 12－１ 

1 リモートワークをしながら家で子どもをみた。 

2 在宅で仕事 

3 在宅勤務 

4 在宅勤務で看病 

5 父親が在宅で仕事ができるように調整した。 
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■問 12－３ 

1 

９時からしか預けられないので、フルタイムで働いている人で預けられる人はいるのでし

ょうか？改善を希望したにもかかわらず何も変わらず、せっかく島本町に病児保育がで

きたのに了解して利用できません。 

2 
さいわい仕事場も休める程度の理解はありますし、病気の子供を慣れていないところに

預けるというのは、子どもが不安がる可能性が高いので。 

3 しんどい時は、自宅で休みたいと思うから、そんな時くらいは何とか対応してあげたい。 

4 できるだけ一緒にいてあげたかったから。 

5 どこに病児保育があるか知らない。 

6 どんな所かわからない。 

7 感染症や高熱の場合は預けられないので、利用できる病気の範囲が狭過ぎるため。 

8 慣れない環境に連れて行くのは、子供にとっても不安だと思うので。 

9 
子供がとても人見知りで、熱が出た時に初めてのところになんて預けられないと思った

から。 

10 子供が母親を求める為。 

11 
子供にストレスがかかりそうだから。どうしても仕事が休めないなど無理な場合は利用し

たいと思う。 

12 

私が以前病児保育を利用していたときは、事前に受診し医師の許可を得た後に病児保

育を予約するという時間と労力を病気の子の他のきょうだい児を見ながら行うことが大変

だった。 

13 事前の登録と登録料が掛かる。 

14 事前の利用登録に時間がかかりそう。 

15 手続きが煩雑で急な利用に対応できないから。 

16 手続きに時間がかかる。 

17 詳しく知らない。 

18 

上記、病気の子どもは家族がみるべきである、サービスの質に不安がある、とは思いま

せんが、発熱中の子どもは普段より特に機嫌が悪かったり親に甘えるため、預けること

が難しい、また子どもが預けられることを嫌がるのでかわいそうだと感じるため。 

19 祖父母が同居で、父母が無理でも対応できることが多いので。 

20 他の病気が移りそうな不安がある。 

21 他の病気をもらってくる可能性があるため。 

22 体調不良で不安な子どもの側に居たかったから。 

23 病院に証明書を書いてもらうのが面倒。 

24 病気の時くらい一緒にいたいから。 
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25 
病気や怪我の際、1 番心細いのは子供。信頼関係のある保護者がみるべきであり、見て

あげたい。実母であってもみてもらうのは不安。 

26 病児保育ができる園があるのを知らなかった。 

27 利用条件が限られている。 

 

■問 13－２ 

1 より多様な教育の機会があれば利用したいと思うから。 

2 兄弟がいない為他の子供と関わって欲しい。 

3 仕事のため（就労時間以外にも見えないノルマがある）。 

4 
子どもが同年代の子どもと安全なところでのびのび遊べるため。夏は暑すぎて家庭内か

らでないこともあるが、施設に入れると遊びの幅が広がるから。 

5 子供の社会体験、生活習慣の維持などのため。 

6 上の子の用事のうち、未就学児同伴不可のものを済ませるため。 

 

■問 14 

1 ひとり親家庭生活支援事業 

2 急用時に事業ではなく、ご近所さんにお世話になることがよくある。 

3 月一回の土曜保育 

4 児童発達支援 

5 町のヘルパー派遣事業 

 

■問 15 ※「利用したい」と答えた方のみ 

1 ひとりで過ごす、または友達と過ごす時間を作るため。 

2 休日に行う大がかりな掃除、買い物等の家事。 

3 休日出勤（研修）病院受診や美容室（散髪等の生活に必要な身体ケア）。 

4 兄弟姉妹の行事の際。 

5 子どもが人とかかわるため。 

6 子どもの遊び場を増やしたいため。子どもの成長・発達について相談するため。 

7 子供を連れて行けない所用。 

8 子供を連れて行けない用事(家づくりの打ち合わせや手続き等)。 

9 私用 

10 自身の病院、美容室など。 

11 就労 

12 出産による入院の際。 

13 上記に加え、保護者の美容院や歯科健診など、緊急性は無くとも日常生活において必



 

 
127 

要である用事がある場合。 

14 
親のリフレッシュ（父親や祖父母に見てもらったらよいが、父親は土曜出勤のときがあ

り、祖父母は要介護だったりするため）。 

15 
親の通院時に一時預かりして欲しい（不妊治療時に子連れ受診ができない。また親の通

院時に子どもを感染症から守りたい）。 

16 単なる息抜きの際にも、気軽に預けたい(前日当日予約 OK などあれば)。 

17 長時間かかる打合せ、引越し、懇談（子連れ不可のため）、親の受診。 

18 通院 

19 通院、体調不良(妊娠なども含む)、美容院、役場に行くなど各種手続き。 

20 
定休日は平日でも保育園も休む必要があった為、自分の健康管理の為の健診や通院

がしにくかったので。 

21 土日の急な仕事のときなど。 

22 妊娠時 

23 妊娠出産 

24 年末年始や年度末などの理由で園が休みで、親が就労がある時。 

25 配偶者の休日出勤時。 

26 美容院などの予約日に急遽、夫とスケジュールが合わなくなった時。 

27 病院や美容室のとき。 

28 病院受診 

29 研修受けに行きたい。 

30 平日でないと利用できない施設での用事、銀行や役所手続き等。 

31 保護者の気分転換、趣味。 

32 保護者の休息。 

33 保護者の研修など不定期な用事。 

34 保護者の息抜きやストレス解消などのレスパイトケア。 

35 保護者の通院。 

36 保護者の通院や検診。 

37 保護者の用事。 

38 友人との食事会など、いわゆる普通の用事があるとき。 

39 両親が見る時、祖母が手伝える時は良いが、誰も見られない時のみ利用したい。 

40 両親の急な出勤。兄弟児の入院時。 

 

■問 16 ※「あった」と答えた方のみ 

1 遠方の実家に見てもらった。 

2 遠方の祖父母宅まで子供を連れて行った、祖父母に自宅まで来てもらった。 
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3 自分でみた。 

4 諦めた 

5 預け先がないので、調子が悪くても家庭で見ていた。 

6 預け先がなかったので、一緒に過ごした。 

7 預け先が見つからなかったので、結婚式の出席を諦めた。 

 

■問 17－１ 

1 
おもちゃが多数置いてあるいわゆる児童館。子供が 0 歳の時は児童館がないことで非常

に困りました。他の自治体のように、広くてたくさんおもちゃのある児童館が欲しいです。 

2 プール 

3 夏場の遊び場の提供。 

4 
高槻市のカンガルーの森のようなハイハイ期までの乳幼児が体を動かしたりできる居場

所が欲しいです。 

5 
滋賀県長浜市にあるサンサンランドという施設のようないつでも行って遊べる施設があっ

たらいいのにと思う。 

6 
町民が無料で遊べる場をふれセン内、もしくは新しい役場内に作ってもらいたい(京都洛

西口のガタゴトのような。茨木市のおにクルのような施設)。 

7 天気が悪くても子供が遊べる場所。 

8 土日祝日も利用したい。 

9 病児保育 

10 保育所に入所後も土日の休日などに遊べる施設。 

11 毎日親子が通えるようなフリースペースの提供。ふれあいセンターに作って欲しい！ 

12 
未就園児が対象の事業が多いため園に通っていても土日に了解できる遊び場か欲し

い。 

13 
遊具のある公園が少な過ぎます。もっと欲しいです。桜井せせらぎ公園には期待してい

ただけに残念でした。芝生とベンチのみの公園では子供は集まりません。 

14 

夕方５時頃まで空いている子育て支援施設があると利用しやすい。０歳児の頃、昼寝や

食事時間の関係で、ぱんだのいえの開放時間(10〜15 時、最終入室は 14 時)に間に合

わず行けないことが多々あったため。 

 

■問 19－１ 

1 ドラキッズ 

2 児童発達支援 

3 児童発達支援クローバーしまもと 

4 職場の人 
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5 発達支援施設の先生 

6 療育先 

 

■問 21 

1 
ふれあいセンターで、子ども連れで過ごせる遊び場を提供してください。といつも思いま

す。 

2 マンションの管理人さん 

3 家族 

4 近所から子供の声がうるさいと苦情があり困っている。 

5 産婦人科の先生、スタッフ様 

6 思わない 

7 児童発達支援クローバーしまもと 

8 自分の友人 

9 親 

10 親戚、友人 

11 特にいない 

12 特に必要なし 

13 日本全体 

 

■問 26 

1 24 時間交代勤務のため１日家を空けることがあります。 

2 いろいろな支援制度が出来てきてありがたいが、もっとカバーして欲しい。 

3 
ウイルス性の体調不良であると、病児保育が利用出来ない。仕方がないが、軽度の場

合は預かれるケースがあると助かります（仕事を数日休まないといけないのが、辛い）。 

4 この国の未来が明るくないので、育児の全てが不安。 

5 
悪い意味ではないが、流行性の風邪やウイルス系など症状が出た場合、高齢(70 歳以

上)の両親に子供を見て貰うにはリスクがあるので結局預けれない。 

6 育休が３年取れても上の子がいる場合は１年で復帰しないと退園させられること。 

7 一日の時間が足りない。 

8 家事する時間がない。 

9 家事の手抜きがうまくできず、いつも時間に追われている。 

10 家事の負担。 

11 家事をする時間が減ること。 

12 
家事全般、子供の送迎、子供の遊び相手などフルで時間を使っている。ホッとする時間

がない。PTA などプラスの業務が入るとライフサイクルが回らないと思う。 
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13 兄弟が同じ保育施設に入れないこと。 

14 今のところ両立させるのは大変ではないと感じている。 

15 仕事が忙しすぎること。 

16 仕事の繁忙期や子供が病気の際に配偶者に子供の世話を代わってもらえないこと。 

17 子どもとは長くいたいがお金がない。 

18 
子どもの病気等で急に仕事を早く終えるとき、どうしてもしわ寄せが他の人にいってしま

う。 

19 子の年齢が上がると時短勤務を取得できなくなること。 

20 子供の都合で仕事を休むとその分収入が減る。 

21 時間の管理。 

22 自分の業務が滞る。 

23 職場の勤務体系上、休めない日が多くある。 

24 
申請等の手続き、役場が勤務時間にしか営業していない事、保育園には入れなかった

時のバックアップが不十分な事。 

25 
短時間勤務をしたいが、０〜３歳までの保育料が高く上の子の学童料金も合わせるとフ

ルタイムで働かざるを得ないこと。 

26 通勤時間が長いこと（片道２時間）。 

27 通勤時間が長いこと、収入が少ないこと。 

28 平日はワンオペであること。 

29 保育園の協力がいまいち。 

30 本当は８時間働きたいが、送り迎えで短時間しか働けない。 

 

■問 29 

1 古着を買うようにしている。 

2 困ってはいないが物価が高いため節約している。 

3 車の買い替えを控えた。 

4 将来のことを考え、上記の選択をした（お金が喫緊でないわけではないが）。 

5 
上記選択肢は必ずしも経済的という訳ではないが、物価高による影響で節約傾向になっ

ている。 

6 転居したいが価格高騰で難しくなった。 

 

■問 30 

1 できなかった、とは言わないが、基本的にどの分野も控えめにする。 
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■問 37－１ 

1 ３人いるからもういい。 

2 すでに子どもが２人いてるので十分。 

3 マイホームを持っていて、正社員になっていて産休育休制度があれば考える。 

4 もう３人の希望が叶ったので持ちたいと思わない。 

5 もう少し若かったら持ちたい。 

6 もう年なので出産育児の体力がない。 

7 家事をしてくれる人がいれば持ちたい。 

8 既に３人いるし、育児の時間が空いたら自分のために使いたい。 

9 教育にかかるコストが補助されたら。 

10 経済面もさることながら、年齢、体力的に厳しいので２人が限度。 

11 高齢なので。 

12 再婚を考えていないため。 

13 歳が若かったら。 

14 自分がもう少し若ければ。 

15 自分の身体と気持ちにゆとりができたら。 

16 自分の体力と健康があれば。 

17 自分の年齢 

18 自分の年齢的に持ちたくない。 

19 若返ったら持ちたい。 

20 
収入と家族と過ごす時間が足りない。もう１人増えた時に、子どもに向き合える時間が足

りなくなると思う。 

21 初めから子供は１人でいいと決めていたから。 

22 全て 

23 大学にかかる費用の大幅な軽減または無償化。 

24 大学までの学費完全無償化。 

25 日常的に保育園以外の育児の手が増えるのならばもちたい。 

26 日本の政治が良くなれば。 

27 
年少扶養控除の復活や高校無償化等の所得制限の撤廃など子育て世代に本当に有用

な制度ができれば。 

28 年齢的に無理。 

29 配偶者の帰宅時間が早く一緒に育児できる環境になるなら持ちたい。 

 

■問 38－１ 

1 ２人目以降の保育料無償化(兄弟の年齢に関係なく)。 
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2 ０歳からの保育料の無償化。 

3 こどもが喜ぶイベントの充実。 

4 一時的な手当ではなく扶養控除の復活。 

5 希望する園に入所できる環境。 

6 金銭的な援助 

7 経済的な支援 

8 減税 

9 仕事上での余裕が最も必要であると感じます。 

10 子どもがのびのびと遊べる広い公園。 

11 子どもの遊ぶ場所が圧倒的に少ない（公園、児童館）。 

12 子育てにかかる費用の無料化。 

13 子育てに関する出費の軽減。 

14 子育てや教育にかかる費用の軽減。 

15 子育て世代の経済的負担の軽減(今は高い保育料が家計を圧迫している)。 

16 子供にかかる教育費の軽減（保育料、学校、学童）。 

17 大学にかかる費用の大幅な軽減または無償化。 

18 貯金できるほどの支援金が欲しい。 

19 町の禁煙 

20 長岡京市みたいな高架下など、雨の日でも遊べる公園スペースが欲しい。 

21 
年少扶養控除を復活させてほしい。もしくはそれに代わる税制優遇が町にあると良い。

それができるならもう一人子どもが欲しい。 

22 不妊治療にも目を向けて欲しい。 

23 平日だけでもいいので、乳幼児でも室内型で遊べる居場所が欲しいです。 

24 保育所得に確実に入れるようにしてほしい。待機中なので。 

25 保育料金の見直し(高すぎて不安しかないです)。 

26 補助金 

 

■問 38－２ 

1 子どもの遊ばせる場所がほしい。 

2 フリーランスでも育休が取れる制度。 

3 育児関係以外の人との繋がり。 

4 金銭面の支援 

5 経済支援 

6 公園が近くにない。 

7 子育てイベントの充実 
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8 子育て政策の充実 

9 収入や支出の不安解消 

10 税金を減らして手取りを増やす、病児保育を増やす。 

11 男性の家庭参加に対する支援(定時退勤の徹底など)。 

12 町としての遊び場所の整備（島本町にはプールがなく、大きな公園はへんぴな場所）。 

13 定期的な１人時間の確保。 

14 年配の方の現子育て世代への理解。 

15 父親の育児家事に対する積極性。 

16 保育園と学校の始まる時間が違うので、仕事との両立が難しく、ストレスになっている。 

17 無理に働かなくても良い位の賃上げ、または税金の控除。 

 

■問 39 

1 
JR の駅前にあれだけのマンションや住宅が建って行くので、下の子が１歳になる頃に入

れるか心配。 

2 お金が足りないことで本来子どもにしてあげたいことができないか不安。 

3 まだ小さいので分かりません。 

4 希望の保育園に入園できるかどうか。 

5 教育費用が足りるか心配。 

6 現在登園している保育施設と連携がとれない。転園希望も通らない。 

7 仕事で習い事にいけない。 

8 子供の癇癪が酷いため対応に苦慮。小学校進学後の生活について。 

9 主に一人で育児をしているため多様な考え方を伝えられていないこと。 

10 
小学校への通学路。駅前開発に伴い、車の交通量が増えている。事故が起きないか心

配している。 

11 睡眠 

12 通園道について悩んでいる。狭いのに交通量が多い、冬場街灯が少なく暗い。 

13 怒ってばかり 

14 漠然と将来への不安 

15 風邪などの体調不良時の対応、手が足りない。 

16 保育園に入所できないので、友人ができないこと。 

17 保育所に入れない 

18 
保育所に預ける時間が長くなること、仕事に合わせて朝早く起こさなくてはいけなかった

り、急かさないとあけなかったり子どもに無理させてると感じる。 

19 保育所の担任の子どもへの接し方がキツく、子どもが泣いて帰る事がよくある。 
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■問 40 

1 希望する園に入所できないので、転職しなければいけないこと。 

2 義両親からの干渉 

3 金銭的な将来の不安 

4 現在登園している保育施設と連携がとれない。転園希望も通らない。 

5 仕事が忙しくて平日はゆっくり関わる時間がない。 

6 

仕事のストレスで体が辛い時も家で休めないこと。平日も日曜も仕事の時があり、土曜し

か休みがない時に保育園に堂々と預ける事が出来ない雰囲気な事。体がきつい時に休

めない環境はとても辛い。 

7 
子どもが走り回れる公園が少なすぎる、日常徒歩や自転車で連れて出かけられる場所

がなさすぎる。 

8 子育ての決定権が全て自分にあること。 

9 子育て広場など遊びに行く場所が少ない。 

10 子供と過ごす時間が少ない。 

11 子供の教育について、祖父母が口出しをしてくること。 

12 
子供の声に対する近隣からの苦情を気にしながらの毎日の生活は大変である。無駄に

怒られ子供も被害者。住みにくい街でとても残念。 

13 子供への教育。子供への対応方法（何が正解か）。 

14 時間がない時に手抜き料理や買ってきた物で子供の食事を済ませること。 

15 自分ひとりが育児のすべてを担っていること。 

16 

社会保険料の負担が大きく、年少扶養控除に代わる児童手当も十分とは感じられず、働

いていても手取りが増えたという実感が得られにくい。子どもを出産したいが、先行き不

安であるため諦めることも視野に入れている。 

17 出産後の関節痛がひどくそのような中、育児、家事をすること。 

18 職場復帰のこと 

19 
職場復帰後、仕事の裁量が大幅に制限され、男性のサポート役に回されるようになっ

た。 

20 配偶者が仕事で海外へ行くため、不在のことが多いこと。 

21 配偶者が単身赴任のため、平日一人での育児となり、心のゆとりが持てない。 

22 
平日はほぼワンオペで、父と子が会う時間も朝の数分しかなく、私自身も主人と話す時

間がなかなか取れないこと。 

23 保育園に不満があるが言えないこと。 

24 保育施設の充実 

25 保育所、学童費が高いこと。 

26 保育所に入れないのが不安。 
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27 保育料、医療費がかさむ。 

28 無職 

 

■問 41 

1 

４人の子どもたちを連れて一人で外出できない。誰かが怪我する。ストレスになる。子ど

も食堂も利用したいが、駐車場もなく一人で４人は連れていけない。そもそも子どもが多

いと家からでることが困難。ほんとに困ってる人が安く利用できない。 

2 こどもが室内で遊べるスペース、広場がない。 

3 
スーパーで高齢者に子供がうるさいと怒鳴られました。高齢者の理解度が低いと感じま

す。 

4 駅までの歩道を自転車が早いスピードで追い越していき、ぶつかりそうになる。 

5 夏場の遊び場が少ない。 

6 狭い道でもスピードを出している車やバイクがいて危ない。 

7 狭い道路でスピードを出す車が多い、子供と一緒に自転車で通行しにくい道が多い。 

8 近所に広い公園がない。 

9 
公園が少ない。子供が多いとイライラしてトラブルになってしまう子なので人が集らない

小さい公園を増やして欲しい。 

10 
公園の遊具が少ない。雨の日や雨の翌日に遊べる室内の遊び場がない。夏に遊べる清

潔な水遊び場がない。 

11 広い公園がない（マンションに併設されるような公園は住民数に対して大変狭い）。 

12 高浜学園前の道は枚方へ抜ける道が多くスピード出しすぎである。 

13 子ども用のトイレの設置が少ないこと。 

14 自転車を練習できる公園が少ない。 

15 車を使えば特に困らない。 

16 車通りが多いのに、道幅が狭い（高浜学園前の道路など）。 

17 

小さな遊具がいくつかあるだけの公園が多く、長い時間遊べる変わった遊具がある公園

が一切ない！！もっと大きい色々な種類の遊具がある大きい公園がない！公園へ行く

ためだけに島本町から出ている。 

18 西国街道が、本当に子連れには厳しく、いつも遠回りしている。 

19 双子のベビーカーが通れるスーパーがグルメシティしかない。 

20 

側溝が塞がれていないので、いつも危ないと感じる。歩道が完全に確保されているわけ

でもないため、歩き始めの子どもや 1 人で通学するようになる子どもには特に危険だと感

じている。 

21 大きな飲食店が少なく子連れで利用するのが難しい。 

22 男子トイレにおむつ替えスペースがなかったり、調乳室と授乳室が併設されていて男性



 

 
136 

だけでは調乳できないなど、父親が育児に積極的に参加するのに設備的な障壁がある

所もある。 

23 
町内では歩きタバコや自転車乗りながらで喫煙しているご年配の方が多くて、子供連れ

だと嫌な思いをする事が多い。 

24 
島本は道の整備がされていない溝に蓋がされていなかったり、歩道と車道がわかれてい

ないなど危ない道が多い。 

25 
島本駅のホームにホーム柵がなく危険、ホームが狭く今後人口増加が見込まれることを

考えると不安。 

26 島本駅前や駅前通りなど道でタバコを吸ってる人が多い。 

27 島本町には娯楽がない（川遊びはあるが、自転車で行けない）。 

28 島本町は狭い道が多く歩道が少ないと感じます。 

29 
道幅が狭いのに溝が深くて街灯が少ない雨の日は傘が車に当たりそうになったり泥は

ねを毎回かかる心配なので小学生の兄を毎朝駅まで送り迎えしている。 

30 
歩道が狭い、街灯が少ない、歩道に犬の糞を放置している人が多い、水路に柵がなく子

供が落ちそうになった。 

31 歩道が狭く、ガタガタの場所もあるので、ベビーカーが押しづらい。 

32 遊ぶ公園が少ない。 

33 路上喫煙、歩き煙草が多い、公園のポイ捨て。 

 

■問 43 

1 

JR 島本側から緑地公園へ向かう際、歩道がない場所がおおく非常に危険。子供達だけ

で遊びに行くことを思うと不安になる。また、せせらぎ公園内のトイレ入り口に監視カメラ

が付いていない。島本町内は街灯がすくなく暗い道や、空き地、廃墟などが多数あり、犯

罪対策として不安に思うことがある。熊本３歳女児殺害事件のようなことが絶対起きない

ように、小児が犯罪に遭わないような対策を深めてほしい。また、東大寺の滝谷公園の

ように、充実した遊具と広い公園をもっと増やしてほしい。公園がないのでいつも高槻ま

で電車に乗って公園に行っている。 

2 せせらぎ公園の小川と池が不衛生。 

3 トイレや手洗い場が公園の近くにない。 

4 
ハイハイの赤ちゃんを遊ばせる場所が少ない。小学生だけで安心して遊びに行ける児童

館のような場所が欲しい。夏の暑すぎる日に遊ばせる場所がなかなかない。 

5 ふれあいセンターの場所が不便過ぎる。 

6 ふれあいセンターの中に子供を連れて行ける児童館ようなところがほしい。 

7 ボール遊びができる所が近くにない。 

8 ボール遊びができる所が少ない。 
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9 
ボール遊びが出来る場所が少ない、百均がない（ちょっとした子ども用品）、鉄棒が少な

い。 

10 ボール遊びさせるとこ、水遊びさせるところがない。 

11 ボール遊びできる公園がほしい。 

12 まだ歩けない０歳児の遊び場が少ない、毎日開放されている遊び場が少ない。 

13 

一人で４人連れて行けない、すべてはそれが原因。子どもをもっと遊ばせてやりたい。外

へ連れていきたい気持ちはあるが一人で４人見れない。公園でも誰かが怪我する、それ

なら行かないほうが良いとなる。 

14 運動公園のように思いっきり遊べる公園が極めて少ない（狭い、ボール禁止が多い）。 

15 夏に運動をできる場所がない。 

16 夏場の遊び場がない（公園は暑くて遊べない）。 

17 狭い公園に様々な年齢の子供が多くおり、それぞれ遊び方が違うため危険を感じる。 

18 
近くの公園に屋根がないため、公園で遊んでいるときに春夏の日差しが強い時期休憩で

きない。また、水道がないため手洗いができない。 

19 
五反田公園に小学生がボールで遊んだりすごい勢いで走り回っていて、乳幼児はかなり

危険。公園が狭い割に子供の数が多く怖い。かと言って近くに公園がなく困っている。 

20 公園にトイレや水道がない。 

21 公園の砂場が不衛生。 

22 公園はたくさんあるが、滑り台と砂場のみのところが多く、変わり映えしない。 

23 公園への道のりが危ない。 

24 広い公園が一つしかない。 

25 

高槻から越してきたので、児童館がないことに驚きました。島本町として児童館を作る予

定はないのですか？アンケートでもしきりに地域とのつながりが出てきますが、民間やボ

ランティアの月一の会があれば必要ないという形なのですか？ 

26 高槻の安満公園や、茨木のおにクルなど、子供も親も楽しめるような施設が無さすぎる。

27 
マンションや住宅地開発を進めるよりも、そう言った施設や商業施設をもっと充実させて

いかないと、今後町民が増えたとて町外に楽しみや寛ぎを求めるしかない気がする。 

28 砂場の猫の糞が気になる、夏場は遊具が熱すぎて利用できない。 

29 
子どもがもっと小さかった時期に、毎日開いていて自由に出入りできる児童館のような施

設があればいいのに、と思っていました。 

30 市民プールがない。 

31 支援センターが土日に空いていないため、室内遊び場がない。 

32 小さい子が来ると遠慮してしまう、遊ばせにくい。 

33 小さな子どもがボール遊びやキックボード、自転車などをするスペースがない。 

34 上記理由から島本町内で遊ぶことが減っている。 
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35 常設の室内遊び場がないため夏と冬の外遊びが困る、犬の糞が多い。 

36 真夏に遊具が太陽熱で熱くなり過ぎてさわれない。 

37 図書館遠いせめて 24 時間返却できるポストが駅近くにほしい。 

38 他市町村に明らかに劣っている。 

39 
大きな公園が欲しい、遊具少ない、公園にトイレがない、図書館の利便性がよくない、河

川敷をうまく利用して欲しい（枚方側は公園なのに島本側は整備もされていない）。 

40 駐車場併設の公園が少ない。 

41 朝から夕方まで開いている乳幼児の室内の遊び場がない。 

42 田んぼや農地が埋め立てられ、虫や草花と日常的に出会う機会が減っている。 

43 土日に無料で利用できる場所がない。 

44 
島本町の公園はつまらない。遊具が少ない。子供がもっとのびのび楽しく遊べる遊具を

考えてほしい！子供と親のことを考えてほしい。 

45 

島本町はマンションや戸建を増やすわりに十分な広さの支援センターがないと思いま

す。雨の日でも低額で身体を使って遊べるような支援センターがほしいです。先日、茨木

市にあるもっくるという遊び場に行きましたが、身体を使って遊べるゾーンや子どもとゆっ

くり絵本がゆっくり見れるスペースがあり充実していました。ふれあいセンターも十分な広

さがあり場所も良いと思うので、もう少し子連れで楽しめる場所にしてもらえると嬉しいで

す。あと、柳田公園の川沿いにあるフープ型のフェンスがいくつも外れていて、子どもが

簡単にフェンスを超えれました。その先は高さ 1 メートルくらいある用水路なので滑って

落ちると危険だと思うので、新しいフェンスに変えてほしいです。よろしくお願いします。 

46 
平日は仕事をしていて、休日は必要な物の買い物や習い事があり、外へ遊びに行く時間

がない。 

47 歩道の充実 

48 遊びに行けるところがなくて困っている。 

49 
遊具がある綺麗な公園がもっと欲しいです。小さくて古い公園が多く閑散としている事が

多いため利用しにくいです。 

50 予約制や行きにくい雰囲気などで行こうと思えない。 

 

■問 45 

1 
０歳から 18 歳までの医療費無償化、３人目からの保育料無償化、児童館など子どもと親

の居場所の充実（愛知県蒲郡市の子育て支援のような充実を希望いたします）。 

2 
こども食堂は、お昼の時間帯にして欲しい。夜は外出しにくい。休日の園庭開放をして欲

しい。 

3 
タクシーやデリバリーが呼べない。呼べても限られてる。日曜に閉まってる飲食店が多く

家族で外食もできない。また島本町内の飲食店で子どもの入店を断られたことがある。 
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4 
チェーンのカフェやファーストフード等を誘致してほしい。個人店ばかりで気軽に行きづら

い。育児で辛いときの気分転換も子供との食事もいつも高槻まで出ている。 

5 

マンションの建設ラッシュで子が希望の保育園に入園できるか本当に心配です。マンショ

ン建設に伴う人口増加の見通しと保育園の入園定員で吸収できるのか、指標等あると

安心できます。少なくとも、保育園入所の合格点数の開示をお願いしたいです。 

6 医療費高校生まで無料化。 

7 屋内の遊べる施設が近くにほしい。 

8 夏場の遊び場の提供 

9 夏場は外で遊べないため、運動できる屋内施設の整備が進めばうれしい。 

10 学童保育の拡大 

11 学童保育の質の向上 

12 学童保育の充実（必ず入られるように） 

13 経済支援を最も望みます。 

14 経済的支援 

15 子どもが騒音やボール遊びを気にしなくてよい公園。 

16 子育てには近隣の理解も必要だということを周知してほしい。 

17 子供が安心して利用出来る道路をつくってほしい。 

18 子供全員に同じように給付してほしい。低所得や非課税ばかりなので。 

19 
児童館のようにいつでも行ける施設が欲しい。園庭開放も子育てサロンも利用できる時

間が短い為、子どもが慣れてきて遊び出す頃に帰ることになる。 

20 
小学生の学童保育を小６まで活用できるようにして欲しい（長期休暇だけでも）。切に願

います。 

21 小児科、耳鼻科、産婦人科が少なすぎるので、増えるようにしてほしい。 

22 小児科、耳鼻科増やしてほしい。 

23 
小児科が少ないので増やしてほしい。現状、近い且つ他の選択肢がないという理由でよ

く通院する病院があるが、対応には満足していない。 

24 信頼できる小児科がない。そもそも小児科が少ない。 

25 
図書館の検索システムを強化して欲しい。子供の興味のありそうなキーワードを入れて

も分類されてなくて見つけにくい。 

26 

水曜日に水無瀬付近の小児科と耳鼻科両方が閉まることで車がないと子供を受診させ

ることができないことの改善、歩きタバコの取り締まり、子供への受動喫煙を防ぐ街づく

り。 

27 

他市に比べ一時保育の利用料が高すぎます。倍ぐらい値段が違います。実際に妊娠中

に第一子を預けようとしましたが、料金をみてためらいました。なにか補助など対策してく

ださい。 
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28 
体調不良時にタクシーを利用できるように支援してほしい(車の運転ができず、自転車利

用もできないときなど)。島本町でも陣痛タクシーが利用できるようにしてほしい。 

29 
大きな公園の建設（特に遊具やおしゃれさがなくても、のびのびと走り回れる広さあるこ

とが重要だと思う）。 

30 第二子の保育料が年の差があり満額支払わなければならないのが負担となっている。 

31 
第二子以降の保育料無償化(第一子の年齢に関わらず)、第二子以降の保育園入所の

配慮(物理的に別々の園への送迎はかなりのハードル)。 

32 
長い時間、楽しく遊べる場所をつくってほしい！幼稚園などの遊具を休日、無料開放して

ほしい。 

33 

通学路の整備（街頭を増やす、狭い道幅の整備）河川敷などに大きな公園の確保、各手

続のデジタル化、医療施設の充実化、茨木市のおにクルの様な屋内施設が島本駅と水

無瀬の間など利用しやすい場所に欲しい。 

34 
島本駅にホーム柵がなく危険、今後島本駅の利用者の急増が見込まれるなかホームが

狭く対応が必要だと思う。 

35 島本町はあまりに娯楽がない。極端に乏しい。 

36 道路の拡幅、歩道の確保 

37 道路の整備、自転車や歩行者がより安全に通れるように。 

38 日・祝日も預けられる保育所等を充実させてほしい。 

39 
年少扶養控除を復活させてほしい。それに代わる税制優遇などの支援を子育て世代に

行って欲しい。子育て世代からこれ以上お金をとらないでほしい。 

40 保育園が圧倒的に足りません。 

41 
保育所に通う子供にも最低限の幼児教育の機会を与えてください。親が仕事を休んだら

登園するなというルールは完全に間違っています。子供は親の付属物ではありません。 

42 
保育所や学童だけでなく習い事やイベント預かりなど子供(15 歳まで？)が参加できるも

のをまとめて配信してほしい。 

43 保育料の無償化 

44 

本当は子どもが２人欲しいけど、金銭的な問題と、近くに祖父母がいないため育児の手

伝いが不可能なので、２人目に中々踏み切れない。共働きなので、一見世帯年収はある

ようにみえるけど、その分保育園の料金が高すぎたり、子育て支援の控除のメリットを受

けづらく金銭面にも困っている。 

45 

有料で構わないので学童保育の給食導入や旗当番の外注やシルバー人材の活用。働

く子育て世帯にとって負担が大きく、時間の融通が効かない中これ以上子供を増やすモ

チベーションの低下にも繋がっている。 

46 幼児期から英語に触れ合う環境や、英語の読み聞かせなどのイベントをして欲しい。 

47 様々な年齢が遊べる公園がほしい。安満遺跡公園のような。 
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48 

緑地公園のバリアフリーの遊具は良いとは思うのですが、なぜバリアフリーなのに丘の

上にあるのかと疑問に感じました。あの遊具は駐車場の隣の広場などに設置して、丘の

上には年少〜小学生が遊べそうな遊具を設置してほしいです。どの遊具も小さい子向け

で、十分な広さがあるのにいつも物足りなく感じます。 

49 
緑地公園以外の大きな公園がほしい、常時開いてる支援センターを各地域に開設して

ほしい。 

 

■問 46 

1 
０から３歳までの保育料無償化（1 番大変な時期だから、経済的な余裕が心の余裕に繋

がる）。 

2 １歳から２歳の保育無償化（育児休業が１年しか取得できない為）。 

3 ３歳以下も無償にして頂きたいです。 

4 
か仕事との両立が最大の課題であり、子供の学童おむかえ、旗当番等そのために親が

仕事を辞めざる得なかったり制限しないといけない状況を解消していただきたい。 

5 
雨でも車で行けるふれあいセンターでの親子で過ごせる場所や情報の提供、図書館で

平日・休日に各一日に以上の読み聞かせ(手遊び歌やわらべ歌含む）。 

6 経済的支援 

7 広い屋内遊び場(できれば無料)。 

8 子供が平等になるように、給食費無償化。 

9 児童館など平日、土日も遊べる場所。親と子の地域での居場所。 

10 児童手当の増額等、金銭的援助や控除。 

11 小６までの学童保育の利用延長（長期休暇）。 

12 
上記の選択肢のいずれも一時的なもので、継続的な負担軽減にはならないと思う。３歳

時未満の保育料負担を軽減してほしい。 

13 体調不良など関係なく、気軽に利用できるものが良い。 

14 短時間で良いから同年齢の子供たちで気楽に過ごせる場所の提供。 

15 
特になし(我が家に限っていえば、保育園に入所させてもらえれば特段サポートは不要で

す)。 

16 保育の無償化の年齢引き下げ、児童手当の年齢引き上げ。 

17 
保育園、幼稚園を増やしてください。回りのほとんどの人が島本町で預けられず、仕方な

く京都まで預けに行っています。 

18 保育所に確実に入れるようにすること。 

19 保育料の無償化 

20 遊び場を増やす。 

21 予防接種（おたふく）などの助成がほしいです。また保育料の未就学児の場合下の子が
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半額というシステムもおかしいと思います。例えば４歳差の場合、上の子が小学生になっ

たら下の子は２歳児クラスなので満額保育料を払わなければならなくなります。そうなる

と、なんのために働かないといけないのか分からないです。なのに３歳差までだと半額に

なる権利がある。そこに不平等さを感じます。未就学関係なく、２人目は保育料半額にし

てほしいです。 

22 
お風呂やトイレなどの水周りの掃除、草抜きなど、少し時間がかかる掃除や家事を無料

または定額で代行してくれるサービス。 

23 
ふれあいバスを乳児連れいつでも乗れるようにしてほしい(１歳まで自転車に乗せれない

ので)。 

24 まずは本当に保育園等を増やしてください。 

25 育児用品のレンタル 

26 

一時保育の終了時間を延長してほしい。育休中の仕事、通院等で一時保育を利用した

が、16 時までだと利用しにくく、京都市や大阪市にある民間の施設を多く利用していた。

予約も、前日でも可能だと嬉しい。 

27 現金支給 

28 行政が公園さえつくれば良いという考え方をやめること。 

29 子育て世帯への現金給付（大学資金）。 

30 
子供を預けられて親が子供と距離を空けれる時間を作りつつ、その時間に親にとっても

リフレッシュや学べる機会を設ける仕組み。 

31 就学児にもスポットを充てた支援 

32 所得制限の撤廃 

33 
特になし(我が家に限っていえば、保育園に入所させてもらえれば特段サポートは不要で

す)。 

34 
妊婦や乳児がいる方は周回バスを使えるようにする（雨で里山や山崎保育園で開催さ

れる乳児参加のイベントに来られない方がよくいました）。 

35 
保育園料の見直し。例えば、上の子の年齢に関係なく第三子は無料もしくは負担を減ら

してもらえると嬉しい。 
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■自由記述形式の設問における回答内容 
 

 

問 47 教育・保育環境の充実等子育ての環境や支援に関してご意見がございまし

たら、ご自由にご記入ください。小中学生等も含めて、広く子育てについて

ご意見を頂戴します。 

 

■子どもの安全について 

1 
駅前や道路で歩きタバコの人が多く、妊娠中や小さい子どもを連れていると大変不快。

こんなに受動喫煙に配慮していないのは島本町だけだと思う。 

2 
西国街道の道路が歩道整備されておらず、それにマンション建設が相まって朝夕の混雑

時の自転車など危険ですので、今からでも整備をお願いします。 

3 
阪急の水無瀬駅周辺で路上喫煙している人や吸い殻のポイ捨てが多く、子どもを歩か

せるときに危ないことがある。 

4 
水無瀬駅と京都銀行の間の道路付近が、歩道が無かったり、交差点での見晴らしが非

常に悪く、車もスピードを出すので危ない。 

5 通学路に横断歩道がない。夜間、暗い道が多く危険に感じる。 

6 

図書館の場所が利便性が良いと思えない。第四小学校と高浜学園が隣接する道路が

交通量も多いのに冬場(11 月 12 月が特に）真っ暗で危ない、街灯が足りていないと感じ

る。 

7 

171 の歩道を保育園の帰りに利用しているのですが、歩道が狭く、車道に向けて斜めに

勾配がついているところが所々にあり、ベビーカーで通る際に車道側にベビーカーが傾く

のでとても怖いです。そのため、もう少し歩道が広くなったり、地面が平らならいいのにと

思うことがあります。また、阪急水無瀬駅付近は JR 島本駅側と比べると子どもが利用し

やすい場所が少なく、街灯も少ないと感じています。小さい子どもが安全に過ごせる環境

整備を進めていただけるととても嬉しいです。 

8 

171 号線を渡って 高浜学園へ行く道が危ないためを一方通行にしてほしい。図書館を

島本駅付近に移転してほしい。大人でも不便であるし、子どもが行くには人気が少なく、

かつ車が行き来する道路が周りにあって危ないと感じる。役場や役場の一部のふれあ

いセンターの機能を島本駅付近に移転してほしい。 

9 小学校への通学路が大型トラックなども通るが歩道が非常に狭く危険を感じている。 

10 

歩道をもっと整備していただきたいです。青葉から第三小学校に抜けるトンネルや、西国

街道の歩道を初め、町内の歩道全般など…ベビーカーで通るのはなかなか厳しい箇所

が多いです。上牧方面の歩道が整備されているので、余計に感じるのかもしれませんが

…今ある歩道にガードをしっかりつけていただけるだけでも、安心感は違うと思います。 

11 元関電グラウンドの近くのアンダーパスが危険です。図書館や町立体育館に行くのによ
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く通るのですが、見通しが悪く、交通量がある割に信号や横断歩道、歩道の整備が十分

でなく、事故が心配です。大規模マンションが建設ラッシュで交通量が増えていますが、

道路は旧街道のままで整備されないので、大人でも怖いなと思うことがあります。習い事

や図書館に行くのに小学生でも子どもだけで出せないなと感じます。また、アンダーパス

や踏切を越えての登校校区に疑問を感じます。災害時の帰宅及び迎えが困難になる事

が予想されます。 

12 

五反田公園について、公園に水道がついていないので、子どもが砂遊びなどした後、手

を洗えない。公園の地面の水捌けが悪く、すぐに泥だらけになり遊ばせにくい。公園に屋

根や日陰になるところがないので、夏場遊ばせることができず困った。子どもが猛暑や

雨天でも遊べる場所があると嬉しい。以上の改善を求めます（親）。遊具、ターザンごっこ

ができるロープの遊具が欲しい（子）。 

13 

通学路ボランティア(見守り隊)が交通ルールの分からない誘導をしている。車両の誘導

に気が取られ、歩行者が危ないシーンを何度かみた。学生の交通安全を優先して欲し

い。 

14 
小学生の通学時の黄色い旗振りの人たち（ボランティアと思われる）、小学生以外の人

にも旗を振って交通整理をしてほしい。 

15 

公園の滑り台の下にガラスの破片が落ちていたり、夏は草が伸び放題で安心して子ども

が遊べる環境ではない。またどこの公園もだが、蚊が大量発生していて集中して遊べな

い。 

16 歩道が狭い。 

17 
街灯が少なく、夜間通るのが薄暗く不安な道が多いので、冬場暗くなるのが早い時期は

子どもの帰宅時の安全が心配。 

18 
通学路の安全確保をもっと検討したほしい。車道と歩道の区別を色分けだけでなく柵を

作るなど。 

19 歩道がない道が多く、登下校の小学生が危険。 

20 
水無瀬緑地公園の新しくなった遊具、だれも楽しめない中途半端。滑るし、こけたら痛い

し、子育て世代、子育てしたことがある人が決めたとは思えない遊具。 

21 
小学校通学路などが暗く、車の通りも多いのに歩道も整備されておらず毎日不安。道も

ガタガタのところが多く、ベビーカー動かしにくい。 

22 駅前での喫煙や歩きタバコ多いので気になる。 

23 

路上喫煙、歩き煙草が多く、子ども連れだと特に気になる。駅周辺、町立体育館周辺に

特に多い。公園に行きたいがまだハイハイの時期で、煙草の吸殻がポイ捨てされている

ため行けない。喫煙所を数カ所作り、警察にも指導してほしい。 

24 

道がガタガタしている。住んでいるあたりの住宅街の道が狭くて、ベビーカーを押してい

たり子どもと歩いているときに車が通るとこわい。公園や水路の木や草が手入れされて

いないと虫などが気になり子どもを近づけたくない。 
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25 街灯が少ないので夜は危険。車道と歩道の間にガードレールがない場所が多い。 

26 夜、街灯が暗い場所が多く子どもの学校帰りや塾帰りなどの道のりが心配です。 

27 

桜井５丁目に住んでいます。西側大規模開発により車が増えています。道も狭いので対

策が難しいとは思いますが通学路の整備が全くされず不安です。道路整備が不可能で

あれば通学時に人を配置していただくなど子どもたちの安全の確保をお願いしたいで

す。 

28 

水無瀬駅島本駅どちらも歩きタバコが多く、子どもへの受動喫煙が気になります。第四

小学校とライオンズ付近で宅配会社の従業員が毎日喫煙していたり、町外の住民の喫

煙もありますので、屋外で決められた場所以外での喫煙の取り締まりや罰則が早くでき

たらいいのにと願っています。 

29 阪急の駅前のイルリーヴルがある通りが歩道がなく危ない。 

30 

島本町内全体に言えることだが、歩道が狭かったり確保されていない、自転車用の道が

ない、段差や傾斜が多いなど、ベビーカーや子ども乗せ自転車では危ないところが多す

ぎる。特に水無瀬駅前の交差点(セブンイレブン前)は、歩行者も自転車も車も多いのに

線引きされた歩道しかない上に狭く、車が幅寄せして通れなくなり逆走する自転車が多

い。 

31 歩道を作ってほしいです。 

32 

取り急ぎ対応が必要なものを列挙いたします。通学路の安全の確保（歩道の確保）。島

本駅の安全面でのインフラ整備（ホーム柵の設置、ホーム幅の拡充）。小児科、耳鼻科、

救急診療インフラの整備。 

33 

歩道が狭い、また歩道がないところがたくさんあり、登下校に不安を感じる。最近は高齢

者の運転者もとても多く、対向車が来ているにも関わらず車道の真ん中を平気で走りと

ても危険である。 

34 

自分は東大寺３丁目に住んでいるのですが自治会の家の横の公園の滑り台と一体化し

た砂山が崩れてきているので直して欲しいです。あと最近緑地公園の回転する遊具やフ

レスコの横のプリン公園（通称）の遊具がなくなってしまいましたが、何か代わりのものを

置くのでしょうか？もし、子どもの安全のためという理屈で面白い（多少のスリルのある）

遊具をクレームを避けるために撤去しているだけなのだとしたら、それは子どもの成長に

繋がらないと思います。 

35 

日々保育園まで車で送迎しているが、交通量が多いのにとても道幅が狭く、危険な道が

ある。水路の上を利用して道路を広げる、歩道を作る等の対策が必要だと日常的に感じ

る。事故が発生してからでは遅いので、道路の整備等も進めてほしい。 

36 

最近マンションがたくさんたち、児童の数が増えているのに対して、遊ばせる公園や施

設、教育施設の増築などが整ってない。保育園、幼稚園、小学校、中学校どれも人数ば

かり溢れてしまう気がしてとても不安。また、人が増えるのに対して道も狭くて整備されて

ないところが多い(JR 側から 171 号線に出られないなど)ので、今後子どもの事故なども
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心配。 

37 

小学生の集団登校で通る道の凍結防止に、凍結しそうな日の前日夜に保護者が凍結防

止剤を撒くようにしているようですが、家に残れる保護者がいない場合小学生以下の子

どもを夜家に残して１時間近くかかる作業には出ることができないため行ける人にお願

いするしかないようです。そうなると行ける人も限られると思うのですが、町の方で何か

対策してもらうことはできないのでしょうか。道路が整備され広くなったところもあり助かっ

ていますが、昔からある道(西国街道や JR 高架下など)が狭く見通しが悪くて子どもが通

る時に心配になります。水無瀬駅側には交番がありますが、島本駅周りにも交番がある

と安心だと思いました。 

38 

青葉３丁目⇄桜井せせらぎ公園とつながる線路下の歩道ですが、ポールが固定されてお

りベビーカー(特に双子用ベビーカー)が通れない・通りにくい。自転車も子ども乗せような

どの幅がある自転車は、配慮してもポールと接触してしまうくらいの狭さです。 

39 

行政の方は実際にベビーカー、自転車などで試されたのでしょうか。ポールを減らすなど

の工夫をして頂くか、いっそ交通禁止など対策して下さい。双子用ベビーカーの方が通

れず悲しんでいる様子を見ました(事前に通れないとわかっていればルート変更の時間

も無駄にはならなかったように思います)。自転車、バイクなど降車せず通られる方がお

り、安全のための対策とは分かりますが、現在のポールの多さはやり過ぎではないかと

思います。 

40 

教育・保育環境整備の一環として、喫煙に関して厳しく取り締まってほしい。公園の目の

前にある椅子に集まって喫煙や、登園時にすれ違う歩きタバコなど。公園の砂場などに

置き去りにされている遊び道具も、忘れ物というより壊れたから置いて行ったようなもの

が殆どで、小さい子が触ると怪我をしそうなものであったりするので、定期的に公園環境

の整頓も実施していただきたい。 

41 

水無瀬一丁目付近から水無瀬駅に向かう際、万葉ハイツの前の通りは歩道がほぼなく、

ベビーカーや小さい子ども連れで通るには不安がありますので、第一中学校の裏の階

段がなくなればいいのにな、と思います。階段が無ければベビーカーでも住宅地を抜け

て駅に行けるので。また島本駅北の踏切は地面がガタガタで段差が多く、歩行者・ベビ

ーカーは大変通りづらいです。ベビーカーは段差によく引っ掛かり危険です。整備して頂

けるとありがたいです。また踏切の幅が狭いため、歩行者、自転車、バイク、車がすれ違

おうとする場面ではいつも危険を感じます。なかなか難しいとは思いますが、もう少し幅

があればお互い避けられるのにと思います。また夜間にこの踏切を東から西方向に渡っ

た際、踏切の電灯が明るすぎる上に渡りきった後が真っ暗なため、目が眩んでその先を

横切る歩行者や自転車が見えないことがあり危ないと感じます。踏切の先の電灯をもう

少し明るくするか電灯を増やしてもらえたら解決するかと思います。 

42 歩道がないところが多く、車や自転車がよく通る道路では小さな子どもが歩くには危険。 

43 水無瀬交差点から淀川は抜ける道の通り抜けの制限を希望します。通り抜けが非常に
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多く狭い道にも関わらず制限速度以上のスピードで走る車が多く歩いて登園させる親と

して危ないなと思うことが多々あります。高浜学園や第四小学校へ通う子どもたちの安

全のためにも整備を希望します。全てを規制するのは難しいと思いますがせめて通学時

間帯の通行の制限などをお願いします。 

 

■教育環境の充実について 

1 

夕飯を作りながらスマホで打っており、言葉がまとまっておらずすみません。保育園の先

生方には本当に助けられています。再来年上の子が小学校に上がるのですが、保育園

のときより不安です。よく言われる「小１の壁」というもので、大体の企業が就学前までの

時短、小３や小６までの時短を就業規則で謳っているのは日本の企業の中でも少ないで

す。中小零細企業に勤めており、さらに親は遠方で要介護の私の場合は、就業規則で

明記されているのが、子が３歳になるまでの時短、つまり最長で下の子か年少までの時

短勤務が限界となります。上の子か小学生の子どもを時短無しで続けるためには辞職

か転職の２択になります。しかし転職するにも時短の 2 児の母親を取りたい企業はなく、

結果、辞職せざるを得ない状況になります。（そもそも就業規則で入社１年以上の社員し

か時短が取れない企業がほとんどです）。働く（納税する）意欲（人によってはそれ以上

の能力）があるにも関わらず、辞職せざるを得ないという１択しかなくなってしまいます。

ただ、言い方はものすごく悪いのですが、我々共働き親たちは子どもの教育や支援に対

する費用は持つことができます（なんならそのために働いているようなもので）。なので、

小学生低学年くらいまでの学童保育は今のままで（支援員の方は数も限られており、給

与も安いため、人員の確保がしづらいというのは重々承知なので)、そしていっそのこと、

高学年の児童には選択制で民間委託で習い事（くもん、ダンス、お絵描き等々）を小学校

で実施するのがベストではないかと思います。 

2 

【いろんな矢印での相互メリットがあり】児童にとって→毎日同じことではなく飽きない。親

にとって→習い事をさせたいけど行かせてあげる時間かない（しかし経済的余裕はあ

る）。土日に通わせるのはいいが正直土日は親子で遊んだりの時間にしてあげたいな

…。学童保育員にとって→人数に限りがありそんな多くの児童は見ることができない…

他の人が見てくれるならそうして欲しい。民間企業にとって→少子化が進む中、場所貸し

出して習い事させてもらえるなら大歓迎 

3 

【デメリットもあり】知らない民間企業が小学校に出入りする。→そこはしっかり過去実績

や創業〇年以上、過去教えた生徒〇人以上、など参入できる基準を設ける。パッ思いつ

くところでデメリットは少なかったのですが、個人的にはメリットの方が多く、他自治体でも

実施している例はまだ少なく、成功させれば一歩先ゆく自治体として、島本町の売りにな

ると思います。（妊婦や乳幼児に対しての支援が手厚い自治体はよくありますか、小学

生に対して手厚い自治体はあまりありません。…が保育園か３年に対し、小学校が６年

で実はすごく長いです。）スマホで片手間で入力しているため、話がまとまっておらず読
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みづらく文章ですみません（誤字脱字、ご容赦ください m(__)m）。少しでもご参考にして頂

けたら幸いです。よろしくお願い致します。 

4 
教育や保育支援が乏しい印象です。予算をしっかり確保して、未来を見据えた施策をし

ていただけると幸いです。 

5 幼稚園から高校までは島本町町内で公立の教育が受けられるようにしてもらいたい。 

6 幼稚園や習い事など選択肢が少ないので島本町内で完結しない。 

7 

子どもの習い事を考えた際に高槻や京都方面に出る必要があり、島本にプールや習い

事が増えると町内で子どもを育てることができるのになぁと思います。ぱんだの家などの

屋内で遊ばせることのできる施設が土日は空いておらず、土日も遊べたら体を動かすこ

とのできる大きめの屋内施設が一つあれば、それも電車や車で町をでることなく過ごせ

ていいなぁと思います。 

8 

幼児期からの英語教育に興味があり、どこか通わせる所を探したのですが、高槻市には

いくつもあるのですが島本町にはありません。英語教育に熱心な親御さんは沢山いると

思いますので、英語サークルや、島本町在住の外国の方が集まる場所があれば、情報

交換も出来、国際交流の入り口にもなるのではないかと思います。 

9 

教育についても、基礎教科だけでなく新たに金融教育をとり入れるなど変化させて行っ

て欲しい。家庭でも伝えてはいるが、生きる力としてお金を稼いでいく力についても小さ

い頃から意識していくよう教育していって欲しい。 

10 

島本駅周りの開発が進んでおり、今後子育て世帯が多くなり子どもが増えていくと思って

おります。他府県ではそれなりに行われていると個人的には感じているのですが、幼稚

園での４年保育や更にその下の年齢（２歳～）から通えるクラスの設定、それに対する自

治体の支援制度が新たに出来たら良いなと思っております。低年齢児からの教育に関

する環境を整えていただきたいと思っております。 

11 
島本町の世帯数が増えてきていますが、学校のひとクラスの人数が多くならないように

するなど、余裕のある教育環境を構築してください。 

12 

教育環境は少人数学級を希望する。小学校と保育園との差が大きいと聞くので、保育園

と小学校の連携をもっと密にしたり、１年生の１学期だけでも保育士が教室でサポートす

るなど、保育園と小学校の差を埋めて欲しい。 

13 

保育園で実践されているような、英語教室、ダンス教室、サッカー教室が放課後に小学

校内や公民館などで実施されたら入れさせたい。営利目的なので利用不可より、働く親

のニーズを考えて欲しい。時代に合わせて欲しい。 

 

■公園等子どもの遊び場について 

1 

子どもが大きくなるにつれ遊び方も変化しているので大型遊具と夏の清潔な水遊び場を

導入して欲しい。また雨の日や真夏、真冬のために幅広い年齢層が楽しめる室内の遊

び場を作って欲しい。子どもを 24 時間静かにさせることは不可能なため住民の理解が必
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要なことも周知してほしい。 

2 

ふれあいセンターに予約なしで利用できる子どもの遊び場を作ってほしい。高齢者向け

のものばかりに思う。他の質問にも書いたがチェーンのカフェやファーストフードを積極

的に誘致してほしい。やはり個人店は小さく店主にも気を遣い気軽に利用できないので

みんな高槻に出てしまう。これがあれば絶対皆がもっと島本での子育てが楽になるし息

抜きが出来る。 

3 ボール遊びや自転車が乗れるグラウンドや公園が増えたら良いなと思います。 

4 

島本町には公園は複数ありますがどれも遊具が充実していません。３歳以上になると満

足するような遊具がなく、必然的に高槻市など少し離れた公園まで出かけなければなら

ない事にとても不満です。JR 島本駅の近くにできる公園には期待していましたが、できて

みたら遊具がなく子どもを満足させることができませんでした。緑地公園は駐車場もあ

り、町外の方も多くいらっしゃると思います。グラウンド以外にも広いスペースが何ヶ所か

あるのになぜ大型遊具は設置されないのでしょうか？例えば萩谷公園のような大型遊

具を設置する事で、さらに活気のある人気の公園なると思います。バリアフリーの遊具を

設置する事も大事かと思いますが、活発な子どもを満足させられる遊具を設置する事を

検討していただくようにお願いします。 

5 
安満遺跡公園のような広場芝生の公園が島本町にもあればのびのび遊ばせられると思

います。また室内遊びの場所も充実させて欲しいです。 

6 

休日利用できる屋内の遊び場を希望します。また、２人目の子どもを授かりたいと思うが

経済的に難しいという現実です（これは他のご家庭でもよく聞きます）。経済的な子育て

支援にも力を入れていただきたいです。また保育園への入所のハードルが上がっている

と感じます。今島本駅西側の開発地が整えば、生まれ月によって入園できる園が全くな

いと言った自体もあり得ると思います。他の市町村では生まれ月に関係なく秋の入園申

込後、入園の確約がもらえるところもあると聞いたことがあります。例:11 月入園申込→

審査により翌 10 月からの入園が春の時点で確約されている等、そのような制度もご検

討お願いできたらと思います。よろしくお願いいたします。 

7 
島本町は自然豊かな町を売りにしておられますが、家を増やすだけで公園等全く整備さ

れないのはなぜですか？ 

8 
子どもが思いっきり走り回れる広さの公園が少ない。大きい遊具がほしい。屋内支援セ

ンターや児童館が少ないのでもっと増やしてほしい。 

9 緑地公園のようなスペースを駅前にほしい。 

10 休みの日に遊べる屋内施設が欲しいです。 

11 親子で遊べる屋内のスペースを切実に希望。 

12 花火やボール遊びができる広場。 

13 
阿満遺跡公園のような広い公園が欲しかったです、これ以上マンションはいりません。保

育園、上が小学校にあがっても半額になってほしいです。年明けて産む人は半額になら
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ないのでは子どもは増えないんじゃないかと思います。緑地公園以外でも乳児向けの遊

具がある公園があると嬉しいです。室内で有料でもいいので遊べる施設が欲しいです。 

14 雨天でも遊べる場所がない。 

15 

広い公園が少なく、緑地公園に集中してしまうので、人が多くなり遊びにくい。小さい公園

は多いけれど、道路に面していたり、遊具の塗装が剥げていて錆びていたりして、遊ば

せにくい。ボール遊びができる場所が少ない。緑地公園の赤ちゃん広場も芝などが剥げ

ていて利用するのに躊躇する。健常児の遊び場が、園庭開放ばかりなので、親同士で

仲良くなるにも個人差がある。孤立しがちな親などなかなか輪に入れない人も多く、個人

的な接し方頼みのことが多すぎる。子どもの習い事に関しても、島本町に何があるのか

わからず、人伝いになるため、島本町としてどんな習い事やサークルがあるのかを把握

して一覧表が欲しい。園庭開放ばかりに予算を割くのではなくて、育児サークルなどに助

成金など支給してもらいたい。障害児や高齢者ばかりに手厚い制度や催しが多いので、

もっと子どもに焦点を当てた事業をしてもらいたい。子どもの数が増えることが予想され

るので、現在よりも環境が良くなることを望みます。現状のままでは、いずれ子育て世代

は島本を出ていくことになると思います。子育て中の知人に島本町を推薦しようとは思い

ません。広い公園など、こどもが思いきり体を動かして遊べる場があまりにも少ないと感

じます。こどもが歩いて行ける距離に、こども同士で思いきり遊べる広い公園があること

は、こどもの体のみならず、こども同士の幅広いコミュニケーションが生まれることによる

心的な発達にも寄与すると思います。ぜひ、安全な場所に広い公園の整備を望みます。

16 
ハイハイやつかまり立ちができるような遊び場が少ないので増やして欲しいです。公園

の遊具や芝生、ボーネルンドのような施設が島本町にも欲しいです。 

17 

島本は緑豊かで子育て自然が身近に感じられるのが良い。ただ、高槻の安満遺跡公園

のような芝生の公園も欲しい。緑地公園もパーク PFI を活用してコンビニかカフェがあれ

ば良いのにと思う。 

18 

マンションや一軒屋ばかりでなく、緑地公園のような広くて遊具が充実した公園を設置し

て欲しい。五反田公園では夕方 16 時以降、小学生が公園で遊ぶとボール禁止でもボー

ル遊びをしているし、走り回っていて大変危ない。子どもが 2 歳頃、小学生の子どもに激

突され頭に傷ができた。役場に相談したが、注意喚起の POP で終わり、小学生は全く見

てないしなんの注意喚起にもなっていない。保護者もいない為危険。百山の辺りはマン

ションと一軒家があるのに公園が小さすぎる。小学生も遊び場が必要と思われるので、

近くに公園を作ってほしい。 

19 

JR 島本駅前のクスノキ公園がせっかく好立地にあるのに、遊具もなく、暗く、鬱蒼として

いて子どもが寄りつかない。遊具は難しかったとしても、地面を芝にして、ピクニックなど

も出来るようにし、トイレも整備し、もっと明るく、みんなが利用しやすい公園にして欲し

い。 

20 保育園に入所する前、予約なしでいつでも気軽にいける支援センター（つどいの広場）が
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あればよかった。ぱんだの家よりも広いもの。他のママと話すだけで、とても気分転換に

なる。ふれあいセンターのカフェを座敷もあるこども向けだったらよかった。（子どもがま

だ０から１歳だったころ） 

21 
緑地公園の人口の川で夏も遊べたらいいなと思います。川が流れていない時間が多い

です。 

22 

パンダの家のような毎日空いている児童館のような施設がもう少し増えるとありがたいで

す（パンダの家は人数制限があるため）。水無瀬緑地公園は広くて楽しいのですが、夏

に遊びにいこうと思った時に草が生い茂っていて遊ぶのを断念したのでお忙しいとは思

うのですが、草刈りをまめにしていただきたいです。 

23 屋内の遊び場がほとんどないので、充実するとありがたいです。 

24 
公園のお砂場がどこも汚く利用できない。猫の糞が必ずある。メゾン水無瀬の公園がとく

にお砂場が汚い。 

25 

高槻は安満遺跡公園、茨木市はおにクル、のような子ども達がいつでも来れてのびのび

遊べる場所や施設が一つもない。緑地公園以外の大きな公園、又は幅広い子育て世代

が遊びにいける施設ができてほしい。 

26 

茨木のおにクルや高槻の安満公園のように、子ども主体の施設が無さすぎる。親も子も

室内外で楽しめる場所、施設があると今後町民が増えてきた時も外に出る必要なく、町

内での楽しみと交流が増えると思う。 

27 

茨木の子どもの遊べる施設、「おにクル」など、子どものための安全に遊べる施設など

を、整えてほしい。児童館もない、ふれあいセンターも一室ぐらい解放していつでも遊べ

る場所などつくってほしい。ふれあいセンターに年長者の部屋はあるのに、子どもの部屋

がないのはなんで？ 

28 

緑地公園の遊具をもっと充実させて欲しい。広い敷地内に遊具が点在していて遊びにく

い。数年前に新しくなった遊具も２才頃までの小さい子しか楽しめない。あんなに広い敷

地なのにもったいない。萩谷総合公園の様な同じ場所で長時間遊べる大きな複合型遊

具ができてほしい。茨木のおにクルの様な、雨の日も思いっきり体を動かして遊べる室

内施設がほしい。 

29 

茨木のおにクルのように、無料で遊ばせられる屋内の施設を作ってもらいたいです。非

課税世帯やひとり親関係なしに、子どものいる家庭に支援してもらいたい。小学生が団

地の駐車スペースでボール遊びをするので困っている。ボール遊びを思い切りできるよ

うな場所の提供か、小学校を解放してあげてほしい。 

30 

昨今の温暖化により、真夏は日中に屋外で遊ぶことがとても難しくなっていると思いま

す。特に小さな子どもがいると、日中の過ごし方にとても困ります。ぱんだの家は平日い

つも開いており、乳児にはとてもありがたい場所ですが、動き回る月齢になるとやはり手

狭です。茨木市ではおにクルという施設ができました。亀岡市では市民は無料の大きな

遊び場があります。町内にも、そのような場所があれば本当にいいのになぁと思っており
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ます。 

31 

日程が決まっている子育てサロンより、いつでも誰でも利用できる児童館、とか茨木のお

にクルのような施設ができるといいなぁと思う。公園の遊具、もうちょっといろんな所に視

察するとか、アンケートを取るとかしてほしい。新しくできる役場には子育てに特化したフ

ロアや、子どもが遊べるところがあることを期待しています。 

32 

高槻の安満遺跡公園のような施設が島本町にできたら良いなぁと思います。スイミング

スクールもないので島本町にあればありがたいです。子どもが自由に遊べる場所、特に

室内がないので室内遊び場ができたら助かります。 

33 公園が小さく、遊具が少ない。 

34 公園の充実化、河川敷が整備されていたら子どもにとって良い遊び場になると思う。 

35 
島本駅西地区の交通整備（信号なども）小さな公園を細々作っても、あまり利用しない。

結局町外へ遊びに行くしかない。 

36 

児童館など、こども達だけで集える安心できる施設や居場所が欲しい。一気に住宅マン

ションが増えたことにより、保育園は整備されても、小中学校などの整備が追いついてい

ない。教室が狭い、一クラスの人数が多い。ボール遊びや花火などができる広場がな

い。プールが町内に欲しい。 

37 

近所の公園が、高浜公園です！トイレがないです！グランリバーが工事中だからか、グ

ランリバーから人が多く来ていて、人が溢れているそうです！ゆっくり遊べないと聞くの

で、子どもが放課後遊べる場所がもっとあればいいなと思います。 

38 
有料でもよいので、屋内で予約なしに気軽にいける支援センターのような施設があると

未就学児にはありがたいかと思います。 

39 広くて安心して遊ばせられる公園が少なすぎる。 

40 室内の遊び場がないので、雨の日、真夏、真冬は行くところがありません。 

41 休日に利用できる子どもの無料の遊ぶ施設がほしい。 

42 
公園も古い遊具や新しくなっても低年齢の子どもしか遊べないものばかりで、未就学児

以上でも楽しめる大きな公園や新しい遊具などあれば良いと思う。 

43 

広くて安全に子どもが遊べる場所が欲しいです。特に遊具がなくても子どもたちは遊べる

のでお金をたくさんかけて公園を作るのではなくて砂山を作ったり、バスケットゴール、サ

ッカーゴールを置いたり。自転車が安全にできる場所や思いっきりボール遊び（野球）が

できる場所が欲しいです。プールも欲しいです。 

44 見通しの良い公園が無い。プールを作って欲しい。 

45 
屋内で日中常に利用できる遊び場がほしい。赤ちゃんばかりが対象ではなく、体を動か

せる遊具が室内にほしい。 

46 

他府県から長男が生まれる前に島本町に転入してきて、川があり山があり、緑地公園や

東大寺公園、若山台のグラウンド、尺代の釣りなど、子どもが外で遊べる環境の充実さ

に感動しています。 
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47 
常設の児童館が欲しいです。雨天や熱中症を気にせず安心して遊ばせられると嬉しい

です。 

48 児童館がほしい。 

49 児童館がほしい。 

50 高槻市や奈良市のような、無料で遊べる広い支援センターがあればいいなと思います。 

51 
島本町の公園はつまらない。長い時間遊べる大きい、色々な種類のある遊具を設置して

ほしい、室内で遊べる場所もない。 

52 芝生の多い公園が欲しい。 

53 平日・休日ともに室内で遊べる場所がない。 

54 安全なブランコ(幼児がひとりで座れる)が町内にない。 

55 子どもを十分に遊ばせる広い公園が少ない。 

56 
京都にある「親子のあそび場 ガタゴト」のような、室内で雨天でも暑い日でも遊べるよう

な有料でいいので施設が欲しい。 

57 こどもがボールを使って遊べる場所が少ない。 

58 

未就園児、特にまだ歩けない幼い子が遊べる場が少ない。保育所の園庭開放は週１の

み、ぱんだの家は満室のときが多く平日昼間に過ごせる行き場がない。そのため自宅保

育を諦め保育所入所を早める保護者もいる。屋内で体を動かせる場が常設でほしい。 

59 
マンションばかり建てるのではなく、遊ぶ施設を充実してほしい。遊ぶとなると、高槻や茨

城に出ないといけないので残念に思う。 

60 
園庭開放や子育て支援センターの利用時間を午前中に限らず時間を伸ばして欲しいで

す。また、室内の遊び場を設立して欲しいと思う。 

61 夏場の遊び場が少ないので市民プールを作ってほしい。 

62 

子どもを遊ばせる公園について遊具の数が少なく小規模なものが点在してはいますが、

様々な年齢の子ども達を、思いきり遊ばせられるところが徒歩圏内になく、かつ歩かせる

のも危険な道が多いため、水無瀬駅周辺エリアの環境整備と遊び場に力を入れて頂き

たいです。 

63 島本町は近隣と比べて、環境が整っている方だと思います。 

64 
子どもを安心して遊ばせる広い公園がない。駅付近は綺麗になってもタクシーが少なく

呼んでもほぼ来ないので公共交通機関を使う気になかなかなれない。 

65 公園の遊具を充実させて頂きたいです(バケット型ブランコなど)。 

66 近くに大きな公園がないこと、街の雰囲気も薄暗く感じる。 

67 

それなりに整っているのは図書館、緑地公園くらいで島本町はこれと行って親子で楽し

める施設がありません。緑地公園とて、ちょっとこましな遊具がある程度。プール等子ど

もとのお出かけはほとんどは町外へ行っています。レストラン等が隣接する融合施設や

公園があればいいです。川遊びで賑わう水無瀬川の河川敷を整備してほしいです。（トイ
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レ・駐車場・安全対策・売店など）水無瀬川の川遊びは島本町はやっぱりいいところ！と

感じれる遊び場所です。 

68 遊具等が充実した広い公園。屋内施設を増やしてほしい。 

69 夏の遊び場が少なく町民プールがほしいです。 

70 

球技ができる場所や自転車の練習ができる場所が限られており、自転車はある程度乗

れるようになるまで河川敷まで自転車を押して練習しに行って大変でした。子どもが自由

に活発に体を動かせる公園がもっとあるとよいです。楠の木公園も前は子どもたちがよく

ボール遊びをしていましたが今は禁止されているようで、子どもの姿が少なくなり寂しく

感じます。いろいろと配慮は必要でしょうがそれで公園で子どもが遊べなくなるのはどう

なのかな、と思います。せせらぎ公園は芝生があって過ごしやすくよく利用しています。

川の前に柵がありますが小さい子どもは入りたがるので、どうせ川を作るなら入っても大

丈夫なものにしていただけるとありがたいです。 

71 

公園・遊具を増やしていただきたいです。数年前に引越してきて、公園に行けば歳の近

いお友達ができるだろうと思っていたら(以前住んでいた地域がそうでした)、まず公園に

人がほとんどおらず、驚きました。小学生が走り回れる広さの公園も少なく、複合遊具も

ほとんどなく、どこの公園も同じような単純な滑り台とブランコしかなくて、皆どこで遊んで

いるのだろうと不思議でした。仕方なく未就園児のうちは一幼や保育園等の園庭開放を

利用していましたが、それも月１度あれば良い方で、幼稚園に入るとそれも利用できなく

なります。幼稚園から帰ってきても遊ぶ場所がないので、結局習い事をさせています。大

型マンションがどんどん建設されているのに、どうにかならないのでしょうか。 

72 公園の遊具を整備してほしいです。 

73 桜井台の公園の砂場を囲うなどして猫の糞尿を取り除くようにしてほしい。 

74 公園がふれあいセンター近くにない。 

75 予約なしで気軽に行くことのできる児童館があるとありがたいです。 

76 高槻の安満遺跡公園のような場所が欲しいです。 

77 
遊具がたくさんある公園が欲しいです。真夏、真冬、雨の日でも遊べる児童館をつくって

ほしいです。 

78 

近年の開発で多くの戸建てやマンションが建設され、子どもが増えている中、公園など

の遊べる場所が大変少なくなっていると感じています。マンションの横の公園は、マンシ

ョンの規模から考えると極めて狭く、所狭しと子ども達が遊んでいます。もっと走り回れる

ような広場がほしいと思います。また、ボール遊びのできる公園が少ないことも気になり

ます。例えば大きな小学生が思いっきり投げたボールが、小さい幼児に当たっては危険

です。現状、小さい公園なので、禁止になっていることは理解していますが、それでは小

学生が思い切り遊べるのは緑地公園くらいになってしまいます。運動公園のような、みん

ながのびのびできる広い場所がもっと必要だと感じています。 

79 緑地公園等の遊具ですが、安全性やバリアフリーへの配慮が行き過ぎて、小学生以上
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の子どもが遊んで楽しめる環境が減っていっている気がします。外で遊んでもつまらない

と感じると、体を動かさず家でテレビやゲームばかりで過ごす時間が増えて、心身の発

達に影響があるように思います。 

80 児童館のような、土日でも、雨天時でも気軽に行ける利用できる施設が欲しい。 

81 

新しい住宅も増え子育てに力を入れ行きたい感じはあるが、子どもの遊び場、特に室内

が無い。高槻市になるカンガルーの森のような室内で遊べる場所が欲しい。公園も遊具

も中途半端な物が多く、緑地しか遊べない。上牧方面の公園の方がまだマシ。新しい公

園も広場だけで遊具無しでは行く意味が無いかなと思う。 

82 

遊具がある綺麗な公園をもっと作って欲しいです。園庭開放は利用していますが時間制

限ありますし、いつでも気軽に利用できる公園がもっとあれば嬉しいです。島本町の公園

はどこも古く、小さい公園が多いです。桜井せせらぎ公園は島本町の管轄ですか？遊具

を設置することは難しかったのでしょうか？芝生とベンチと池しかないので閑散としてい

る事が多いです。せっかく広い土地があるのにもったいなく感じます。せめて砂場くらい

あっても良いと思いました。池の管理もお金がかかりそうですね。また、室内遊び場も少

ないです。ぱんだの家や山崎保育園などは利用していますが小さな部屋のため少人数

しか来られません。夏行われていた、ふれあいセンター第二体育室での遊び場が広くオ

モチャも豊富で賑わっておりとても助かりました。あの遊び場を毎日開くのは難しいでしょ

うか？とても良かったので毎日開けてほしいです！ 

83 プールが近くにあれば嬉しいです。r 

84 

他府県などの児童館に行くと室内での遊び場が充実していてほぼ毎日開放されている

ので良いなと思いました。夏休み中などの期間に園庭開放やふれあいセンターでの遊び

場に連れて行きたくても上の子が小学生だと入れないので、乳児から小学生までが天候

に関係なく遊べる環境が欲しいです。 

85 
配偶者が土日に仕事のことも多いので、土日に利用出来る(遊べる)場所があれば嬉し

いなと思います。 

86 遊び場の提供を今より多くできるよう考えてほしい。 

87 
公園が少ない。駅前開発で公園が出来たが、小規模でがっかりした。木々も日差しから

守れるものも少なく、夏場は日差しが危険で遊びに行かせられない。 

88 

東大寺の滝谷公園や緑地公園のように、島本町の西〜中央エリアにも充実した遊具の

ある公園があると嬉しいです。遊具が充実した公園が近くにないので、いつもは高槻や

茨木まで電車に乗って公園に行っています。高槻城公園や、茨木の岩倉公園などに似

た、遊具が豊富な公園があると有難い思うと、よく母親たちで話しています。 

89 

公園に行けない０歳児を連れて外出できる場として、児童館があると嬉しいとも思いま

す。パンダの家などは、１日１時間と決まっている、土日は閉まっているなどの点が利用

しにくい点でした。ふれあいセンター内などに、多数おもちゃのある児童館などがあれば

嬉しいと感じていました。 



 

 
156 

90 
小さい子が乗れるブランコを設置して欲しい。緑地公園の遊具が少ない。もう少し増やし

て欲しい。 

91 

新しくマンション等島本町の人口を増やす取組は感じるがそれに伴い子ども達が安心し

て遊べる環境や広場、遊具も同時に増やして欲しい、また雨の日でも遊べる施設(無料)

を作って欲しい。 

92 

前にも記述しましたが、本当に雨の日でも遊べる場所が欲しいです。小学生向けと未就

学児の子らが分けて遊べる環境が欲しい。芝生敷きのアスレチック遊具がなどの公園。

マンションなども建ってきて、ベッドタウンとして人気の町だと思うので、本当に真剣に考

えて欲しいです。人が増えるわ、遊ぶ所がないわ、保育園入らないわ、では心配でしか

ないです。宜しくお願いします。 

93 

マンションばっかり建てずに子どもたちが遊べる大きな公園を作って欲しい、人や子ども

が増えても遊ぶ場所がないと意味がない！例えば緑地公園の改修、安満遺跡公園のよ

うな施設が欲しい。 

 

■子育て環境の充実について 

1 

遊ぶところもとくになく、保育園にも入りにくく特にいいところがないなと思います。マンシ

ョンなどばかり増えてさらに入りにくくなり住みにくくなるのだろうなと思っています。子育

て世帯への支援もないのでここでわざわざ子育てがしたい！というメリットは一切ないで

す。保育園などを必要としている人が多いのに入園できなかったり入園できても歳の差

があれば料金も結局かかったり。非課税世帯にばかりばらまいていないで子育て世帯へ

の有効な支援を考えて欲しいです。 

2 
同年代の子どもがいる家庭などの繋がりの支援は多く感じておりますが、上の世代のご

家庭からの経験やアドバイスを気軽にもらえるような交流の場などがあれば幸いです。 

3 

保護者の交流できる場が、特に小学生以上になると少ないと感じます。未就園児でなく

ても、そういう場が増えると嬉しいです。色々と同世代の子どもがいる方たちとお話しした

いです。 

4 
引っ越して来て、中々知り合いが増えないため、新たに島本町に住み始めた人向けのイ

ベント(交流会など)があると嬉しい。 

5 
様々な世代が楽しめて交流が生まれるようなイベントが夏祭り以外にもあればいいなと

思います。 

6 

住宅誘致ばかりでなく、せっかく広大な土地があったのだから高槻市の安満遺跡公園の

ような子どもだけでなく親もリラックスして楽しむことができる広大な公園を建設された

い。 

7 

小さいころ（２歳未満）は特に子どもとの世界に閉じこもりがちなので、そのころに無料で

子どもと利用できる施設があり、そこで家庭以外との交流が持てれば、ストレスが溜まり

にくく、子育てしやすいと感じる。 
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8 
育児中、誰も話す人がいなくて息が詰まった。高槻に住んでいた頃はカンガルーの家が

あって助かっていた。島本にも、雨でも子と親が集まれる場所がほしかった。 

9 ぱんだの家的な子育て支援施設を JR 島本駅付近にもほしい。 

10 

現在２小校区に在住しているが平日毎日、島本町で利用できる屋内の子育て広場は、

ぱんだの家のみで距離がありなかなか気軽に遊びにいくことができない。ここ数年で近く

の認定こども園等の園庭開放はかなり充実してきたように感じるが、まだ歩き始めてい

ない子どもを連れて行くのはハードルが高い。ふれあいセンターなどで開放できる部屋

がありそうなのに、そのような子育て広場が町内に１か所しかないことを残念に思う。園

庭開放にはその良さがあると思うが、第一子とコロナ以前に頻繁にぱんだの家を利用し

ていたとき、保育者が保護者の話に耳を傾けてくれたり会話の中で育児相談に乗ったり

という場面が多く見られていたので、本当に子育て支援として重要な役割を果たしている

と感じた。園庭開放では、なかなか保護者同士や保育士の方と話す機会が少ないように

感じた。第二子を出産して、少しずつ遊びに外に出てみようというときに２人を連れて遊

びに行ける屋内の子育て広場が近くになくて家にこもりがちになっていたので子育てがと

てもつらく感じた。 

11 

パンダの家を利用していますが、人数制限があるため利用できないことがしばしばあり

ます。その日の子の状況に合わせて行くかどうかを決めるため予約は活用しにくく、時間

枠も決まっているため、もっと自由に行ける場所だと助かります。できれば 15〜16 時の

時間帯も利用したいです。あと、子育てサロンなどでも地元の方が多いので、移住者は

アウェーに感じることが多いです。内輪で盛り上がっているところに入るのはなかなか勇

気がいります。 

12 

町報に載っているような町の子育てイベントが、ベビーマッサージくらいしかなくて残念。

町内に手形アートの先生がいてたまにふれあいセンターやご自宅で子どもの手形アート

講座を開催してらっしゃったりするので、そういう方の講座を町主催で開催したり、産後に

もっと楽しい講座があると参加したいし、それを通して同じような年齢の子を持つママ友

ができたりして繋がりを感じられると思う。 

13 

子育て世帯への支援などがここ数年で徐々に増えてきていてありがたく感じている。そ

のおかげもあって子育て世帯がどんどん転入してきていると感じる。その分、サービスの

充実がどんどん求められると思う。子どもが増えた分、小さい公園は人で混雑し、小児科

は予約がとれず、屋内の遊び場は思い立った時にはもう行きたい時間の予約がとれな

いか、そもそも開いていない。特に休日の行き場が町外にしかないと感じる。ファミサポ

以外の気軽にパッと使える遊び場や子育ての人手不足を助けてもらえる制度があれば

嬉しい。 

14 
配偶者の帰りが遅く両親も遠方の場合育児をしながら家事をするのがとても大変なので

訪問して家事を手伝ってくれるようなファミリーサポートが欲しい。 

15 ファミリーサポートをもっとわかりやすく、利用しやすいようにしてほしい。例えば、アプリ
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で予約して利用できる等。現在、どうやって利用するかわからないので、利用しづらい。 

16 

2023 年９月に島本町へ引っ越してきましたが、フルタイムに関わらず保育園は２歳児ま

でしか預かってくれる場所がありませんでした。この４月に転園となり環境の変化は子ど

もへの負担になります。都市計画が進みいろいろ取り組みされていることに感謝してい

ますが、ファミリー層の転入数と保育園、幼稚園、小学校、学童等が合っていないと感じ

ています。子どもを預かる施設は先生の経験も必要ですぐに増設できるものではないで

すが、今から小学校も不安です。 

17 自然との触れ合いができる環境整備。 

18 

私自身地元は島本町ではないが、海山川のある故郷で幼少期に育ったので、せっかく

自然が豊かであり、カワセミや蛍がいる水のきれいな地域なのだから自然界の生き物

（危険な生き物食べられるものを含め植物・魚・鳥・動物）の学習機会を増やし、知識や

経験を身につける機会があればなと思います。あれば勿論私も参加します。 

19 

マンション建設が増えるばかりで自然に触れ合える場所が加速度的に少なくなってきて

いる。特に田んぼの消滅が顕著で身近な生物に触れ合える機会が失われている。自然

を切り取って無くしていくのであれば、その代わりに自然の生物等と触れ合える施設を作

って自然体験ができるようにして欲しい（例：昆虫館の建設等）。 

20  

21 

屋内施設や子どもと参加できるイベントなどが豊富にあるとよい。イベントは、参加機会

に限りがあり、すぐに締め切られてしまう。就園までに他の子どもと関わる機会が親子と

もにあると、孤立する家庭や減らせるのではないか。プール施設やキャンプ施設もなくな

り、さらに校庭開放も自由に開放されてないため、児童が放課後気軽に体を動かす機会

が少ない。自由に校庭開放されることで、広く、安心できる空間で児童の運動量確保や

人間関係育成につながる環境が保障されるのではないか？ 

22 

急に仕事を休まないと行けない時や、どんな理由でもこどもが預けることが無料、もしく

は低価格で出来るようにほしい。こどもの送り迎えのサービスも、気軽に出来るようなシ

ステムにしてほしい。 

23 

今は保育園に預けていて、仕事もほぼフルで行っているので特に日中気にならないです

が、育休中の時は１日家に居ることが辛くどこか支援センターはないか調べていました。

パンダの家を利用しましたが狭くなかなか満足した遊びが難しかったです。高槻市のカ

ンガルーの家など歩けるようになった子どもも利用しやすい広場がもっとあればいいなと

思いました。 

24 
大きい公園も児童館もなく、子ども向けのお店や飲食店もなく、子育てに優しくない街だ

と思う。 

25 

子育て支援を後回しにし、マンション等の住宅地だけ増えていく現状に憤りを感じること

があります。公園は多くありますが真夏日や真冬日、雨天等時に遊べる場所が少な過ぎ

ます。現在パンダの家だけです。幼児期にも走り回って遊べるような室内施設の充実を



 

 
159 

熱望します。また、ふれあいセンターの活用をもっと子育て支援に充てて欲しく思いま

す。毎日空き部屋が多いにも関わらず、個人で使う場合に有料となれば誰も手が出せま

せん。プール施設など立派な設備があるにも関わらずもったいないです。以前、ふれあ

いセンターの事務の方に子どもの為の設備は無いか伺ったところ、「ここは高齢者の為

の施設なので」と言われました。雨天時に遊び場の無い子ども達が可哀想です。町全体

の子どもの人口も増えますので、共働き有無に関わらず子どもを預けられる場所室内の

子育て施設を増やすべきです。 

26 

外出時、３人以上の幼い子どもを持つ親は両手では足りない。外を歩くだけでも一人手

を繋ぐことができない。休みの日に公園にも行けない。目が足りない、誰かに手を取られ

ているときに別の子が滑り台から落ちて怪我をする。そんなことならまだ家にいるほうが

危険から子どもたちを守れる。でも家にいれば親子ともにストレスが溜まる。子ども食堂

さえ連れては行けない。もう数年したらこの状況から脱出できるかもしれない。それまで

多子世帯でワンオペしている母親は我慢するしかない。もう少し気軽に安く利用できる制

度があればと思うが、役場も人数の関係でわたしたちのような家庭まで手が回らないの

だと思う。ほんとに虐待や命の危険のある子どもたちを最優先して、助けてあげてほしい

とは心から思います。せめて自分の子どもだけはちゃんと見守ってやりたいと、大きなス

トレスは感じつつも可愛い子どもたちのために頑張りたいと思う。 

27 

公園や遊ぶ場所、図書館など非常に少ないと感じます。学童も満員と言う話も聞きます

し、民間学童の誘致やスポーツジムなど、子どもが習い事で利用できるような施設、商

業施設や子育て世代が交流できるような遊び場の施設があれば、自然と交流が増え

て、悩みを相談したり、街に早く馴染めると感じます。行政の力を持って、孫の世代まで

住み続けたいと思えるような、若者が集まる活気のある積極的な街づくりを希望します。

28 

仕事と子育ての両立ができるか不安。今は保育所に預けているが小学校になれば帰っ

てくる時間も早くなり心配。学童を利用しようと思っているが、17 時半から延長料金が発

生すると聞いたことがある。保育園でも 18 時からなのに早過ぎないか？子どもが風邪を

ひいた時仕事はどうしよう、など不安は尽きない。 

29 

３人の子どもを、近くに親族がいない状況で育てています。基本、子育ては楽しくやって

いるのですが、やはりずっと一緒にいるとしんどくなるときもあります。大人だけの時間も

欲しいと思うこともあります。子育てからの精神的な解放の時間があるととても助かるな

と思います。 

30 

配偶者が単身赴任中なので、例えば美容院に行きたくても、友人と飲みに行きたくても、

子どもを置いていくことはできず、結局行くことを断念せざるを得なくなる。仕方のないこ

とだと思いつつ、ストレスが溜まっていく。親の些細な日常の楽しみを叶えられるような預

かりサービスや見守りサービスがあれば嬉しいなと思います。 

31 
子育て世帯の住む場所(マンション等)は増えていっているが、子育てに必要な物(オム

ツ、子ども服、保育園や幼稚園で必要な物、おもちゃ等)を購入できる場所が近くにない
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ので、そのような物があるお店も増やして欲しいです。 

32 
自然を活かした活動できる場所での地域活動、環境整備（公園など）（子どもが飛び出さ

ないように歩道や柵などの設置）。 

33 

両親ともに実家が遠く、自分の体調不良の時は夫も簡単には休めず、子育てに１番困る

タイミングです。子どももですが自分が体調を崩してしまったら、という不安は常にあり、

気軽に幼稚園の送迎だけなど頼めたらいいのにな、と感じることはあります。 

34 

小学校の校庭開放は親としてもとてもありがたく、子どもも楽しいとよく利用しています。

家にいると動画を見たりして過ごすことが多くなったり、近くの公園も広さが限られるた

め、校庭で好きな遊びをのびのびとできる環境はありがたいです。見守りもしていただい

ており、親としても安心感があります。子どもがもっと小さい時は気軽に天候も気にせず

利用できる児童館のような施設があればいいのにな、と思っていました。新しく施設を作

るのが大変でも、ふれあいセンターの一室におもちゃが置いてある、程度のものでもあ

ればいいのになぁ、と思っていました。今は子どもも大きいので、町内にプールがあれば

いいなと思います。緑地公園は遊具はよく利用していましたが、暑い時期などは遊具も

熱くて使えなくなったりするため、遊べる噴水（JR 亀岡駅前の施設のようなもの）や水遊

びできる広場のようなものがあれば、毎日でも遊びに行きたいです。小さな公園の遊具

を新しく交換して行ってもらっていて、安全面では安心ですが、小さい子向けの遊具が多

いようにおもいます。小学生でも楽しく遊べるような遊具の設置もお願いしたいと思いま

す。 

35 
日曜日に親子で参加出来る交流イベントが有ればよいのになぁ、と思います(家族ぐるみ

で付き合える友達が欲しい)。 

 

■地域医療について 

1 
耳鼻科が大村耳鼻科しかなく、いつも混雑している。体調不良の子どもを連れて行くの

が毎回大変なため、町内に耳鼻科を誘致してほしい。 

2 救急病院が遠い、小児科・耳鼻科が少ない。 

3 

夜間休日診療所が遠く、車しか交通手段がないため、運転できる親が体調不良になると

八方塞がりになる(先日、土曜の夜中に、運転できる父親とこどもが揃ってインフルと胃

腸炎になり高熱が出たが、母親が運転できず、高熱の父親が子どもたちを車に乗せて

運転するしかなく危険だった)。 

4 小児科を増やしてほしい。島本町に小児科の夜間休日の救急病院を作ってほしい。 

5 島本町では、もっとスムースに受入していただける夜間救急が必要だと思います。 

6 小児救急施設の設置。 

7 
子どもが中耳炎になることが多く、耳鼻科がもう一軒あると分散されて待ち時間も減ると

思う。 

8 医療の面で不安が多く、高槻市の病院に通うことが多いので、島本町にはもっとよい病
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院・医院ができてほしいです。 

9 小児科、耳鼻科が少ないので増やしてほしい。 

10 
信頼できる小児科がないこと、小児科や耳鼻科の数も少なく病院へいくのも予約待ちで

大変なこと。 

11 学用品が高槻に買いに行かなくても全て町内で揃うようにしてほしい。 

12 
医療機関(特に耳鼻科等)は患者数に対して少ないと感じるため、拡充していただきたい

です。 

13 商業施設もなく、小児科も少ないので増やしてほしい。 

14 
処方箋対応しているドラッグストアが山崎駅周辺に出来たら有難いです。処方箋薬局が

少なく、かなり待ちます。気軽に市販薬も手に入る環境を揃えて頂きたいです。 

 

■医療費について 

1 医療費助成の拡充。 

2 医療費も、早く無料にしてほしい。 

3 子ども医療費助成を近隣市町村と同じ水準にしてほしい。 

4 子ども医療の無償化。 

5 医療費の無料化 

6 医療費の無償化 

7 

インフルエンザの予防接種について高齢者は 1500 円の自己負担で、子どもは 1000 円

の補助となっています。子どもを受けさせたところでは一回 4000 円だったので 3000 円の

２回分で 6000 円の負担でした。これが子どもの人数分かかってきます。親も子どもにう

つさないようにと予防接種をうけましたが、妊娠中も補助はありませんでした。また来年

度からは新型コロナウイルスのワクチンも無償ではなくなります。まだ方向性は定まって

いませんが、それも含め補助の検討をお願いします。 

8 子ども医療費が他市などでは高校卒業まで対応しているので島本も検討してほしい。 

9 

医療費は０歳から費用がかかり、引っ越してきて一番驚きました。０歳から医療費がかか

る自治体は、めずらい。高校生まで無料にしてほしい。子育てしながら住みやすいと実

感したことはない。 

10 
例えば他の地域のように、医療費が無料になると嬉しいです。１回 500 円はありがたい

ですが、重なると大きいです。 

11 医療費の無償化。 

12 子どもの医療費を無料にして欲しい。 

13 子どもに対する医療費負担の拡充。近隣の市町村より補助期間が短い。 

14 
こどもの医療費が、病院にかかる頻度が多いため負担が大きいです。他の地域では３歳

まで１医療機関につき 200 円で 18 歳まで対象となっているのに対し、他の地域と比べて
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島本町は充実度が感じられません。今後の医療費助成について検討していただきたい

です。 

15 医療費 500 円を高槻市のように高校生まで延長して欲しい。 

 

■病児・病後児について 

1 もっとスムースに受入していただける病児保育が必要。 

2 

子どもが現在３人います。誰かが体調を壊すと保育園を全員休まないといけず、一日中

１人で見ないといけない状況になるため、しんどくなる。体調が良い子は預かってくれる

ようにしてほしい。 

3 
保育園および小学校低学年の子どもが病気のとき、保護者が子どもを預けられる場所を

つくることをお願いしたいです。 

 

■開発について 

1 

マンションや住宅ばかり増えていますが、広い公園や家族で入れるファミリーレストラン

等のお店が増えてほしいです。小学校の運動場が狭いので広くなればいいなと思いま

す。 

2 

子育てには、親子で楽しめる場所が必要です。島本町には楽しさがありません。開発で

便利で素敵になってきました。これは嬉しいです。ですが、住んでみて子育てを楽しむ環

境として劣悪だと感じました。高槻などに行かねば何も楽しめない。雨の日は何をすれば

良いのか。夏の日のプールは移動でほか自治体に行かねばならない。車がないとプー

ルに行けない。花火は駄目、バーベキューは駄目。河川敷は草だらけで異常に汚い。大

きな公園は、あまりに遠い。 

3 

マンションなどがたくさん建設されており、島本町の人口が増えそうな予感がするが、医

療機関や教育施設が今のままだと不安。交通量も増えてきていると感じるが、昔のまま

狭い道も多く子どもを連れて出かけるときに不安を感じる。 

4 子連れで買い物しやすいショッピングモールがあれば良いと思う。 

 

■学童保育について 

1 
第三小学校の児童の増加により、学童が足りなくなる。早めに対策を取ってもらいたいで

す。よろしくお願いいたします。 

2 学童保育の預かり時間の延長、学童保育を充実させて欲しい。 

3 学童の延長時間を６時以降にして欲しい。 

4 

保育所は無償化だが、学校関連について。減免申請をしたが学童費が高い。延長も

17:30 からになっていて間に合わない。アンケートがあったが返答は職員の人数が足りな

いから却下と記載があったが、学童費に加えて延長代も払っていくとなると兄弟もいて倍

になると家計的に大変になる。 
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5 

これから、島本駅前の開発などあり子育て世代がたくさん転居してくると思います。どれ

だけ人数が増えても、希望する年齢(最高４年)まで学童保育を利用できる体制を今から

構築して下さい。 

6 

保育園などの施設の充実化に、小学校の学童保育が同じように出来るのかが不安仕事

上、朝７時には家をでなければならい時の小学生１年生がその時間に学校に登校した

場合など、サービス業での仕事で土日祝日長期休暇などに子どもを預けられるところが

あると助かる。 

7 

小学校に上がった時に学童保育に入れるのかがとても不安です。また夏休みなどの長

期休暇時に給食（お弁当の配給など）などの導入を選択できるようにして頂けるととても

助かります。 

8 夏休み、冬休みの学童利用時の給食制度の導入。 

9 

幼児のうちは、６時〜７時まで一定保育の質が担保された保育所等で預かってもらえる

ので安心できるが、小学校に上がってからの学童保育では、無資格の職員もいると聞く

し、対応に関しても不満を持っている保護者の声を少なからず聞く。学童保育の指導員

への研修や、保育方針をバイト職員にも徹底すること、特別な支援を要する児童に対し

ての増員など、質をあげられるように改善してほしい。 

10 学童保育の利用ができるか不安。 

11 
民間の学童保育が設置される予定と聞いていますが、各小学校からの送迎バスや集団

で移動する仕組みなどを用意してほしいです。 

12 

利用するのはまだ先ですが、学童保育を利用できる範囲を小学６年生まで、預かり時間

も 19 時までにしてほしい。18 時まででは仕事と通勤時間の関係で物理的に間に合わな

い。 

13 

学童保育を小６まで利用させて下さい（長期休暇だけでも）働かないと、教育費を貯めら

れません。でも働いていると子どもを見られません。特に夏冬休みをどうしようかと小５の

壁に頭を悩ませています。助けて。 

14 

小学生になると保育園の一時預かりのように予約すれば安心して預かってもらえる学童

がない(もしくはそのような情報がない)ので不安しかありません。気軽に利用できる就労

はおろか、長期休み中の気分転換もできないと思うと、今から憂鬱な気持ちになる。学童

で児童と接している人材もどのような人たちかわからないので不安。幼児性愛者や子ど

もと接することに向いていないご老人などがいないか不安。 

15 

保育所の待機児童については改善されているが、学童保育については待機が発生して

いるのか全く情報がなく、子どもが小学校に進学してからの働き方の見通しが立たない。

学童保育についても保育所と同様、入所児童数、待機児童数などをホームページに掲

載してほしい。 

16 
マンションが増え、保育所は整備されて来たものの、学童に入れるかの不安がありま

す。 
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17 
夫婦共働きのため、学童保育に入れないと小学校入学後の生活が成り立ちません。整

備拡充をお願いします。 

18 

島本町はのどかな場所で子育て環境としても気に入っております。今後子どもが小学生

になり、職場で時短勤務ができなくなった際に学童保育が小学校６年生まで使えるよう

にしてほしいです。子どもには独りで寂しい思いをさせたくないですが夫婦共働きせざる

を得ない状況です。 

19 
学童保育室を６年生まで使用できるようにしてほしい。特に長期休暇時の学童保育は必

須です。朝から晩まで１人で留守番させるわけにはいきません。 

20 
小学校の朝の預かりの学童もしてほしい。フルタイムが大半になっている中で、小学校

の変化が少なすぎる。今までの規則にとらわれず、柔軟な考え方をして欲しい。 

21 小学校の学童を 19 時、20 時まで預かっていただけるととても助かります。 

22 

学童が４年生までしか使えないので、５、６年生もみんなで安心して過ごしたり遊べる場

所が増えたりすると嬉しい。１人で留守番は出来るが、その生活がいいとは思えないた

め。 

 

■放課後の過ごし方について 

1 
安価な習い事支援（プール、ピアノ、習字などメジャーなもので）、学童卒業後の子どもが

安心して過ごせる場（特に長期休暇）。 

2 

小学校での放課後教育の充実。負担金があっても構わないので、外部から講師を呼ん

で放課後習い事を開催して欲しい(そろばん、習字、英語、体操、ダンス教室など)。子ど

もに教育・運動させる事に興味があるが、両親就労のため送迎など考えるとなかなか時

間が作りづらい。 

3 小学校の近くに習い事ができる施設が充実していれば学童のかわりになると思う。 

4 
放課後も子どもたちが安心して遊べる公園や児童センターなど環境を整えて欲しいで

す。ぜひ子育て世代にとって住みやすい街づくりをお願いします。 

5 
学童が合わなかった時に替えようが無いので、学童以外の放課後の居場所ができれば

良いなと思う。 

6 
小学生の過ごせる室内スペースが欲しい。長期休みだけでいいのでふれあいセンター

の１室や学校の教室を小中学生に解放して欲しい。 

 

■食育・給食について 

1 長期休暇中の学童利用時の給食の提供をお願いしたい。 

2 小学校中学校の給食費が無償化になってくれると、とても助かります。 

3 給食費の無償化。 

4 給食費の無料化をお願いしたい。 
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■情報提供・相談事業について 

1 

以前役場の教育委員会の方へ用事があった際に、子育てに全く関わったことのないよう

な若い方が対応されていて、対応が冷たく感じました。実際私も子育てしてみて、その大

変さを実感したので仕方ないとは思うのですが、親身になってもらえるだけで救われる人

も沢山いると思います。子育ての大変さが分からない人よりも、実際に親になったことの

ある方が対応された方が良いと感じました。 

2 町内で幼児から通わせられる習い事の情報が手に入らない。 

3 １歳以降の予防接種スケジュールの周知。 

4 

以前市の包括支援センターの栄養士に離乳食について相談させてもらったことがあった

のですが、上から目線の対応で少し冷たく感じました。自分が産後で敏感だったのかもし

れませんが、初めての離乳食で困っていたのですが、次も相談に行こうと思わなくなりま

した。 

5 
園庭開放やなかよしランドなど、親子で参加できるイベントが多いのはよいと思うが、内

容や雰囲気が事前に分かりづらい。 

6 

子どものことや仕事で毎日時間に追われているので色々考える時間もないくらいです。

こちらから発信したり情報を探しに行かなくても、支援事業所からの電話やメールや郵便

で届く情報はとてもありがたいです。 

7 
習い事等の情報をどこで得ればいいのか分からない。どこにどういう遊び場(公園)があ

るのか情報提供してほしい。 

8 

ほぼ毎日開いている室内の遊び場（児童館）が島本町にほしいです。時間もいつ入退室

してもよい場所で、子育て相談ができる保育士さんが常時滞在してくださっていると、利

用しやすいです。 

9 

知らない相手や場所に行って「気軽に相談」とは行かないです。通っている保育園や学

校など慣れた場所等で窓口があれば気軽に利用出来ると思います。その他、支援サー

ビス等の申込みが簡単にオンラインで出来たら個々のニーズで利用しやすいと思いま

す。 

10 
保育のある講演会などあれば参加したい。その為の保育士さんの確保。その為の保育

士さんへの手当ての充実。 

11 

島本町の子育て相談を利用して、相談にのってもらったり家庭訪問をしてもらったが、話

を聞いてくれるだけで支援をしてくれる訳ではないので、意味があったのかどうかわから

ない。 

12 子育て支援の HP が見辛く、どのような講座があるか分かりにくい。 

13 
子育て支援のイベント（園庭開放など）は WEB 予約できた方が予約を取りやすい。電話

は電話代がかかるうえ、アクションが増えるため、予約をするのが億劫になりやすい。 
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■産前・産後ヘルパーについて 

1 

里帰りしない出産で、産前産後ヘルパーや上の子の保育園送り迎えのためのファミサポ

を希望した。が、いつ産まれるかわからない(当たり前)いつ必要なのかわからないのでマ

ッチングしづらいと言われ、事務的な手続き中に切迫早産で入院・出産…何の支援も入

らない壮絶な２人育児が始まり大変だった。理由を言わず「今」預けられる環境があれ

ば、３人目も考えるが難しい…。 

2 

産前産後ヘルパーはいい制度で利用したいと思っていたが、体調不良時となっており気

軽に利用できる制度ではないと思ったので利用しなかった。少し頼みたいな、と思った程

度で使えるのであればありがたい。 

3 産前産後ヘルパーの利用可能時間を午後８時くらいまでにして欲しい。 

4 
産前、産後ヘルパーサービスの対象をもう少し広げてほしい。一人だと子どもの世話をし

ながら家事をすることが本当に大変なので１歳を過ぎても利用できればありがたい。 

 

■待機児童について 

1 

２人目の妊娠を希望しています。１人目の際に、保育園の待機問題で２歳まで預けること

ができずに困りました。今後、大型マンション等の増加により、保育園や学童、放課後デ

イサービスが足りなくなることを心配しています。人口が増えてもこれらの施設に余裕は

あるのか、足りないなら具体的な計画案を町民に対して示してほしいです。 

2 

第一子の時、待機児童になり、約８ヶ月も仕事復帰を遅らせざるを得ませんでした。職場

にも迷惑をかけ、とても心苦しかったです。また、職場復帰が遅れたこともあり、第二子を

断念せざるを得ませんでした。その時、コロナが蔓延していたため、外出する場所がな

く、誰とも接触することができなかったことも重なり、非常に精神的に辛かったです。島本

町へ引っ越してきたことをとても後悔しています。 

3 

水無瀬と桜井に新しいマンションがたくさん建ちますが、子どものいる世帯や、これから

子どもができる世帯が増えると思います。第一と第三保育所は何年か前これから子ども

の数が減るからなくなったと聞きました。このまま人だけが増えて預ける場所が足らない

といったことはないのでしょうか？預けにくくなる２人目が難しいのではと考えています。 

4 
待機児童が発生しているときでしたが、今は里山に入ることができ、町の子育て支援に

は満足しています。今後ともよろしくお願いします。 

5 保育園も少なく、待機児童となり、なかなか就業できなかったことを思いだします。 

6 

駅前の開発などでこれから人口が増えると思いますが、保育園や学校などの受け入れ

態勢はできているのでしょうか。今の段階でも希望の保育園には入ることができずにい

ますが、これからもっと保育園に入りにくくなるのではないかと不安です。 

7 

保育園が見つからず、遠方に子どもを預けているため、片道２時間かけて通勤していま

す。島本にも認可外の保育園を作るかもっと保育園を増やしてほしい。待機児童０と聞き

ましたが、全く現実は違いました。 
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8 

保育園、認定子ども園、幼稚園の枠を増やしてくださらないことには、どうしようもありま

せん。京都府の預かってくれる場所まで探しています。民間や地域のつながりがアンケ

ートでもたびたび出てきましたが、それ以前に町で行うことや町立は無理なのですか？

いま、待機の人数が多すぎて町内の保育園で全員を見ることは絶対に不可能にもかか

わらず、待機児童ゼロ人となっているのは不思議です。 

 

■一時預かり・一時保育などについて 

1 

子育てしながら仕事を探すのがとても大変です。仕事を探したいのに子どもを預けること

がなかなかできず困っています。一時保育も何度か利用させていただきましたが、空い

ていない日もあり、また、移動を考えると預かってもらえる時間も短く、相手先との調整も

苦労します。預かってもらえない場合は母のわたしはどうにも動けません。また、仕事が

見つかるまでの求職活動ではなかなか保育所にはいれません。日程調整含め考えるこ

とがとても多く感じ気持ちが落ち着きません。このままで仕事を始めることができるだろう

かと思ってしまいます。仕事も、こどものお迎えを考えると時短を希望することになるので

その点も探しづらいところです。どうしたらいいでしょうか？ 

2 
通常保育はもちろん、一時保育や延長保育は大変ありがたく、これがなければフルで働

けない。 

3 

隣の高槻市では子育て広場にて時間単位で利用できる一時預かり保育のサービスが充

実しているのにも関わらず、島本町ではそのような預かり保育を時間単位でしてくれる場

所がない(ぱんだの家では一時預かりはしていない)。保育園の一時預かりも利用したこ

とがあるが、慣れない園環境で小さな子どもを半日または 1 日預けることが親にとっても

子にとっても負担になった。子育てがしんどいと閉塞感を感じている時に行ったこともな

い園に電話をかけて、初めて会う保育士と話をして予約を取ること自体ハードルが高い

人もいると思った。子育て広場であれば普段から利用できる場所で子どもが知っている

場所で保育者と過ごすことができ安心感がある。また時間単位で預かってくれることがで

きれば、親も用事のある時間のみ預けることができ経済的負担も少ないので利用しやす

いと思う。 

4 一時保育の金額高い、利用回数制限(月３回)が厳しい、利用時間が短い。 

5 
父母ともに祖父母または親戚が近くにおらず頼れる人がいません。ヘルパーや託児所

の事業の拡充(民間業者の誘致でも可)をお願いしたいです。 

6 

就労しているにもかかわらず保育園の４月入所ができず待機児童となりました。年の差

兄弟なので上は中学生の小学生高学年です。教育費がかさむため平日も働かなければ

ならないのに３人目扱いにもならず保育園は入れず、入れても保育料は満額。マンショ

ンばかり増えるのに保育所の数は増えず、小学校はパンク寸前。教育環境が整ってな

いのに人口を増やすことに疑問を感じております。引っ越して来た方の就労状況によっ

ては待機の順番も繰り下げになり希望はなくなります。かといって幼稚園も少なく、立地
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も悪い。マンションを建てる前に子育てしやすい環境を整えて欲しいです。保育を必要と

する中で入所もできず、親子で行く広い屋内児童館もなく、どこで遊ばせ、子ども同士の

遊び方を学ばせてあげればよいのでしょうか。 

7 
子どもの夜泣きにより寝不足で少し休みたい時など、子どもを気軽に預けられる制度を

整えて欲しいです。 

8 

下の子の予防接種の間だけ…、上の子の懇談の間だけ…の様な短時間から(30 分単

位)でも預かってもらえるような預かり場所がほしい。山保みたいに何日も前から予約し

て料金も前払いしてなどは、正直面倒。突発的なことで預けないといけなくなっても、ネッ

トで空きがあれば当日予約ができる、料金もお迎え時に清算という形がいい。 

9 

２歳と０歳の子どもがおります。夫婦そろってどちらの子のときも育児休業（わたしは３

年、夫は１年）を取得していますが、実家・義実家とも遠方のため他に頼れる人がいませ

ん。現在、上の子はゆいの詩の一時保育を利用していますが、月３回だと少なく感じま

す。下の子は年齢的に 2025 年５月までゆいの詩に預けることができません。理由を問わ

ず預けられる一時保育施設を充実させてほしいです。また、夏は気温が高く外遊びが不

安です。雨の日も遊び場に困ります。茨木市にできた「まちなかの森 もっくる」のような、

広い屋内の遊び場が近くにほしいです。 

10 

保育所入所前に、自身の通院で子どもを預けたい時に、近くの保育所で一時預かりが始

まって、大変助かりました！ただ、費用がかなりかかったので、診断書等提出すれば後

日一部還付されるなどの制度があれば嬉しかったなと思います。 

11 
新しい住宅が増えて街に人が増え活性化するのは良いと思うが、子育てのインフラがそ

れに追いついていない。待機児童を少なくすることが、最重要だと思います。 

 

■保育所・幼稚園等について 

1 

国の方針で、だれでも保育園が利用できる制度が今後拡大していくようですが、核家族

家庭では自宅保育の際に親 1 人で子どもと向き合うことになり、それは健やかな子ども

の成長には適していないと思います。子育ての知識や経験もない親が、保育をすべて自

分の責任で担うことは負担が大きいと思います。預けて楽をしたいのではなく、保育のプ

ロに協力して頂きながら子育てを楽しめるような社会にしていけたらいいなと、親になっ

て痛感しています。働きたくても育児で手一杯な状況も、今後様々な公共のサービスが

利用しやすい社会になっていって、自分の意識も変わっていけばいいなと思います。 

2 
新たに島本駅前にマンションができ、先日生まれた子どもが保育園に入園できるのか不

安。町立幼稚園の利用者が少ないと聞くので、保育園か認定こども園にしてほしい。 

3 

とにかく希望する園に入所できるよう環境を整備してください。核家族でフルタイムの共

働きには、隣の駅の園など預ける余裕がありません。(いくら「空いてる保育園があるの

で待機児童０です」と言われても、待機児童の本質的な問題は解決されていないと思い

ます)島本町に憧れてマイホームを建てて引っ越してきた中、２年連続待機児童は厳しす
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ぎます。経済面、サービス面には困っていませんので、安心して働き続けられるよう、希

望する園に入所できる環境を整備してください。 

4 

一時は待機児童ゼロになりましたが、最近ではまた保育園や保育所に入りたいのに入

れない方が増えていると感じます。希望した園に希望するタイミングで入れる事が望まし

い。島本駅西側開発でこれからかなりの人口アップが予想され、保育園はますます入り

づらく、道は渋滞し、三小はパンクするのではと不安です。 

5 兄弟で同じ園に預けられなかった。兄弟加点をもっと高くしてほしい。 

6 

気軽に誰でも保育所を利用できるような体制にしてほしい。条件が複雑であったり入れ

るか入れないか分からない不安が大きくそれが育児にも影響する。保育所が足りてない

のに新しくマンションが次々建ったりしているので下の子が本当に入れるのか今後の不

安が大きい。 

7 
最近新しくマンションや住宅街ができ、希望の保育園に入れないかもしれないのが不安

です。 

8 マンションがたくさん建つのに、保育園の数は増えないのか、とても心配です。 

9 
駅前広場の開発などで大型マンションが誘致され、子どもの増加も予想されるが受け入

れ体制をどう考えているのか不安がある。希望の保育園への入所が困難。 

10 
皆が希望した保育園に入れるようにしてほしい。認可外保育施設に通う方への助成金の

制度を設けてほしい。 

11 保育園をまだまだ増やして欲しいです。とくに１歳での待機児童減らして欲しい。 

12 

来年からたくさんのマンションの入居が始まりますが、保育施設が明らかに足りていない

と感じます。第一幼稚園の３年保育、給食有りにすることで、少し緩和される部分はある

と思います。保育園での平日の行事（入園式）などは、やはり働く保護者にとっては負担

でしかありませんので、その辺は休日にするように統一した方がいい。４月から子ども２

人を保育園入園になりますが、同園は無理で別園になりました。入れればいいという話

ではないと思いますので、保育施設の拡充はこれからも１番に考えるべき問題だと思い

ます。 

13 
二保でのお布団をもっていかないといけないというのは、保護者の負担が大きすぎま

す。 

14 

現在２人目を出産後一年が経過すると１人目の子が保育園を退園させられるシステムに

なっていますが、一歳の到達後の次の４月までは退園しなくても良くなれば、２人育児の

負担が減るなと切実に感じています。そのシステムのせいで２人目を考える時期を遅くし

ようと思っています。どうか変更のご検討頂きたいです。 

15 保育園の入園最低点の開示をお願いします！ 

16 保育園は上の子と同じ保育園に入園できるよう優先して欲しいです。 

17 第一幼稚園の園庭開放を増やしてほしいです。 

18 島本駅近辺にマンションや宅地が増えている分、その近くに保育園を増やして欲しい。
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毎年定員を上回る入所希望者がいる保育園は定員を増やして欲しい。 

19 

現在、島本町ではゆいの詩のみが日・祝日保育をしていますが、常時就労のみしか受け

入れておりません。両親ともシフト制で、常時ではないですが、月によっては全ての日・

祝が仕事の場合もあります。できれば、そういう家庭でも受け入れをしていただける場所

があれば嬉しいです。 

20 
町立幼稚園は立地、保育内容もいいと思います。預かり保育もあるし、３年保育、希望

者全員バス登園にすれば、もっとたくさんの人が来られると思います。 

21 他市町村への働きかけ。例えば、上牧駅(高槻市)近くに保育園を用意してもらうなど。 

22 

現在時短制度を使用して保育園に預けています。２人目を考えていますが、１人目と同

じ保育園に確実に入れるのかなど考えると躊躇しています。希望した月齢で確実に入れ

る制度があれば、仕事をしながらでも安心して産めるのですが…。金銭面ではなく物理

的に預け先が見つからない、保育園に入れても遠すぎて通勤やお迎えの時間が難し

い、小学校に入ってからの夕方の時間や夏休み、などそういう面での心配が多いです。

島本町は自然も多く小さい町だからこそ子育てするのにとてもいい環境なので、今後ま

たより良くなってくれると嬉しいです。 

23 

子どもを認定こども園に預けていますが、先日私が午後からの治療で(不育症治療の手

術の為)子どもを延長保育したいと申し出た時に、就労ではないと厳しいと断られました。

父親はちょうど裁判員に任命され時間を空けられなかったため、家に居る 98 歳の私の

祖母と子ども二人で３時間留守番させた時は、とても心配でした。こども園の預かり保育

は就労優先なのを特徴としているのか、ショックな出来事でした。 

24 

私立園の先生たちにも研修や立ち入り監査などして、園の質の平均化を目指してほし

い。園での習い事などどの園もしてくれると仕事をしながらでも習い事をさせてあげられ

るようになって子育ての負担が減ると思われる。 

25 
町立幼稚園を３歳から入園できるようにしてほしい。島本町は４歳からと知り、幼稚園希

望だったが諦めた。 

26 

保育園へ入りたいタイミングで入れる配慮がほしい。→企業の育休制度が整っても保育

園都合で切り上げなければならない。入りたいタイミングで入れるようにしてほしい。特に

保育園の１歳児クラスからの入園枠を希望する家族は多いと思うので枠を増やしてほし

い。０歳より１歳枠拡充を希望します。 

27 

マンション建設等あり、また保育園が足りなくなるのではと懸念があり、２人目を考えるこ

とに心配があります。子育て世代の先住町民の不安を解消できるような情報を発信頂き

たいです。 

28 保育所の数の拡充。 

29 

島本駅西エリアを中心に、新しくマンションや戸建てがたくさん建つ予定のため、今ギリ

ギリ入れている保育園が数年後待機児童で溢れてしまわないか懸念しております。子ど

もはできたらもう１人欲しいと希望していますが、もし授かれたとしても保育園に入れられ
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なくなるのでは、仕事を続けられないのではと不安です。住居だけでなく保育園も増やし

て頂けるとありがたいです。ご検討のほど、どうぞよろしくお願い致します。 

30 

2025 年度に保育所への入所を考えているが、急激にマンションや住宅が増えているた

め、保育所、幼稚園の定員が足りるか不安です。近年の開発から子育て世帯の増加状

況や、それに合わせた保育所や幼稚園の整備の計画など知りたい。 

31 

ひとり親です。大きく困っている事はありませんが、保育園での「就労以外での保育は受

付ない」の徹底を緩和してほしいです。平日に休暇を取れる就労環境にも関わらず堂々

と美容室にも行けませんし、仕事帰りの用事やお迎え前にスーパーへ寄ることすら禁止

されています。土日祝は就労が休暇日で子どもは保育園には行かず、自分の休暇日に

は必ず子どもがいる為、仕方がないですが自分の事をする時間がありません。 

32 

山崎幼稚園の入園を検討しています。公式インスタがありますが、園児の顔が映りアッ

プされているのが気になります。保護者など申請して認可された人だけが見られるようセ

キュリティをかけるべきだと思います。 

33 

これほど、マンションや戸建てが増えると、保育園が足りるのか、サポートはどうするの

か疑問がある。道の整備もしないと、３小学校の道は狭すぎる。保育園も幼稚園のように

行事をちゃんと行ってほしい。ちゃんと児童が椅子に座り、ちゃんと先生の話を聞ける環

境を作ってほしい。保育園の綺麗さが、違いすぎる。老朽なのも分かるが、差がひどい。

34 開発が進んでいる中、保育園に預けられるのか不安がある。 

35 

第二子を希望していますが、駅前のマンション建設もあり、保育所や学童に預けられる

のか不安で踏み切れません。保育所の建設予定や学童の拡充予定があれば、周知して

ほしいです。 

36 

町営と私立の保育園の質の差があり、私立の保育園も町営の保育園の質に合わせて

欲しいです。私立の保育園に安心して預けられない場合もあります（圧倒的に保育士の

人数が足りないため、保育士さんに疲れが見られます。また児童が保育所から勝手に脱

走しているところも見たことがあります）。 

37 

育休の延長が希望してできないことが不満です。他の市町村では選択可能な地域もで

てきているので、検討していただきたいです。高浜学園をこども園に変更してもらいたい

です。他の保育園より幼稚園寄りの教育が充実しているので、町内の未就学児にもよい

のでは？と感じます。 

38 町立の保育園等の園庭開放の日程をもう少し増やしてほしい。 

39 
育休を一年とって仕事復帰するお母さん方が多いと思うので、保育園の 1 歳児クラスの

入所の枠を増やして欲しいです。 

40 

共働きだと子育てをするのが大変である。共働きで働いて稼がないと生活できない世の

中になっている。親のどちらかが無職だと保育園に預けることができなくなったり、親の

働いている時間によって保育の時間が短くなるのが辛い。先生達の負担も国が考えてあ

げるべきだと思う(給料面や保育の補佐や支援)。 
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41 

産後鬱だったり、子育てに悩み追い詰められた状態で、精神状態が穏やかで無い時に

相談しても、人間関係を築ける状態でないので言葉をすんなり受け入れられなかったり

する。平時の時（何もない時）から関係性を築けるように出来ていると良いなと思う。子ど

もたちの数に対して先生の数が少ないと思う（規定を守っているとは言うけれど）もっと余

裕が持てて平時の時から関係性を築ける余裕と距離感があったら良いと思う。今の保育

園には臨床心理士は配置されてないし、そもそも町とのつながりが薄い。もっと町の子育

て支援が保育園の中にまで行き届いて欲しい。 

 

■保育士について 

1 

保育士さんの職場環境の改善が早急に解決すべき課題だと思います。保育士さんに余

裕があれば、園児への対応ももう少し丁寧になるのでは。国の定める配置基準は今の

時代に合ってないです。また、虐待のニュースが多く大変不安なので全ての園に見守り

カメラを導入してほしいです(出来ればリアルタイム動画。無理なら録画しておいて何かあ

ったときだけ確認する)。 

2 

町営保育所を利用しています。子どものことを考えとても良くしていただいており、子育て

のアドバイスも沢山してくれます。そのような場、人材をこれからも大事にしてほしいで

す。 

3 いつもお世話になっている先生方のお給料を上げること。 

4 保育現場および学校現場の先生方の人数を増やすこと。 

5 

山崎保育園に通っています。兄の時からお世話になっていて、子どものことはもちろん親

の事まで配慮いただき、非常に満足しています。兄は発達に遅れがあり、保育園、役

場、ふれあいセンターではずいぶんお世話になりましたが、理解のある先生方やスタッフ

の方に恵まれ、安心して過ごす事が出来ましたし、今穏やかに過ごせているのは、その

時があったからだと感じています。もちろん次男も喜んで保育園に通っています。島本町

に住んで良かったと思っています。 

6 

保育園、学校も含めて、先生たちの意識の低さを感じます。ある園では、地震訓練のとき

に先生がパニックになり大人が四人も付き添うことになっていた。施設を整備することば

かりにお金を投じているが、人材が全く育っていない。子どもに接する大人の意識を高め

る施策が必要だが、それぞれが行なっている勉強会や研修は知識や概念ばかりの詰め

込みで当人の子どもたちの心身を健全に育てられていない。親も含めて根本的な施策

が必要と感じる。それは、形だけの研修では無理だと思います。 

 

■幼児教育・保育料について 

1 
第二子の保育料減額の対象が現在では第一子が未就学児の期間のみになっている

が、第一子の年齢に関係なく保育料減額にしてほしい。 

2 第二子以降、３歳までの保育料の減額(同時入所でない)。 
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3 
ありがたく保育園を利用させて頂いていますが、利用料の負担がもう少し軽ければ嬉し

いと思います。 

4 
保育所３人目無償化について、全員が保育所へ在籍しているという条件を撤廃していた

だきたい。 

5 
育児休業が取得できる期間が最長２年だが、保育料は３歳クラスになるまでかかってし

まうので、その間の保育料が苦しいと感じることがある。 

6 
保育園料や学童の料金を、「上の子の年齢に関わらず」第三子以降の負担を減らすとい

った支援をお願いしたいです。 

7 

保育園第二子からの無償化、０歳から２歳児の完全無償化、３人目出産したい気持ちが

あっても３歳差以上だと保育料満額に期間が発生する矛盾により出産できない。また、

周りもその現状により２人目３人目を諦める話題によくなる。 

8 未就学児と学童保育の場合も、保育料を軽減する対策をして欲しいです。 

9 

第二子以降の保育料無償化(第一子の年齢に関わらず)、第二子以降の保育園入所の

配慮(物理的に別々の園への送迎はかなりのハードルが高く就労が厳しくなり経済的負

担が高くなる)。 

10 ３人目の保育料無償の制度を小学校、中学校と年の離れた兄弟でも可能にしてほしい。

11 保育料の無償化を希望します(兄弟の年齢に関わらず)。 

12 

４月から保育園を利用させていただきますが、他の市やけんに比べて高いと感じました。

子育てに優しい街とうたっていながらなぜこんなに利用料が高額なのか説明した資料な

どあればと思いました。普通に両親２人フルタイムで働いていたら最高額にいきますよ

ね。無償化になるまで生活出来るかが不安で仕方ないです。いつも親切な保健師さん

達、充実した子育て支援やパンダの家などの施設など素敵な取り組みがあるからこそ島

本町にこれからも住み続けたいと思いますが正直きついです…。一度保育料の見直しを

検討していただけたら本当にありがたいです。いつもありがとうございます。 

13 ０歳から保育料無償化希望、保育園を増やしてほしい。 

14 全年齢保育料無償化。島本町立第一幼稚園の３年保育と給食。 

15 幼稚園などのバス代や給食費等も無償化にしてほしい。 

16 
保育料がとにかく高い為、子どもをもっと欲しくても経済的に限界があります。大阪市み

たいにもう少し充実してもらえたら２人目も考えたいと思っています。 

17 
保育園の保育料以外での費用が園によって差が大き過ぎるのである程度統一してほし

い。早生まれ児童に対する保育園の入園や教育に対する対策。 

18 

過去に住んでいた自治体では、子どもの人数によって一時保育料も変動していました。

上の子は就学していて、下に未就園がおりパートに出るなどの時に有効利用されていま

した。一時保育料の減免があると、多子世帯でも短時間パートに出るハードルが下がっ

ていいのになぁと思います。 

19 保育園０、１、２歳児の保育料無償化。３、４、５歳児の給食費の無償化とまでは言わな
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いが何割か負担などの制度があるとありがたい。 

20 

産後子育てをしていく中で感じた事は育児休業が終わった後経済的に困る事が多かっ

た事です。保育料も高く働ける時間も限られる為働いてもプラマイ０になり２歳までは働

かない選択をせざるを得ず、それでも困難なため少ない利益でも子どもが２歳になって

からは働いていますが、貯金を切り崩していくしかありません。その為、子どもをもう１子

希望していましたが諦めました。少子化はこの問題を解決しなければなくならないと思い

ます。育児休業終了後の保育料無償化を強く希望します。 

21 

保育料の第２子の半額、第３子の無料は保育園に通っている上の子がいなくても生まれ

た順番で全て適用してほしい。第３子が歳が離れると１人目の料金となり負担が大きす

ぎる。無料にしようと思うと歳が離れておらず負担が多い。こんな制度では少子化はなく

なりません。 

 

■療育・障害について 

1 
発達障がい児への理解は、福祉課の職員の方も公立保育所の先生達もとても理解があ

ると感じている。療育施設も複数あり利用しやすい。 

2 

発達障害など、発達の相談・相談機関のしくみや制度を知りたい。制度やサービスを無

料で利用したい。保育園・幼稚園・小学校・中学校ではどのように対応しているのか知り

たい。 

3 学習障害や発達障害児への専門的なサポートサービス 

4 
障害児に対する支援をもっと増やしてほしい。支援学級はあるが、やはり支援員が圧倒

的に足りないと思う。親が安心して預けられる学校であってほしい。 

 

■その他行政サービスについて 

1 

町役場前側からふれあいセンターへの道が不便。交差点から向かうと道が狭い、工事

車両が多い。池の横の道はがたがたすぎてベビーカーで行きづらい。町役場の工事も続

くので整備してほしい。 

2 

島本町役場へ行く時に車がない場合、バスの利用をしたいができないのが辛い。歩いて

行くには遠いし大変。物価高が続き何かとしわ寄せがくる現状、保育料無償化や医療費

無償化、地域クーポンなど暮らしが少しでも潤う政策をしてほしいです。 

3 健診に行くときの送迎。バス停の増加、便の増加。 

4 

ふれあいバスですが、乳児連れは常時乗れるようにしてほしいです。自転車のチャイル

ドシートは１歳からしか乗れず、ベビーカーしか移動手段がありません。住む地域にもよ

りますが、夏場はベビーカーでの移動で熱中症の恐れがあります。 

5 

乳児を連れていてもふれあいバスを利用できないのが意味がわからない。ふれあいセン

ターや市役所が山側にあり不便なので高齢者だけでなく、子育て世帯(特に乳児の間は)

が利用できるようにしてほしい。 
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6 
ふれあいバスにも誰でも乗れるようにしてほしい。箕面のゆずるバスのように、少しお金

をとってもいいから、誰でも乗れて、数が増えたらいいと思う。 

7 

島本町の無料循環バス？は高齢者だけが対称ですが、妊婦や未就学児（同行の大人）

も乗ればとても助かるのにといつも思います。そういうところも子育て支援につながるの

ではないでしょうか？ 

8 
福祉バスの対象を広げてほしい。お年寄りだけでなく、赤ちゃん連れや幼児２人連れも

乗せてあげられるようにしてほしい。 

9 

路線バスが充実すれば有難いです。ふれあいバスがありますが、ご高齢の方、妊婦の

方しか乗れないので、不便と思う時があります。タクシーも少なく、急な移動の時に困る

ときがあります。 

10 

日々の送迎が大変なので、保育所の送迎システムが全国的に普及するとありがたいな

と思います。ベビーシッターさん等を利用すると高額になってしまうので利用できず、車も

運転技術や経済的な理由で購入しておりません。また、送迎システムを導入するにあた

って、安全面でも配慮が必要になってくると思うので、仕組みづくりを徹底しながらの運

営だと安心して利用できると思います。 

11 児童手当を必ず世帯主の口座に入ることを選べるようにしてほしい。 

12 大学無償化。 

13 

医療費無料、税制優遇、保育料の減額、大型商業施設の誘致（日用品や子どもの物に

関する店舗等）、西国街道沿いの歩道の整備、島本駅を中心とした東西への行き来の

利便性向上。 

14 一般不妊治療への助成金制度を設けて欲しい。 

15 近隣自治体に比べ医療費や給食費などの無償化対象が狭い。 

16 給食費等、必要経費の無償化 

17 
子ども医療費助成の対象拡大、給食費の無償化は近隣市との格差を無くすためにも早

期に実現してほしいです。 

18 子育てにかかる費用の支援が１番と思います。 

19 ふれあいセンターの施設利用料が高すぎる。 

20 育児に必要なオムツやミルクなどの費用がかさむので、支援があれば嬉しい。 

21 

それぞれの職場で育休制度の違いがあると思いますが、私の家庭では働き手が１人な

ので育休を取得すると、毎月の所得が 7 割になり経済的に辛くなります。また賞与や昇

給にもかなり影響が出ますので育休を取得するにはかならハードルが高く感じます。こ

の点を補填してもらえるような制度があれば幸いです。 

22 

現在中学生小学生保育園生がいるシングルマザーです。一番上の子が３才のときに島

本町にきましたが自然と触れ合え、公園もあり、のんびりいい空気で成長できたかと思い

ます。子ども三人とも同じ山崎保育園の出身ですが、保育園に育ててもらえたといっても

過言ではないほど一緒に見守り一緒に子どもも私も育ててくれました。経済的支援に関
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しても上を見たらきっとキリはありませんが十分なくらい支援を受けていると思います。同

じく下を見てキリがないのもわかってはいますが正社員で働けている結果、年収判定で

色々な支援が打ち切られて世間の物価上昇のあおりもうけているので正直つらい部分も

ありますが…。 

23 

子育てに対する支援金が他の自治体に比べて少ない。物価の高騰がどんどん進む中、

厳しい。非課税世帯だけへのばら撒き政策はいらないので、一律支援となる政策がほし

い。一生懸命働いた人が何ももらえず、働けない人、働かない人が実質いい思いをして

いると感じることが多々ある。 

24 経済的、経費などの支援をもっと増やして欲しいです。 

25 

他の市町村に比べて子育て世代への経済的な支援が少ないと感じる。低所得者への現

金給付だけでなく、子ども医療費や給食費の無償化、入学用品やランドセル(リュック)の

支給など、全ての子どもが直接支援をうけられるような制度を拡充して欲しい。 

26 経済的支援がお米以外にも現金でしてほしいです。 

27 助成がない(所得関係なしでしてほしい)。 

28 所得制限のない経済的な支援。 

29 
所得制限の撤廃（児童手当や障害者手当等）、経済的支援（所得額による限度額もなく

す）。 

30 所得制限なしの経済的支援。保育園や学童の職員さんの給与、待遇の改善。 

31 

給食費の無償化、長期休暇時の学童保育室での給食提供、医療費助成の無償化をお

願いします。共働きでの子育て環境はかなり厳しく、毎日の負担で心身ともにクタクタで

す。自治体での支援、就業企業での支援と双方でしていかなければ、子育て環境は良く

なりません。低賃金、時短勤務でさらに削られ、何のために働いているのかわかりませ

ん。 

32 

待機児童が多い。18 歳まで医療費制度を拡充。低所得、非課税に入らない、中間層も

生活が苦しい。ちゃんと税金を払っている、子どもの数も多い、頑張って働いているの

に、かつかつであるので。平等になるように給食費を無償化にするなど、子どもを平等に

給付してほしい。 

33 

やっと子どものインフルエンザの助成はされたが、子育て世代がこれからもっと増えてく

るのに、子育て世代に向けた支援や助成があればいいのに。大阪府のおこめ券はとて

も助かった！みずまろくんの券は子どもオムツを帰るところがダイエーしかないのに、ダ

イエーで使える券は少ししかなかった。調剤薬局はあるけど、大きなドラッグストアがない

し、必要なものを買えるお店が少なく、みずまろくんの券では生活は潤わない。 

34 

男の子ばかりなので女の子がほしいと思っても経済的にも厳しいと思ってしまうので、経

済的支援かつ、社会的理解が得られなければ子どもを増やそうとは思えない。子ども

が、増えれば教育資金も生活費も嵩むので躊躇してしまうので、そうした負担が減らされ

る支援があればもう１人と思える。 
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35 

産休、育休、時短勤務と女性側の給与が減っていく中で保育料やミルクおむつなど必需

品の出費でこれ以上子どもを産む事は経済的に無理だなと思います。少子化と嘆く割に

働いても、働いても税金にもっていかれ子どもとの時間を作りたいのに働き続けないと子

どもにお金を残してあげられないという矛盾点。支援金などのお金もありがたいですが、

一時的な金銭のばら撒きよりも継続した保育料の減額や子ども用品の援助などの方が

子育てしている身からするとありがたく感じるかと思います。とにかく保育料が高い！子

どもを夕方まで預けて…、一体なんのために働いているのか分からなくなってきます。 

36 

子どもにかかるお金を町で支援してほしい。保育料無料や、おむつ代補助、給食費無料

など明石市や東京など他の自治体でやっているような子育て支援を積極的に取り入れ

て欲しいです。 

37 

島本はとても住みやすいと感じています。妊婦健診の補助は大変手厚く助かりましたの

で感謝しております。子どもの医療費完全無償化、保育無償化の拡充や、紙オムツの支

給などの子育て支援があれば、より助かると思います。ぜひ兵庫県明石市の事例を参

考にしていただきたいです。島本駅や水無瀬駅近辺に保護者のリフレッシュ目的の一時

預かり可能な保育所・託児所があればいいなと思います。新しいマンションや住宅も建ち

これからまた子どもも増えると思うので、ますます活気が出ると思います。今後もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

38 
マンション増加に伴い、今後の人口増加で子育て世帯が増えることが見込まれます。保

育所や学童保育室における充実（待機児童がないように）対策を検討されていますか？

39 
三島地域で島本町だけ医療費や給食費がかかる問題を早期に解決して欲しい。子育て

にお金がかかりすぎる。高槻市に住めばよかったと後悔してさえする。 

40 

島本町は子育てがしやすい環境だと思いますが、金銭的な援助がもう少しあればいい

のになぁと思うことがあります。医療費無料、おむつなどの支援もあると、島本町に引っ

越したいとおもう人や、二人目も考えてみようと思う人が増えるんじゃないかなと思いま

す。 

41 

４月に子どもが産まれ、７月に島本町へ引っ越してきました。赤ちゃんを連れて出かける

と声をかけてくださったり荷物を持ってくださったりとここは暖かい方がいっぱいいらっしゃ

いますね。毎月の島本町の広報誌を見ていると、要介護高齢者の紙おむつ助成がある

ことを知りました。赤ちゃんも紙おむつは毎日たくさん使うので、赤ちゃんへの助成もある

と嬉しいなと感じました。 

42 

子育てするのに、支援が少なすぎる。将来税金を納める子ども達にもっと投資するべき

だと思います。生活保護を受けるハードルをもっと高くするべきです。支援が少ないこと

により、子どもを産む人が減ったり、２人欲しいが１人育てるのでいっぱい、いっぱいな方

も沢山いらっしゃると思います。妊婦健診なども 500 円にして頂きたいです。10 ヶ月間大

変な思いをして出産するのに、大金がかかる意味がわかりません。 

43 妊娠出産だけでも大変で産まれたあとはもっと大変。育てるのは親。経済的な支援、精
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神的なサポートがあればもう少し頑張れる。教育を受けさせてあげるのにお金がかかる

と不安があるだけで子育てを少し楽しめなくなっているのではないか。 

44 

明石市のように先陣をきって少子化政策をしている自治体が日本にもあるので、そちら

を手本にして頂くのが１番かと思います。子どもが体調を崩しても、気持ちよく休めない。

子育てにお金がかかるので働かなければならない。そんな日本の労働、経済環境がそ

もそもおかしい。親も子も、弱っている時は寄り添っていたいものです。それに対しての

政策をあれこれ考えたり、更に充実させることよりも、シンプルに税金を見直していただ

きたい。子育ての環境は、入園出来ている時点で充分ですし共働きのため、しんどい時

や困った時は個人のベビーシッターなり、家政婦なり雇って乗り切っています。そして食

洗機、ルンバ、ドラム型洗濯機、ネットスーパーやミールキット、チンのみの配食など導入

し家事の時間を短縮、家族との時間をお金で買っています。私と主人はどちらも３きょう

だいです。まだ 20 代ですが、今後の増税や世界情勢を考えると１人の子どもを守りきる

のが限界です。本当は３人欲しいですが、一人っ子で我慢が現状。その代わりに教育へ

の投資は惜しまない。他の家庭よりは家族での娯楽も楽しめていると感じています。もち

ろんうちはうち、よそはよそ、と承知しています。一意見としてご査収ください。 

45 

福祉バスなど高齢者優先の事業が多いなと思います。元々高齢者の方が多く、最近子

育て世帯が増えているのでしょうがないのかなと思っていました。他市では子育てクーポ

ンを配布していたりと色々良いなと思う事業があるなと思ったり、茨木市に最近できた施

設が島本町にもあったらいいのにな、と思います。 

46 
日本版 DBS をいち早く導入し、子どもと関わる人員に性加害歴のない方が採用されるシ

ステムを構築してほしいです。 

47 
性犯罪を犯した方がまた塾の教師や学校の教師にならないで欲しい。子どもを犯罪に巻

き込まないで欲しい。 

48 
図書館の拡充を希望します。敷地や所蔵点数の拡充を望みますが、少なくとも近隣市町

村の図書館の取り寄せができると移動の負担なく絵本を借りられて有難いです。 

49 

図書館に英語の児童書が増えると嬉しく感じます。英語に力を入れているとのことです

が、図書館には英語の絵本があまりなく、他エリアの図書館を利用することが多い現状

がございます。今後子育て世代も多く増えると思いますので、多くの子ども達が安心・充

実した環境で成長していけるよう願います。ご参考にしていただけますと幸いです。 

50 図書館が狭すぎて本が少なく、また、小学生〜高校生が自習できるような場所がない。 

51 図書館が遠い。最後の坂がきつい。水無瀬駅でせめて返却だけでもしたい。 

52 図書館が坂の上に一つしかなく行きづらい。 

53 図書館の出張所を水無瀬駅近くにつくってほしいです。 

54 移住者が多くなるに連れて、町が変化することの不安。 

55 子どもが安心して成長できるように自然と都市化の調和のとれた開発を進めてほしい。 

56 自分も含めた社会全体の子育てに対する意識改革を進めることが、より子育てしやすい
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環境を作るのではないかと考えます。自分自身が子どもを持つまで知らなかったことが

いっぱいありました。子育ての中でこれまで感じたことのない困難やストレス、これを少し

でも経験する機会を若い世代の方にも持ってもらうとか…。例えば、欧米では社会問題

に関する意識が高いですが、背景には子どもの頃からのボランティア活動があるそうで

す。強制するわけにはいかないですが、もし町でもそのような機会を作ることができれ

ば、世代性別を超えて、社会全体での子育て、の一助になるかもしれませんね。 

57 

島本町は子育てを蔑ろにしていると日々感じている。公園が少ない。狭い。ボール遊び

ができない。もっと大きな公園を増やしてほしい。プールが無い。住宅の増加に対する考

えが浅く行動が遅い。買い物、医療機関、その他様々なものが不足していると感じる。駅

のエレベータのボタンを修理するのに１年もかけるのは手抜きだと感じる。魅力的な自然

を破壊して減らしている。線路沿いの木を切り倒したことで騒音が悪化した。 

58 

子育て世帯が急増する島本町において、ニーズ量算出が非常に難しいと思われます。

人口推計が肝になりますので、多くのシミュレーションのもとプランの作成をお願いしま

す。あと、職員が島本町に興味がなさすぎる。 

59 
現在開発が進み、人口増加が見込まれますが、せっかく引っ越してきても、がっかりする

ことがないように、今後の予測をもっとたてるべきだと思います。 

60 

まちづくりの計画性に疑問を感じる。立て続けに大型マンション、宅地開発がされている

が、子どもにたいするインフラは急な人口増加、現状に対処できないのではないか。また

公園など公共の憩いの場所が足りていない印象。 

61 

新しい住宅が増え、何も政策を打たなくても人口が増えるので大丈夫と思わずに子ども

たちが安心して暮らせる街づくりをしてほしい。その為に、サービスの充実をはかるだけ

でなく、子育て世代への実質的な暮らしが楽になる税制優遇や物資の支援を行って欲し

い。 

62 

島本町は、高齢者に対する対策や制度が優先的になっていると感じます。マンション等

最近増えていますが、新規の家族や子どもたちが増えてくることに対して、遊び場や小

児科の確保、考えているのかもしれませんが、対応が目に見えてこないので、もっと発信

をお願いします。他に、若い方の意見も取り入れて行くようにしてもらいたい(町の高齢者

の方の意見が優先されていると感じます)。 

63 

この町は自然が多く、公園も多いため、子育てする環境としては最高だと思います。その

おかげか、我が家も含めて、３人以上の子どもを育てている家庭も多く見受けられます

が、今の各種制度は、多くの子どもを育てたいと思わせるものではなく、少子化を更に進

めたいのかと疑うようなものばかりです。収入に関係なく、子どもの数に応じた経済的支

援が得られるような制度がこの町にあれば、更に多くの子育て家族がこの町に移住して

きて、町が賑わうと思います。 

64 
うちは双子なので、横型ベビーカーでは行けない店や場所がいくつもあった。今は改善し

ているのかわからないが、数年前はタクシーを呼んでもこの地域は対象外で、定期検診
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に行くために夫に休んでもらっていた。夜間救急病院も高槻まで行かないといけないの

で、運転できない身としてはとても辛い。今流行っているお家にドクターが来てくれるアプ

リ等もあるが、例に漏れず島本町は対象外。これは町に言うべきことではないかもしれま

せんが、ひとり親、もしくは多子世帯なら絶対便利だと思うので、利用できるようになれば

とても嬉しいです。 

65 

人口増加で保育所や学校のハード面とソフト面の両方が足りていないのでは？と思いま

す。今後、減少の一途をたどるため増やすのとも難しいかと思いますが、よりよい教育環

境や支援があればありがたいです。 

66 

人口増による公立小中学校への影響はどのような状況、見通しでしょうか。急に校区を

変更する等はないようにしていただけますよう、お願いいたします。また小学校における

学童についての状況はいかがでしょうか。保育園のように増やした、という話を聞きませ

んので、こちらにも支援頂けるとより良いのではないかと思います。 

67 
今後もマンションが多く建てられる予定だが、保育所、小学校、遊び場などが混雑したり

利用できなくなることが心配。 

68 

JR 駅周辺で町の再開発が進んでいますが、急激に人口が増えることによって学校やス

ーパーなどの施設が窮屈、不足することを心配しています。また再開発とも関係するか

もしれませんが JR 駅の線路の南北を横断する手段が少ないので不便です。 

69 

ふれあいセンターや町立幼稚園など公的施設に空き部屋があるにもかかわらず、その

ままで活用できていないように思います。室内の遊び場は民間保育園が運営しています

が、島本町が運営しているものはなく、また民間保育園の遊び場は JR 島本から阪急水

無瀬駅の間にある所が多く、私の家からは遠くて利用しにくかったです。若山台や百山

などの小さな子ども達はあまり行き場がありません。夏場はふれあいセンターは予約制

でおもちゃで遊ばしてくれたり工夫もありますが、予約もすぐいっぱいになりなかなか参

加したくてもできません。部屋があるのであれば常時、開放して活用していくべきだと思

います。また、ふれあいセンターのプールについても障がいのある方や老人のみでプー

ルがあることすら知らない人もいました。もう少し市民に開放してはどうでしょうか？ご検

討よろしくお願いします。 

70 

マンションなどが多く新築されているので、これから保育園に入りにくくなるのではないか

と不安です。ふれあいセンターの中の一室をいつでも子どもを遊ばせられるような部屋

にして頂けると嬉しいです。 

71 

妊娠中突然出血したことがありすぐに病院に行かなければならいことがありました。しか

し、夫は出張で出ておりタクシーを呼ぼうと連絡をしたのですが１時間後と言われどうし

ようもなく歩いて行くと切迫早産と診断されそのまま点滴入院で３ヶ月しなければならなく

なった。すぐにタクシーが来てくれる町だともっと安心して暮らすことが出来ると感じた。 

72 
茨木市から昨年引っ越してきました。茨木市の住んでいた地域では子育て広場などが自

宅の歩ける範囲内に 3 箇所ほどあり、生後数ヶ月から毎日通うことができました。慣れな
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い育児の中で我が子も私自身もいい刺激となり、いい時間が過ごせていたと思います。

島本に引っ越してきて毎日通える広場のようなものはなさそうだったのでこれから子ども

ができた時どう過ごそうかなと少し不安です。島本町はいいところだと思いますが、子育

てに限らず、町民サービスが近隣の市に比べて劣ると思います。将来子どもが大きくな

った時に格差が出ないよう、子育てサービスの拡充を望みます。 

73 

隠れ待機児童が多いにも関わらず今後マンションが林立する予定。保育施設や学童保

育を充実させて欲しい。このままでは退職を余儀なくされる。児童館などの常設の子ども

の遊び場がないことにとても困っている。暑い夏や雨の日は図書館の絵本コーナーくら

いしか行くところがない。新設が難しいなら、高槻市と広域連携し、高槻市立の施設を使

えるようにして欲しい。都度利用料は払えます。 

74 

産後病院を退院してからホテルのように泊まって育児を教えてもらう施設を作って欲し

い。初めての子育てで１週間程度で退院しないといけないので、家に帰ってからの不安

が大きく、子どもを産むのを躊躇してしまう。また産後も家に定期的に来て手伝ってもら

えるサービスが欲しい。また子育てにはお金もかかるので金銭面の補助、またファミリー

層で住める賃貸を安い価格で提供してほしい。 

75 

ひとり親のため家事を一人でやっています。また、24時間勤務で、週２回の生ゴミが出せ

ないことが多々あります。衛生的にも良くないことはわかっているのですが、溜まってしま

います。子育て世代用の 365 日利用できるごみ収集場所が駅近にあると助かります。 

76 水無瀬緑地公園の再整備がいつまでも終わらない。 

77 緑地公園に授乳室、清潔なおむつ替えスペースを作ってもらえると助かります。 

78 

ふれあいセンターの女性用トイレに赤ちゃんのおむつ替え台を設置して欲しい（腰が座る

前の赤ちゃんを抱っこ紐でふれあいセンターに連れて行った際、私がトイレを使えなく

て、困りました）。 

 

■その他 

1 

小学校によって建物の古さが違い、校区の分け方人数に偏りが出ないよう見直しが必要

ではないかと思う。第４小学校は校舎が新しく人数も多いが、第１小学校は古いのでもう

少し均等にすべきだと思う。 

2 
青葉３丁目は第二中学に通うことになっていますが、遠すぎます。西国街道で分断した

のかもしれませんが、第一中学校が通いやすいです。 

3 

青葉三丁目に住んでいる者ですが、中学校区を第二から第一に変えてほしいです。青

葉では三丁目だけ第二中学校区ですが、明らかに第一中学の方が近いです。第二中学

校にお聞きしたところ、自転車通学は認められているようですが、それでもかなり距離が

あるため、安全面や通学意欲の面から考えても、徒歩ですぐにいける中学校へ行けると

安心です。校区の分け方には何かこれまでの経緯があってのことと思いますが、青葉三

丁目だけ第二中に行くには踏切を渡る必要があり分け方が不自然に思えます。島本駅
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西エリアに新しくマンションや戸建てがたくさん建つと思うので、学校区を変更しても第二

中学校の人数が減る心配はないかと考えます。子どもはまだ未就学児なのですが、今

後のためにも何卒ご検討お願い致します。 

4 
桜井から第一中の方が距離的に近いのに、学区が第二中であることに納得しきれませ

ん。中学受験して町外に出る選択肢も考えています。 

5 島本高校なくなるとのことで、通学どうなるか気になる。 

6 育児中の人向けの再就職（正社員、パート問わず）面接会などあるとありがたいです。 

7 

学校 PTA や保育園のそれに似た組織は、強制的に役員にさせないとだれもやりたがら

ず、内容も絶対に必要なものは少ないため、必要ないと感じる。フルで勤務している母親

が多いのに、平日昼間に学校に集まることには無理があり、母親ばかりに負担が行き理

不尽である。 

8 

保護者の仕事に影響がないよう、登校時の旗当番を親ではなくシルバー人材センターの

方にお願いしたい。かなり切実です。このために仕事に間に合わず遅刻が続くと会社を

辞めざるを得ないです。何卒ご検討下さい。 

9 

アンケートを取っていただきありがとうございます！小学生以降の働く保護者の負担軽

減施策→旗当番を保護者以外で持ち回り、夏休み学童への給食導入等。島本は都会に

アクセスしやすく、自然が多く子育てをする住居環境としてとても気に入っています。子育

てはずっと続く物であり、乳児への対策だけではなく、小学生に上がった以降もちゃんと

仕事との両立ができる見通しが立たないと更に子どもを産もうという考えにはならないた

め、上記について検討していただけると大変ありがたいです。 

10 このアンケートの量が多すぎる。 

11 

とりあえず答えましたが、そもそも目的に沿った内容なのかに疑問が残ります。課題が多

岐に渡るのは理解しますが、町民に聞く項目は絞るべきだったのでは。町が計画してい

ることの基本方針を理解した上で答えたかったです。私が情報取得できていないのなら

ば申し訳ありません。 

12 

定期的な質問･回答の実施とアンケート結果の公表。それに伴って、実現率や出来なか

った出来ない事のお知らせもあれば、一方的ではなく、不満もためにくいのかなと思いま

す。 

13 

大型マンション建設など、むやみに人口を増やさないでほしいです。広い道路など環境

整備が間に合っていません。学校も児童が増えすぎると子どもたちにストレスがかかりま

す。企業の誘致のほうがましではないでしょうか。 

14 
宅配の食事サービス（ウーバーイーツ等）が利用できない、飲食店が少ない、タクシーが

つかまらない、という環境を何とか改善してほしいです。 

15 ウーバーイーツのようなごはんを宅配で持ってきてくれるサービスがあると嬉しいです。 

16 島本町は子育てしにくい場所だと思います。 

17 経済支援と古くから住まれている高齢者の方々の理解を深めて頂きたいです。 



 

 
183 

18 とくになし 

19 特にないです。 

20 現在の環境に満足しております。 

21 いつも地域の子育てサロンや支援施設に助けられています。ありがとうございます。 

22 

高校生を島本町で育てましたが、非常に育てやすい町だと思いました。保育園も入りや

すく、学校も少人数クラスもあったり、手厚く指導していただいたと思っています。地形

柄、移動範囲が東西しかないので、（北は山、南は川）習い事の選択肢が少し少ないな

と思ったことはあります。 

23 

いつも子育て支援に手厚く考えてくれる島本町に感謝です。島本だからひとり親でも楽し

く過ごすことができていると感じます。ありがとうございます。これからも住民税たくさん納

めます！ 

24 島本町の色々な子育て制度にお世話になっております。ありがとうございます。 

25 このような、子育て世代の声を聞く機会を設けていただき有難うございます。 

26 色々、要望を書かせてもらいました。少しでも反映されることを願っています。 

27 

子育てと仕事の両立にいつも悩みながら必死で毎日を過ごしてきました。色々な支援も

充実してきていますが、やはり経済的な余裕が心の余裕であり、子どもが安心して満足

に育っていってくれるためには、経済的な我慢をさせることなく（親は我慢したとしても）、

たっぷりお金をかけてでも育てたいと思っています。 
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記述形式の回答 
 

【小学生児童】 
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■設問における「その他」の記述内容 
 

 

■問５ 

1 児童養護施設の児童指導員 

 

■問６ 

1 児童養護施設の職員 

2 母と祖母 

3 両親、祖父母 

 

■問７ 

1 近くにすんでいません。 

2 兄 

3 兄・姉 

4 児童養護施設 職員 

5 叔母が近くに住んでいる。 

6 叔母と住んでいる 

7 二世帯 

8 父が単身赴任中なので、母と一緒に住んでいる。 

 

■問８－１ 

就労時間帯 

＜父親＞ 

1 Restaurant  

2 早朝・昼間の就労。 

3 昼間・夜間の就労と土日のみ帰宅の出張が月の内ほとんど。 

 

＜母親＞ 

1 自営 

2 自営業だが、家での作業のため、やれるときにやる。 

3 早朝・昼間の就労。 
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■問８－３ 

＜母親＞ 

1 育児から離れるため。 

2 子どもがやりたいことをさせてあげたいため。 

 

■問９－２ 

1 

両親共に自宅兼店舗で就労しているため、いつも子どもの身近な距離にいるが、店にか

かりっきりで全く様子も伺えないことが多いため、長期休暇の時期にかぎり利用してい

る。 

 

■問９－４ 

1 ５年生以降の利用を可能にしてほしい。 

2 ５年生以降もやって欲しい あと一年しか猶予がなく、退職しないといけないのか、不安 

3 
引き継ぎもあるし、突然辞めるわけにはいかないし 校庭開放にもいかないし、友達もあ

まりいない。 

4 ５年生以上の利用（長期休み中は特に）。 

5 ５年生以上も利用させてほしいこと。 

6 ６年生までの利用。 

7 おやつのバリエーション。 

8 お稽古活動 

9 スタッフの質の向上・ 

10 
そろばん教室、公文 英会話など希望者のみでも実施して頂けると、安心して仕事ができ

ます。 

11 衛生面 

12 延長料金の日割り。 

13 夏休み、春休み等の長期休暇利用のみの学童保育料の設定が欲しい。 

14 学習の指導。 

15 学童費を安くしてほしい。 

16 学童保育の先生の待遇向上。 

17 希望者へ長期休暇中の昼食の提供。 

18 子供が学童に行くことを嫌がっています。 

19 指導員さんの待遇向上。 

20 指導員への待遇改善。 

21 手続きの簡素化。 

22 先生方には本当に良くしてくださっています。 
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23 
地域で行っているように、途中で習い事へ行き戻っても良いなど臨機応変な対応をしてく

ださるとありがたい。 

24 昼食の提供。 

25 長期休みに昼ごはん提供してほしい。 

26 長期休みの昼食提供。 

27 
長期休みの利用料が２ヶ月分徴収されるなら納得いかない 日割り計算を強く希望しま

す。 

28 長期休み中の給食制度の取り入れ。 

29 長期休暇の開室時間を７:００か７：３０など早くしてほしい。 

30 
長期休暇の際、お弁当を注文できるようになれば本当にありがたいです 以前学童の役

員の保護者からそういった話が出たのですが、コロナと重なり流れてしまったので…。 

31 長期休暇の時の給食や注文弁当など。 

32 長期休暇時のお弁当の導入。 

33 
長期休暇中、お弁当の注文をさせてほしい。夏休みなど特に長く、負担が大きいのと、食

中毒にも気をつかう。 

34 長期休暇中の給食。 

35 長期休暇中の昼食（給食や弁当）。 

36 長期利用の際のお弁当提供。 

37 保育料の減額。 

38 毎年声を上げているが 5 年生以上の受け入れが「人員不足」を理由に話が進まない 

39 有料でよいので習い事をさせたい。 

40 利用の有無、帰りの時間等について、アプリ等の連絡システムを整備してもらいたい。 

 

■問９－５ 

1 ５.６年生は、長期休暇だけでも学童保育室に入室ができたらと思います。 

2 お友達と自由に遊んでほしい。 

3 夏休みだけ預かっていただけるなど、休み時だけでも対応してほしい。 

4 夏休みなど長期休みの時に利用したい。 

5 
学童に行ってもらえると安心だが、友達も行かなくなり嫌がってまで行かせるのは難し

い。 

6 
学童を長期休みだけでも利用したい（小６が現実的ではないならせめて５年生の春と夏

休み）。 

7 居場所がないために、習い事を増やしたり、塾に行かせることになる。 

8 ５年生以降も長期休み中だけ適宜利用させたい。 

9 行動範囲も広がると思われますし、また両親がおおむね自宅にいますので、好きなよう
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に過ごしてもらおうと思います。 

10 
子どもが留守番可能であれば留守番してもらいたいが、鍵のかけ忘れがある等、防犯上

難しいかしければ学童に行ってもらいたい。 

11 子どもの意思を尊重したい。 

12 子どもの自由に過ごせばいいと思います。 

13 
子供の居場所が近くにあれば。人権文化センターも、里山こども園の隣も、江川からだと

遠い。 

14 
小５以降、放課後は数時間の留守番でなんとかなるが、長期休みは朝から１人なので、

その期間だけでも学童の利用が出来ると助かる。 

15 地域が安全であれば友達と公園で遊ばせたい。 

16 長期休暇（春休み、夏休み、冬休み）の利用は５年生以降も利用できるのが理想です。 

17 長期休暇だけ学童保育室を利用したい。 

18 長期休暇のみ６年まで利用したい。 

19 長期休暇のみ利用できたら嬉しい。 

20 長期休暇の時だけでも６年生まで利用できるようにして欲しい。 

21 友達と遊んでほしい。 

22 両親就労家庭にとっては必須の課題です。 

 

■問９－６ 

1 12 歳 

2 ４年生までしか利用できないため。 

3 ５年だから。 

4 ５年生で入れないので。 

5 ５年生なので対象外。 

6 ５年生なので利用できません。 

7 ５年生になった為、学童は卒業した。 

8 ５年生になり、利用できなくなったから。 

9 ５年生の為、利用出来ない。 

10 ６年だから。 

11 ６年生だから(４年生まで利用していた)。 

12 ６年生のため。 

13 ６年生のため対象外のため、低学年の時は利用していました。 

14 ６年生は利用できないため。 

15 ６年生以上は入れない。 

16 もう６年生なので学童に行かなくても大丈夫だから。 
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17 育休中のため退室した。 

18 育児休業休暇取得中に伴い、退所となったため。 

19 一人で留守番できる為不要。 

20 過去利用していました。 

21 
学校がある時期は子供の帰宅までに仕事が終わりますが、夏休み等は就労時間が足り

ず、子供を留守番させるしかない状況です。 

22 学校にいかない選択をしています。 フリースクールにたまに通っています。 

23 学童が４年生までだから。 

24 学童が四年生までの為、秋よりならし時間。 

25 学童が利用できない学年になった。 

26 学童の対象から外れている為。 

27 学童保育が４年生までのため入室。 

28 出来ないため。 

29 

学童保育は４年生までが対象で高学年は利用することができない また、帰宅時の見守

りがなく、近隣の子供が他にいないと１人で暗い道を帰るのが怖いと子供から相談を受

け、小学２年で利用を諦めた。 

30 学童保育室が４年生までのため。 

31 学童保育室の該当年齢ではない。 

32 学童保育室の対象年齢ではない。 

33 学童保育対象外の年齢のため。 

34 学年が対象外だから。 

35 
四年生までしか利用できない原則だったから。父母ともに働いているが、今は一人で留

守番させている。 

36 姉がいて、１人じゃないので。 

37 子どもが公立の学童に行くのを嫌がったため、近隣市の民間学童保育に行っている。 

38 子供が学童を嫌がっており、一時的に利用を中止している。 

39 子供が帰って来るまでに帰宅するから。 

40 子供が行かない選択をしたため。 

41 子供が行きたがらないから。 

42 子供が小学５年生のため、学童に入所できないため。 

43 子供の帰宅時間には間に合うから。 

44 子供の年齢が、対象年齢ではなくなったため。 

45 支援学校に通っているため。 

46 支援学校に通っているので、利用できない。 

47 児童発達支援放課後デイサービスを利用。 
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48 児童養護施設に入所中の為。 

49 
出来れば預けたいが、パートタイムの為、学童の条件を満たせず、大丈夫とは思ってい

ないが仕方なく１人で留守番させている。 

50 小４で利用可能が終わったため。 

51 小５からは学童に通えないから。 

52 小６の姉がいるため。 

53 条件に満たしていないから。 

54 長期休みのみ利用。 

55 低学年のうちは母が育児休業中だったため。 

56 島本町は学童保育が４年生までの為。 

57 当初通っていたが、子供が行きたがらなくなったため。 

58 入りたくても４年までだから。 

59 入室条件より少ない時間で働いているため。 

60 年齢がオーバー。 

61 年齢が対象外。 

62 年齢で使えない。 

63 年齢的に預かってもらえないから。 

64 年齢的に利用できる年ではない。 

65 
府立の支援学校に通っているため、放課後等デイサービスを利用中 以下の質問に返

答し対応いただけると思えないので、今回は選択しないことしました。 

66 父母ともに働いていて、利用したいが就労時間が足りないので利用できない。 

67 
父母とも働いているが、母の就労時間不足で学童利用不可、との通知を受けた(島本町

役場にて)。 

68 保育終了時間に間に合わない事がある為。 

69 子供の行き渋りもあり。 

70 母親が育休中のため。 

71 本人が感覚過敏や不安障害などで外に出るのが難しいため。 

72 毎日は子どもが嫌がるため、習い事と併用して母親が就労の時間を調整している。 

73 
来年から学童が利用できない年齢になるので夏休みまで利用していて留守番練習する

為辞めた。 

74 利用したいが、子供の性格上不安感が強く心配なため。 

75 

利用したいが、母親が月 12 日のシフト勤務のため、利用できない 週によっては週４、５

勤務日もあり、利用条件の見直しを希望 月の就労時間で利用できるように検討してほ

しい。 

76 利用したいが利用する要件を満たしていないから。 
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77 
利用した事が無く、子供の帰ってくる時間帯くらいに帰宅出来るような時間帯で働いてい

る為。 

78 利用していたがすでに 12 歳のため。 

79 利用していたが本人の希望により退所、主に在宅ワークの母親が見ている。 

80 利用できない学年。 

81 利用できない年齢だから。 

82 利用できる学年でなくなった。 

83 利用学年を超えてるため。 

 

■問 12－１ 

1 テレワーク、祖母 

2 テレワークのため仕事しながら看病した。 

3 パートがたまたま休みだったので、母親がみた。 

4 パートを切り上げてきた。 

5 家でできる仕事にした。 

6 会社のテレワーク制度を利用した。 

7 急遽シフトを変更した。 

8 在宅勤務 

9 在宅勤務で看病。 

10 在宅勤務で世話をした。 

11 在宅勤務で対応した。 

12 在宅勤務なので見ながら合間にできる仕事をした。 

13 在宅勤務に切り替えた。 

14 在宅勤務に変更した。 

15 在宅勤務をした。 

16 児童養護施設に入所中の為、職員が看病している。 

17 主婦なので。 

18 親が在宅勤務実施した。 

19 祖父母 

20 祖父母が様子を見に来た。 

21 祖父母に預けた、テレワーク利用した。 

22 同居の祖父母が見た。 

23 病院に行く間は母親が仕事を休んで、戻ってからは看病しながら在宅勤務。 

24 父親がテレワークした。 

25 父親がテレワークに切り替えた(いつも切り替えれるわけではない)。 
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26 父親が在宅で仕事をした。 

27 父親が子どもの様子を見ながら在宅ワーク、または母親が仕事を休んだ。 

28 父親が早く帰宅した。 

29 父親または母親が在宅勤務しながら看護した。 

30 父母のどちらかが在宅勤務で対応。 

31 母親がリモートワークをして対応した。 

32 母親が在宅勤務した。 

 

■問 13 ※「あった」と答えた方のみ 

1 （保育園時代に）祖母にみてもらった。 

2 １人留守番させる。 

3 山崎保育園の一時保育を利用。 

4 祖父母にお願いした。 

5 放デイを利用した。 

6 隣の家の方に預けた。 

 

■問 14 ※「あった」と答えた方のみ 

1 保護者(母親)が在宅した。 

 

■問 15 ※「利用したい」と答えた方のみ 

1 リフレッシュ 

2 一時的に離れた方がお互いの関係性がよくなるかも知れない時。 

3 今後のために（１人、兄弟での）練習をしたいと思っている 慣れた環境を作るため。 

4 将来、グループホームや施設入所も考えているので、お泊まりを経験させておきたい。 

5 親の介護。 

6 保護者の病気。 
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■問 18 

1 
いろんな制度が設けられてきているか、個々のケースに充分ではない（育児部分休業制

度は小学３年生までの限定など）。 

2 
コロナで休園になり休んだとき、会社はいいと言ってくれたものの同僚の女性に休んだこ

とを謝るように言われた。 

3 時間がある。 

4 そもそも子育てに支障のない範囲でしか仕事が選べないこと。 

5 やるべきことが多すぎて物理的に不可能で潰れる。 

6 わからない。 

7 一時保育などは前もって予約が必要であり、利用できない時もあること。 

8 家事が大量に溜まる。 

9 家事をする時間がなくなりそう。 

10 学校に行かない選択をしたが、学校やフリースクールなどの送迎とやりとりが大変。 

11 
学童が４年生までしか利用できないこと！５年生以降の長期休暇の過ごし方が分かりま

せん。 

12 
学童が四年生までで五年生からの長期休暇をどう過ごすかとても悩んで困っています

預け先がなく、まだ１人でお留守番ができません。 

13 学童保育が４年までであること。 

14 休みづらい。 

15 
急な休みの時は、母親が仕事を休みお迎え、療養をするが、職場には時間休がまだな

いので、半休もしくは１日休みとされてしまう。 

16 
五年生以降の放課後の預け先が無い、子供だけで在宅させるのは防犯面、発達面など

から心配。 

17 仕事が遅くて送り迎えが出来ないから習い事に通わせられない。 

18 仕事に影響が出ること。 

19 仕事量が多すぎる為、疲労感が取れず、家事に追われ睡眠時間が短い。 

20 
子どもが３人もおり、仕事、家事、育児（PTA 活動、習い事なども）で時間に余裕がなく、

精神的、体力的に負担がかかっている。 

21 子供からの暴言など。 

22 自分が疲れて体力や精神的に余裕がないこと。 

23 自分の体力がもたない。 

24 自分の疲労がたまる。 

25 自分時間が少ないこと。 

26 
社会の問題。子供は害と思われている。公園でボール遊び禁止をいいにくるじじいは、

島本にいらない。未来のない 60 歳異常の収入がない年寄りは自害させよ。それが島本
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町のためになり、平均年齢もぐっと下がる！年寄りにはコロナワクチンと、コンビニに弁

当を支給し、年金は全て現物給付。 

27 
職場の子育て制度が不十分。就学前は時短や看護休暇があるが、就学したとたんに何

もなくなる。 

28 体調があまりよくないから。 

29 体力が必要で常に疲れている。 

30 大変と思うことはない。 

31 
旦那さんが単身赴任なので、病気や怪我の時に大変なときがある（多少は慣れました

が）。 

32 
長期休みの期間、学童も入れず、預け先もなく、仕事も休めず、子どもだけを家に留守

番させる事になり強い不安を感じる。 

33 転勤や遠距離通勤。 

34 特に大変と思うことはない。 

35 不登校、五月雨登校、付き添い登校になったとき、どうしようもないこと。 

36 父親が単身赴任で月２回程度土日しか帰ってこない。 

37 父親の仕事が多忙のため、家事育児の分担が期待できない。 

38 父母で仕事を調整しないといけないこと。 

39 
平日に授業参観や面談など学校行事があり、学期ごとに休む必要があるが、その他の

時期に体調不良で休んでいたりすると休みにくい。 

40 勉強をみてあげること。 

41 母子家庭なので、子供との時間と収入を天秤にかけなければならない事。 

42 母親がマミートラックに乗り、キャリアをストップしなければいけないこと。 

 

■問 21 

1 できるだけ出費は控えているが、困窮しているわけではない。 

2 困ってはいないが、物価が上がったため節約している。 

3 塾の講習時間を減らした。 

4 塾通いや中学受験をあきらめさせた。 

5 税金、給食費が高く貯蓄には回らない。 

6 旅行も控えた。 

 

■問 22 

1 学習塾の受講数を減らした。 
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■問 24 

＜14 時～16 時＞ 

1 家で宿題をする。 

2 帰宅後、まず YouTube を見る。 

3 帰宅後、家で母親とおやつ、宿題を片付ける。 

4 児童発達支援放課後デイサービス。 

5 通学バスでの移動中。 

6 不登校で家に１人でいてる。 

7 放課後デイサービス 

8 放課後デイサービスに通っています。 

9 放課後等デイサービス利用。 

 

＜16 時～18 時＞ 

1 ゲームなど。 

2 デイサービス 

3 どちらかがだいたい居るので、勉強の様子は見ている。 

4 ばあば宅で過ごす。 

5 家で、パソコンやゲームや読書しています。 

6 家で YouTube 見たり、ゲームをしている。 

7 家でゲーム。 

8 家で宿題をする。 

9 宿題をしてからゲームや YouTube を見て過ごしている。 

10 祖母が自宅に来て一緒に留守番。 

11 勉強せずに家で過ごす。 

12 放デイ 

13 放課後デイサービス 

14 放課後等デイサービス利用。 

 

＜18 時～20 時＞ 

1 19 時まで学童、その後帰宅。 

2 ゲームやタブレット。 

3 ごはん、お風呂。 

4 パソコンでゲームをしている。 

5 家 

6 家で１人で過ごす。 
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7 家でテレビ等。 

8 家で家族と過ごす。 

9 家族と一緒に居る。 

10 帰宅 

11 習い事に行く曜日もあります。 

12 祖父母宅にいる。 

13 祖母宅で過ごす。 

14 入浴、食事、勉強。 

15 夕食 

16 夕食、入浴、寝る準備。 

17 夕食・入浴 

 

＜20 時以降＞ 

1 ゲームやタブレット。 

2 ゲーム等で遊ぶ。 

3 パソコンでゲームをしている。 

4 家 

5 家で、パソコンや読書をしています。 

6 家で家族と過ごす。 

7 家で過ごす。 

8 家で食事、風呂。 

9 家で寝ている。 

10 家で母親と一緒に勉強する。 

11 家にいる。 

12 家族と一緒に居る。 

13 家族と家で過ごす。 

14 帰宅 

15 就寝 

16 塾で自習後帰宅し家族と過ごす。 

17 寝ている。 

18 寝る 

19 寝る準備。 

20 祖母宅で過ごす。 

21 入浴を済ませて就寝の準備をする。 

22 風呂寝る 
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23 風呂等 

24 母と家で過ごす。 

 

＜休日＞ 

1 １人で部屋にいる時間が多い。 

2 ゲーム 

3 ゲームやタブレット。 

4 ゲームや遊び。 

5 パソコンをしている。 

6 家 

7 家でゆっくり過ごす。 

8 家で一人でゲームや YouTube を見ている。 

9 家で遊ぶ。 

10 家族で過ごす。 

11 宿題におわれる。 

12 上の子は家で過ごし、下の子は友だちと遊ぶ。 

13 親族の家や習い事に行く時間もあります。 

14 母妹と過ごす。 

15 放デイ・移動支援 

16 友達と遊ぶ。 

 

■問 30 

1 こども食堂 

2 ボーイスカウト 

3 夏休みの社協主催の手話とか車椅子の体験。 

4 地蔵盆 

 

■問 30－１ 

1 引っ越してきて間もない。 

2 学校いってない為行く事がない。 

3 活動の情報を知らない。 

4 人見知りで新たな環境が苦手。 

5 他の習い事が遠方のため。 

6 大変そう 

7 知らない 
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■問 31 

1 こどもだけで集まれること。 

2 スキー教室 

3 なし 

4 現時点ではない。 

5 
児童館を作って欲しい、児童館が無い自治体があったことに驚いた、あるものだと思い

引っ越して来たので。 

6 地域で活動する必要はないと思っている、個人でする。 

7 島本町では特にない。 

8 特になし 

9 特に参加させたいとおもわない。 

10 農業に興味があるので、農業体験会があれば参加したい。 

 

■問 33－１ 

1 スクールカウンセラーさんに支えてもらっていると感じます。 

2 デイサービスのスタッフさん。 

3 ない 

4 パトロールの方がよく子供の様子を見てくれます。 

5 安全ボランティアさん 

6 
学校、地域の方、（校庭開放などでは）シルバーさんにも見守っていただいていると思い

ます。 

7 学童 

8 学童の先生。 

9 学童保育の先生方。 

10 見守りをしてくれているシニアサポーターの方々。 

11 国 

12 国や府の支援。 

13 思わない。 

14 支えられている具体的な内容が分からないので答えにくい。 

15 社宅で知り合った人。 

16 小学校の見守りの方。 

17 信用のできる専門家。 

18 島本町全体 

19 特にいない。 
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20 特に思わない。 

21 特定の人物というよりは、交流の場所や集まりやすい場所があると良い。 

22 発達障害があるので、専門的知識等をもった方。 

23 発達障害等、困った時に相談できる専門の方。 

24 放課後党デイサービスのスタッフ、支援学級の先生。 

25 来店するお客様。 

 

■問 36－１ 

1 カウンセラー 

2 スクールカウンセラー 

3 スクールソーシャルワーカー 

4 会社の上司、先輩、同僚 

5 学校のソーシャルワーカーの先生、通級の先生。 

6 子供の友達のお母さんたち。 

7 職場の同僚、先輩（母） 

8 病院 

9 放デイ 

10 放課後等デイサービス 

 

■問 37 

1 楽しいし辛くはないが、不安は常に抱えている。 

2 楽しくも感じるが同じくらい、つらい、までいかないくらいの感情。 

3 毎日辛いとしか思えない。全てを投げ出したい気持ちになる。 

 

■問 37－１ 

1 20 歳未満の居てる家庭への納税を停止。 

2 教育にかかる金銭的な支援。 

3 
公園の小学生タイム(ボール遊びなど、小さい子などを気にせず遊べる時間帯)が欲し

い。 

4 
四小校区はボール遊びできる公園が少ないので、もうちょっとネット整備するなどして欲

しい。 

5 子どもがのびのびと安心して遊べる公園や広場の整備。 

6 

子育ては、本当に親育てなんだと、年々感じます。子どもだけに重きを置いても難しい部

分があるなぁ…と感じます。思いやりや、優しい輪が広がっていけるような、子ども大人、

高齢者障害のあるかた、動物も、優しい町に、他者に優しい世界になって欲しい。 
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7 自分の精神面。 

8 習い事の帰り、暗いのに一人で帰宅している子供を見ると心配になる。 

9 
小中学校の給食無償化、高校生以降の医療証など、近隣自治体で補償されている内容

を、島本でも実際して欲しい。 

10 専門の知識を持った方に、すぐに相談できる環境。 

11 病院、耳鼻科等の充実。 

12 病児保育の充実。 

13 遊び場所の確保。山はあっても走り回る公園の数が足りません。 

 

■問 37－２ 

1 フリースクールにいく子どもへの支援金。 

2 家ばかり建てず、町営プールの復活、子供が楽しめる施設を作ってほしいです。 

3 家族の協力 

4 外部的なサービスではなく、自身の仕事に対する向き合い方を調整すること。 

5 該当なし 

6 気軽に相談できる場所・機会。 

7 給付金 

8 経済的支援 

9 子どもに対する理解。 

10 
子育てにかかる費用の補助、大学までの学費や医療費の免除、とにかく子育てにお金

がかかりすぎる。 

11 支援教室などの普及が遅い。特に中学校。隣の市に比べ、島本町は底辺。 

12 宿題でケンカになるので、みてもらえると助かる。または無くしてほしい。 

13 親が気分転換にできる所。 

14 親自身の自分時間の確保。 

15 専門知識と経験のあるスクールカウンセラーさん、今とても助けられている。 

16 素行の悪い子どもの指導。 

17 相談窓口 

18 多様な教育環境の整備。 

19 
地元ではないけれど島本町が好きなので、親同士やご近所など地域とのつながりを作る

場が欲しい。 

20 通級に入れる対象をもっと広げてほしい。 

21 匿名でラインやメールでの相談が出来たら良いなと思う。 

22 母親の負担軽減と父親の負担増。 
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■問 38 

1 お金がない。 

2 なかなか育児や家事に参加しない父親と子供の関係性をもっと良くしたい。 

3 外遊びが少ない。 

4 学校に対して行き渋りがある。 

5 子どもたちの遊ぶ場所。 

6 子どもの運動不足(運動する機会が取れない)。 

7 子どもの持っている良い面をのばしてあげれているか。 

8 
子育て支援課のかたや、学校の先生、教育センターの先生、いつもお世話になっており

ます。 

9 子供が遊んでいるだけでうるさいとかクレームを入れる人が最近は多い気がします。 

10 子供の安全面。 

11 子供の性質、扱いづらさや癇癪など。 

12 自身の就労状況の見直し、子どものことで休みがとりにくかったりするため。 

13 習い事の親の負担。 

14 将来について。 

15 進学について。 

16 人の気持ちを理解できる子にちゃんと育ってるから。 

17 大学費を無料にしてほしい。 

18 発達障害を持っているので進路について相談する機関がない事。 

19 反抗期との向き合い方。 

20 不登校のその先の施設の充実。 

21 物騒な事件があるので、子どもを安心して外で遊ばせられない。 

22 勉強 

 

■問 39 

1 もっと、子供と遊んでやりたいが、個人的に体力がない。仕事、家事で疲れてしまう。 

2 義両親からの干渉。 

3 公園が少ない。 

4 子供２人それぞれの部屋を作ってあげられない事。 

5 子供と過ごす時間が少ない。 

6 子供の教育について祖父母が口出しをしてくること。 

7 子供の友達家族との付き合い方に手探りである。 

8 
自分の向き合いかたが正解なのかは、いつもわからない、わからないから、主人や周り

に相談して、自分なりにです。 
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9 常に時間が足りない。 

10 庭がない、近所に小さい公園しかない。 

11 
土地や値段があがりすぎて、凡人には家は買えない、広い家に住んで、子供部屋もつく

ってやりたい。 

12 島本町の対応が悪すぎる、公務員半分にして給料 2 倍にしてあげて欲しい。 

 

■問 41 

1 
いつでも行ける室内の遊び場がない。高槻市にいくつもあるような児童館を作ることは無

理なのか。 

2 ご近所のクレームやルールが多く、昔のように遊べない。 

3 
サッカーが好きなのですが、のびのびとボール遊びができる場所が少なくて困っていま

す。 

4 サッカーなどボール遊びが充分に出来る広場がない。 

5 
サッカーやバスケットボールなど、ボールを使ったやりたいスポーツを毎日練習しやすい

場所がない。 

6 とにかくこれに関しては近隣の自治体の中でも最低レベルです。 

7 なんでも禁止されている公園しかない。 

8 のびのび遊べるところが少ない。ボールはダメなど制限がある(近所の苦情などで)。 

9 プールがあって欲しい。 

10 プールがあれば良いと思います。 

11 プールを利用したい。 

12 ボードゲームやおもちゃなど子どもが自由に遊べる施設が欲しい。 

13 ボールが使えない。 

14 ボールなどを使って遊べる場所が少ない。 

15 ボールを使った遊びが禁止されている公園が殆どであり、非常に不満である。 

16 ボールを使って遊ぶところがない。 

17 ボールを使って遊べるところが少ない、広さが少ないように感じます。 

18 ボールを自由に使える広場がほしい。 

19 ボール遊びができない。 

20 ボール遊びができるところが少ない。 

21 
ボール遊びができるところが少なかったり、子供のやりたがることを十分にできる所が少

ない。 

22 ボール遊びができる広さの遊び場が少ない。 

23 ボール遊びができる場所が少ない。 

24 ボール遊びが気軽にできる場所があると助かります。 
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25 ボール遊びが規制され過ぎていると感じる。 

26 ボール遊びが禁止されている公園が多い。 

27 ボール遊びが出来る公園が緑地公園以外にない。 

28 ボール遊びできるところが近くにない。 

29 
ボール遊びできる場が近くにない、広い公園近くに行くまで町中の道の明かりが暗く夕

方以降危ない。 

30 ボール遊びのできる場所がない。 

31 ボール遊びの場がなーい、って子どもが話していました。 

32 
ボール遊びや小さな子どもの自転車、キックボードなどを練習できる広場、スペースがな

い。 

33 ボール遊びをできる公園がない。 

34 ボール遊び不可のところが多すぎる。 

35 
マンションやアパートの建設がそこかしこに相次ぎ、街中に空洞がなくゆとりを感じませ

ん。 

36 マンション建設ばかりで子どもの遊ぶ場所が無い。プールもあればいい。 

37 
マンション内でも公園でもクレームがきたら、話し合いをしたり、注意喚起をせずになんで

も禁止にしてしまう。 

38 
みんなで元気に遊んでも近所から苦情がこないような場所が欲しい。公園で静かに遊ぶ

ように指導されることがあるのがモヤモヤする。 

39 
ローラースケート場を整備してほしい、ガタガタして練習できない（と、子どもがいつも言っ

ている）。 

40 安全にボールが使える施設やスペースを増やしてほしい。 

41 音が出ると嫌がられる(ボールの音、遊んでいて騒ぐ声など)。 

42 家から遊び場まで、坂道で不便、山の上にも遊び場がほしい。 

43 河川敷付近に大きな公園があれば良いと思います。 

44 学校の授業時間中に外に出歩きにくいと感じていること。 

45 喫煙者が公園に吸いにきていることが気になります。 

46 球技ができる公園が少ない。 

47 狭い道が多く、スピード違反の車が危険、防犯カメラもつけてほしい。 

48 近くにボール遊びができる公園がない。 

49 近年の危険なほど暑い夏に、子どもたちが安全に遊べる屋根付き遊び場がない。 

50 
軽いサッカーなど、ボールを使った遊びの禁止の看板があり、それをいいことに、子供の

ボール遊びをすぐにしかる、一部の大人がいる。 

51 公園で遊ぶと周囲からクレームが来るので遊びに行かせられない。 

52 公園に時計がなくて困る。 
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53 
公園のご近所の方から、静かにするように注意されることがあるようだが、昼間はある程

度騒がしいのは仕方ないのでは？ 

54 公園へ行くまでの、歩道がないところがあり、交通安全面が心配です。 

55 
公園を使用させてくれない、ボール遊びや自転車など広さがなくて友達と遊べるのが少

ない。 

56 子供が芸術に触れられるような施設がない。 

57 

子供の為に水無瀬川周辺、河川敷周辺の遊び場を充実させて欲しい、バスケットゴール

の設置など、高学年になると公園内で遊ぶ事に限界がある為 1 人でも遊べるバスケット

ゴールがあれば自然と子供が集まって遊べる。 

58 市民プールがない。 

59 思いっきりサッカーしたり、野球したり、ボール遊びできるところがない。 

60 
児童館がない、自然はあるが子供が安全に遊べるような整備はない 道路が古く狭く危

険がたくさん、子供の遊び場が少ない。 

61 児童館やプールなど遊べる施設が少ない。 

62 自然が減ってきたと感じる。 

63 
図書館は子どもが多少騒いでしまったり、声を出しても心置きなく過ごせるように、部屋

を分けるなどの対応をしてほしい。 

64 大きい公園が緑地公園しかない。 

65 
島本駅西側に新しく出来たせせらぎ公園がお粗末、ヘドロの池など無い方がマシ。土地

の使い方間違ってませんか？ 

66 不審者、放置子の徘徊。 

67 野球の壁当てができる場所であるがほしい。 

68 野球の練習ができるとこがすくない。 

69 遊具が無さすぎる 人だけ増えて子供の年齢にあった遊び場がない 残念です。 

70 緑地公園の駐車場が少年サッカーなどで埋まっていて遊びに行きにくい。 

71 緑地公園の遊具が幼児に特化しすぎていて、小学生が遊ぶには物足りない。 

 

■問 43 

1 

保育園の入居に関して、兄弟姉妹は同じ施設にしてほしい（申し込みも子ども単位でな

く、世帯での申し込みにしてほしい。ひとりひとりが入れても、違う施設だと負荷が大き

い。）。②上の子が小学生、下の子が未就学児の場合、保育園の朝の預りが早く充実し

てるのに対して、小学生の子どもを預りしてもらえなければ、結果的に意味がないので、

朝ひとりで家を出ることができるようになるまで、預かってくれる場所が欲しい。 

2 20 歳未満の居てる家庭への納税停止。 

3 ３人以上子どもを育てている世帯に対して、保育料の無償化や医療費の件など、財政的
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なサポートを希望します。 

4 ドラッグストア、スーパー 

5 
プールが欲しいです。ふれあいセンターのプールを時間で区切るなどして、子どもにも利

用させて欲しい。 

6 プール施設 

7 
フルタイムで働いている両親の生活リズムと、町から提供されるサービスが時間・場所と

もに、子どもの個性や学年に合わせて提供して欲しい。 

8 
ボール遊びができる公園や体育館、フリースクールや放課後等デイサービスを増やして

ほしい。 

9 医療証を高校生まで引き上げて欲しい。 

10 
茨木市のおにクルのような子育て世代が行きやすい、相談しやすい子育て支援拠点を

作ってほしい。 

11 屋内町営プールの設営。 

12 夏休みや冬休みなどに利用できる子供会など増やして欲しい。 

13 
家庭から発信することができる人は利用できるが、調べる時間もない人には行政からの

声掛けが必要だと思う。 

14 学習支援してくれる無料の場所。 

15 給食費無料、医療費助成を 18 歳まで。 

16 京都の学校の様に資格試験を学校で受けれる様にして欲しい。 

17 高校生までの医療費補助。 

18 歳が離れていても第三子として扱ってほしい。 

19 子ども医療 18 歳までの延長。 

20 子供が安全に登校できる道路整備。 

21 自転車など、交通安全に関するルール説明の場。 

22 習い事を兼ね備えた学童保育。 

23 塾の誘致 

24 塾代支援 

25 
初めて特性や障がいを持った親子が周りを気にせず過ごせ、相談（お話し）と遊びの場

（居場所、出会い、共感、）教室ではなく、日々の不安や愚痴など吐き出せる場。 

26 
小学生が放課後に、屋外で遊べる場所が欲しい 放課後に勉強できる場所（図書館の

勉強室など）がほしい。 

27 障害のある子どもが、成人してからも相談できる窓口と体制を。 

28 図書館や勉強で使える自習施設をより広く充実させてほしい。 

29 
発達障がい、自閉スペクトラム障、知的障がいのある親子が正々堂々と安心して過ごせ

る場所、機会を望む。 
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30 片付けが苦手な親に対する定期的サポート(家を一緒に片付けたり掃除をする)。 

31 

保育所の預かり時間や曜日をゆるめた方が良い 既に子たちは卒園したが、仕事が終

わったらすぐに迎えに行かないと先生から注意された。買い物してから保育所に寄って

叱られた方もいる。私自身両親が病気で介護と子育てでとても辛かった時期なので、もう

少し事情をくんで子どもを保育所でみてもらえたらと思う。それだけではなく、自分の時間

が取れず、イライラして子に当たった場合もあると思う。保育所で土曜日に少し子どもを

みてもらえるだけでも、親は心にゆとりが生まれたのではと思う。保育所の預かり時間を

もう少し親に寄り添ったものに変更する必要があると思う。 

32 
保育所の幼児教育部分がないのはおかしいと思う。幼児になっても親が仕事を休んだら

登園するなと言われるのは島本町くらいです。 

33 無料で充実した安全な子供の文化的運動的な屋内の遊び場。 

34 遊び場がない。 
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■自由記述形式の設問における回答内容 
 

 

問 44 教育・保育環境の充実等子育ての環境や支援に関してご意見がございまし

たら、ご自由にご記入ください。中学生等も含めて、広く子育てについてご

意見を頂戴します。 

 

■子どもの安全について 

1 防犯カメラを増やして欲しい。 

2 

子どもの登下校が心配で安全ボランティアさんには大変お世話になっているのですが、

御高齢ということもあり、その代替を保護者に求められています。登下校時間帯は共働

きで対応が難しいです。有料でもいいので、登下校の防犯に対する対策をうっていただ

きたいです。 

3 

通学路に出来れば防犯カメラなどの設置を検討していただきたいと思います。スピード

が早かったり停止線で停止しなかったり非常に危ない場面が多いです。特に島本駅周

辺はマンションが完成したら交通量が増えるので不安であります。 

4 
街灯が少なく防犯面が心配。水無瀬病院と水無瀬駅までの道が暗いので、学校の帰り

道が危険なのではないかと心配している。目線があやしい不審者がいるときがある。 

5 

第四小学校通学路にあたる田んぼ周りの街灯が少なすぎて足元も見えず非常に危険で

あると思います。冬季は子供が遊んで帰宅する５時ごろには真っ暗闇になり転落事故や

不審者による犯罪などが起こります。国道にかかる歩道橋までの道は多くの子供が利用

するにもかかわらず真っ暗です。町職員や議員もその時間帯に実際に歩行して暗闇を

体験して欲しい。防犯カメラや街灯の設置など早急に改善してほしい。 

6 
家が密集しすぎて視覚だらけで、住宅街の車のスピードが怖すぎる。防犯カメラや外灯

多くしてほしい。 

7 
通学路の歩道が少ない。歩道の整備をしてほしい。歩道がなく車が危険なため、こども

一人で出かけられる範囲が狭すぎる。防犯カメラの設置の数も少ない。 

8 

道路が狭いわりに、速度が速い車が多い。特に水無瀬交差点から４小学校にかけての

道路は危険。他に歩道を確保するか、子供や自転車が安心して通れる道にしてくださ

い。全体的に島本町は道が狭く危険だと思う所ばかりで、子供に自転車で１人で行動さ

せられない。 

9 

子どもたちは自転車で出かける機会が多いのに、車の量が増えていく。青葉方面、桜井

4 丁目 5 丁目方面は、歩道の整備もされておらず、危険な箇所が多数ある。交通量だけ

が増えていくような町の設計に、不信感しかない。いつか事故などで犠牲になるのは子

ども 

10 歩道が少なく、子供が車や自転車と接触しそうで怖いです。特に高齢者の運転手に横断
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歩道での一旦停止、左側通行、歩行者優先などの交通ルールをしっかり何回も教える

機会を作って欲しい。 

11 

島本四小近くの高浜１丁目付近の通学路(田んぼ 200 メートルくらい)に街灯が無く、夜は

真っ暗になる。夜は危ないし、本当に暗い。以前に島本町役場へ街灯を作ってほしいと

言いに行ったが、解答なし。(防災室→地下と教育委員会、両方とも)田んぼは、昔からの

強い地主がいたり、協同組合があったりして、明るい街灯を作ると米が育たないから、と

の事。昔はそれで良かったかもしれないが、人口も増えていっているのに、田んぼ優先

なのでしょうか？子供が部活などで、真っ暗な田んぼは怖いと言います。街灯をつけて

下さい。 

12 狭い道や道路が危ないところが多いので、子ども１人で遊びに行かすのがこわいです。 

13 

通学途中、町が人気がなく通行気を付けるように言ってる道、狭い交通量の多いガード

があるのにも関わらず柔軟な対応お願いしても聞いてくれない。自分に子供は、昔から

標準身長よりかなり小さく通学が心配と相談してるのに親身になってくれない行政。 

14 
緑地公園に行くまでの道をもう少し安全にして欲しいです。歩行者と自転車専用の橋を

つけるなど。 

15 
道路が狭く子供達だけで歩かせるのが危ないので近隣の歩道の整備などあれば有難

い。 

16 

道路が狭く、子供を学校から帰らせるのが不安。下校時 1 年生位の子供が、車とすれす

れで道路を歩いているのをよく見かける。歩道や、車両の規制など、歩き安い環境を望

みます。 

17 

公園も少なく、道路も狭く歩道もない所が多いのに大型マンション等ばかり建設し、車や

トラックでいつも渋滞しており本当に危険極まりない。保育園、小中学校や交通インフラ

等の整備をしてから住宅を増やさないと、ただでさえ良くない環境が更に悪くなります。 

18 

複数人の異年齢兄弟が安心して遊べる公園を整備してほしい。緑地公園は見通しが悪

い。子どもがあちこちに散ると見失う。公園までの道が危険で子どもだけで行けない。そ

ういった周囲の環境も含めて子どもや親子が安心して集える屋外、屋内の施設が絶対

必要。 

19 
道路がせますぎて、古い家が多く屋根瓦やブロック塀が壊れかけたりして地震が起きた

ら怖い。避難するときに道路を塞がれそうで怖い。街並みが汚い。 

20 
町立体育館が古くて冷暖房ないので最悪。建て替えして安心してアクセスできる道路の

整備もしてほしい。 

21 

住む人が多くなってきてるので信号機のありかたも考えてほしい。信号を無視して車が

突っ込んでくる光景をよく見ます。子供に対してのアンケートでしてが、高齢者お年寄りも

島本町多いのでその方々もルールを守って頂きたい。最近犬や飼う人も多いです。子供

教育にも一役かってくれてる存在です。この広い島本町にドッグラン設備検討してほし

い。 
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22 
道路が狭く車との距離が近く危険な道が多い、そして街灯が少ないので夜道怖いし、危

険です。 

23 
子どもも利用する施設などの耐震の問題や避難経路、地震対策などをしっかりしてほし

い。安心して利用させられません。町立体育館は特に気になっています。 

24 
道路が狭くて子どもが１人で遊びに行く時に心配。事故などないよう、車道と歩道をきち

んと整備してほしい。 

25 

町中工事ばかりでトラックの通りが多く、危険を感じたこともあるのでいつも登下校が心

配です。また、マンションの規模の割に公園が小さくていつもいっぱい！小さい子がいる

と、遊びにくいのでいつも休みは町を出て大きな公園や施設に行っています。そんなこと

を思って過ごしていくうちに、公園が不必要な年齢になっていくのかなと感じていますが

^^;。 

26 

自然が豊かなのどかな町ではありますが、近年人口も増え車の量も増え、小さな町の狭

い道路に危険がかなり多いです。通学だけでなく、それ以外に子どもたちが習い事や遊

びなどで通行するには大変危険だと感じています。自立し子どもだけで行動していく必要

がある中で、親が安心して見守れる整備が必要だと何年も感じております。 

27 西国街道が狭く、スピードを出す車があるので、通学時危険と思うことがあります。 

28 
二小校区通学路の整備をしてほしい。水無瀬川沿いの通学路のポールを全部取ってほ

しい。子供達が歩きにくい。 

29 

老害がひどい。子育て中の家庭に厳しい。活発に走り回れる公園が欲しい。楠公さんは

敷地が広いのに、遊ぶなというのは酷い。昔はボール遊びも出来たのに今更保護する

意味がわからない。緑地公園は三小校区からしたら遠い。校区に一ヶ所は遊びやすい

場所があっていいのでは？ 

30 

第１学童の教室の窓が板で塞がれている。島本町はお金がなく、ろくな修繕がしてもらえ

ない（学童指導員さんが保護者になげいておられました）。閉塞感があり、子供達が過ご

す場所にすることとは思えない！ 

31 

堤防を整備してほしい。草刈りの頻度も増やし、いつでもきれいな状態にしてほしい。草

が伸びると道幅が狭くなり、通学時に自転車とぶつかりそうになったり、花粉アレルギー

がひどくなる。対策をお願いしたい。 

32 

保育所ばかり増やすのではなくて、子供が自分で買いに行きやすい文房具などを売って

いる店がほしい。駅前ばかり充実していても、結局子供だけで購入できず困る事が多い

です。特に若山台は山道を上り下りしないといけないのが大変です。 

33 
江川の河川敷を通って通学しています。草が大きく生えて安全性がない時があります。

頻繁に気をつけて草を刈ってほしいです。 

34 

ふれあいセンターについて、ふれあいセンターへ行くまでのハードルが高く、気軽に利用

出来ないです。駅から四小のカーブの道が危険で、坂道で、踏み切りを利用する事か

ら、子どものみの利用をせず、車で利用しています。 
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35 

青葉のセブンイレブン横の信号において、西国街道を通る自転車の多くが車の信号は

見ていないため歩行者信号が青で車は赤でも横切ることが多く、登下校時をはじめ、

日々危なく感じることがとても多いため、なんとかしてほしい。注意書程度では何も変わ

らないので、西国街道を直進する歩行者用の信号機をつけてほしい。 

36 

子育て環境とは違いますが、せせらぎ公園付近のトンネル出入り口に最近設置された柵

は撤去頂けないでしょうか。自転車で通行することの防止が目的かと思いますが、押し

て通行するのも狭すぎます。幼児を自転車に乗せて押して通行しますが、狭すぎてバラ

ンスを崩しそうになったこともあります。子供を乗せた自転車が倒れ、大きな怪我を誘発

すると考えますので早急に対応お願いいたします。 

37 

どんどんマンションが出来てきて賑やかになるのはいいのですが、道路がどこも狭く危険

である！綺麗に整備してもその前後の道路が狭くて結局危険なまま！調子橋の所にポ

ールを作ってありましたが変に車が避けないといけないのでそれも危険！！歩行者にも

車にもどっちも危険なまま！JR の踏切を越えるのも大きな道路は役場前にしかなく高架

をくぐるしか無くその先も見通しが悪く危険！！人口が増加すると必然的に車も増えるの

はわかったことであったと思う！！それなのに道路を整備を後回しにして住民を危険に

さらしている。住民の安全も考えながら町作りをしてほしい！全国で災害があるが島本

町は町民が安心して避難出来る場所がない！役場は綺麗になるがそこに全員が避難

出来るわけではない！学校の体育館は汚く不安を煽るつくり。町民体育館も同じく古くて

安心して避難ができない。きちんと町の中を整備してから人口増加を目的とした町作りを

してほしかった！ 

38 
通学路について、第四小学校の通学路で、駅からのカーブの道が、朝〜夜、どの時間も

スピードを出す車が多く、危険を感じています。 

39 

車の数も増え、西国街道の細い道路でもスピードを出している車をよく見かけます！こん

な環境で、子育てがしやすいはずがない。マンションや家ばかり建てて、町は何を考えて

いるのでしょう！ 

40 
西側の開発が進んでいるのに道路は増えない。それにより楠公道路も西国街道を走る

車も増えて子どもたちが危険だと感じる事も増えています。 

41 
せせらぎ公園から青葉につながるマンボウトンネルの柵が増えて危ないので撤去してほ

しい。全ての公園に手を洗える程度の水道がほしい。 

42 保育園、幼稚園、学童、どれも衛生面に問題がある。 

 

■教育環境の充実について 

1 
自然が沢山ある場所なので、小学校でもっと触れ合える機会があれば良いと思います、

例えば天王山の登山とか尺代での川遊びなど。キャンプ場やプールも再開して欲しい。 

2 
子供が安心してよりよい教育を受けれる環境をお願いします。教員の確保、業務負担軽

減し、子供一人ひとりに合った教育をして頂けるようこれからもよろしくお願いします。不
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登校対策、いじめ問題、教育問題は多岐に渡りますがこれからも島本の子供達をよろし

くお願いします。 

3 
地球と人類の未来を意識し、自然環境に親しみ、大切にする教育にもっともっと注力して

ほしい。 

4 

駅前の田んぼがなくなり、三小の子どもたちは田植え体験ができなくなった。とても貴重

な体験だったため、本当に残念に感じている。その代わりがバケツでの田植えそれで、

代わりと言えるのか？安易に考えているんだろうと思うと残念でならない。 

5 

人ばかりが増えて緑が減った町内で、子育てをすることにあまり魅力は感じない。せめ

て、歩道の整備と、空調の効いてる自由に遊べる場所や勉強できる場所があれば…。も

っと小中学生のことを考えて欲しい。 

6 

家で自主学習がしにくいと言う受験生が多い。うちの子供は高校３年生だが、塾の自主

学習室が開いてない時は勉強できる場所を探すのに苦労していた。ふれあいセンターの

中にいつでも、誰でも勉強できる学習室を確保してほしい。図書館で調べ物をしながら学

習できたらいいのにと昔から思っている。 

7 

島本町図書館の開館時間を９時、閉館時間を 18 時にして頂きたいと考えています。土

日は特に、小さな子どもがいる世帯は、９時から図書館が空いていると有難いです。ま

た、平日に家族でゆっくり図書館にいきたいので、18 時まで開いていると助かります。 

8 
図書館が遠い最後の坂がしんどい。子ども 3 人自転車で行くのは大変。水無瀬駅でせめ

て本の返却くらいできるようにして欲しい。 

9 
図書館をもっと充実させて欲しい。図書館で勉強できたり、調べ物が出来るようになって

欲しい。 

10 

図書館が広くて居心地が良いと自然と行く機会が増え、読書量が増えると思う。私は福

岡県の田舎町で育ったが、図書館は広く、気軽に行きやすく、小学校の友達と利用する

ことも沢山あった。自習スペースもあり、良く利用していた。隣の市はさらに図書館が大き

く、休みの日には必ずどこかの図書館に行っていた。そんな居心地の良い公共施設を充

実させて欲しい。現在自宅で友達と遊ぶ事が少なくなってきているので、子どもにとって

も家以外に気軽に行ける居場所があれば、良い影響があるのではないかと思う。 

11 友達同士でいつでも勉強できたり、夏場室内で過ごせる児童館を作ってほしい。 

12 

塾や習い事にプラスに通わなくても済むように、学校や学童での生活や教育改革をして

欲しい。教員の仕事負担を減らすためにも、人を増やして、科目を教える先生、日常生

活に寄り添う先生、部活動など課外活動をサポートする先生、事務作業担当者と幅広い

人達で子供たちの成長を見守って欲しい。より教育相談や心理カウンセラーのような専

門の先生を増やして、困ってからではなく、常日頃からアクセスできるようになって欲し

い。 

13 
タブレット学習が他の自治体に比べ遅れている。長期休みしか持ち帰りが無い。他地域

では宿題の提出等で毎日触れる機会がある。 
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14 

もっと英語教育に力を入れて欲しい。生きた英語に触れる機会がほとんどないので、机

上の学習だけでなく、図書館での英語での読み聞かせであったり、島本町在住の外国の

方と触れ合う機会を作って欲しいです。 

15 
四小の先生について、若くて熱心な先生が多く活気があり、子どもも楽しく通えていま

す。 

16 
四小に通わせていますが、教室の広さに対して、人数が多いように感じます。参観の時

には、ぎゅうぎゅうになるので、もっと見やすくしてほしいです。 

17 

第四小学校ですが、人数が多いので先生たちの目も行き届かないかなと思う事がありま

す。実際子どもの隣のクラスでは学級崩壊が起きているのか、担任先生が隣のクラスに

フォローに入るなどもあるようです。働き方改革と言うことで学年だよりが廃止され、学校

だよりの裏に簡素化された事でますます学校での出来事は見えてこないなと感じていま

す。中学校で英検を受ける補助などが出ていたのもなくなり、残念です。また小学校・中

学校で方針が異なり過ぎているのも気になります（春の中間テストの有無や休校のルー

ルなど）。 

18 

小学校での勉強について、不満がある。先生によって内容が変わりすぎる。持ち物の良

し悪しも、先生によって変わる。子供にも、先生を選ぶ権利、授業を選択する権利がほし

い（できる子はプリントをしたら好きなことしていいなど）。また、学校の持ち物の良し悪し

は統一してほしい。シールや付箋やカラーのペンは文房具であり、制限されるものでは

ない。ノートではなくルーズリーフを許可してほしい。100 均で買える文房具を使うことで、

ノートが見やすくなるし、ルーズリーフを使うことで、ページ飛ばしや、ノートを忘れた際の

フォローもしやすい。あまりに宿題のノートを忘れる我が子は、宿題をするためのノートが

３冊４冊ある。便利なものを、大した理由もなく禁止するのはやめてほしい。発達障害の

人間にとって、色分けや付箋の利用は必須。忘れ物対策も必須。社会人になっても必

須。今から教えていいと思う。 

19 第一小学校のグラウンド狭すぎて運動会の時スペースない。校舎も汚すぎる。 

20 ランドセルではなく、ランリュックの推奨をしてほしい。 

21 進路指導の早期開始（中１）。 

22 

中学校の教育の質があまり良くないと聞いています。先生方が島本町の中でしか移動

が無いからなのかはわかりませんが、小学校が素晴らしいだけに不安もあります。大切

な時期だからこそ、質のいい授業をしていただければと思います。 

23 中学校の制服がポロシャツなのはありがたいので、変更はしないでほしい。 

24 中学校の制服がポロシャツなのはありがたい。 

25 中学の部活動を学校の先生の他にも指導者を入れて活発にしてほしいです。 

26 

来年度一中に入学します。部活動の選択肢が少なく、特に文化系は３つしか選択肢があ

りません。運動が苦手な人もいるかと思います。働き方改革としての少なさなら部活動を

外部講師に有償にしてもいいと思います。例えば島本町は水無瀬駒があり将棋を教え
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てもらえる環境もありますし、部活動にも取り入れてはいがかでしょうか。英語に関してで

すが、英検費用などをまた負担してください。その際には中学生からではなく町民全員負

担できるようにして欲しい。前例がないなら島本町からどんどん創って行って欲しい、小

さな町だから手厚くできることはたくさんあると思います。若い町長にも期待しておりま

す。 

27 

学校の先生の対応があまり良くない。子供に対して、下の名前で呼び捨てしたりする。威

圧感のある態度で子供に接する。親として、それが普通の大人という感覚を子供に持た

れたくない。子供にＨＳＣの傾向があり、大きな声で問い詰められると、やってないことま

で謝らされる。 

28 
小学校の 35 人学級がスタートしたはずなのにいまだに守られていないのは何とかして

ほしい。いつまで 37 人とか詰め込んでクラス運営するんでしょうか。 

29 

教員の負担の軽減などを学校をあげて取り組まれているのは、教育の現場にいたので

とても共感できるが、反面保護者となった今、先生に相談してもいいのかな？ご多忙か

な？と気を使ってしまいつい本音で話せなかったりする。あと、若い先生だからこその視

点で感銘を受けることも多々ありますが少し自分より経験豊富な(年齢的にも)先生とか

かわれる機会がほしい。 

30 

学校における教職員の配置数の充実、発達に問題のある子へのサポートの充実、学童

職員の充実、住宅地の開発よりも住民の生活の質の向上に向けた取り組み。せっかく、

島本町は自然に恵まれた環境なのに、それを壊していく取り組みではなく、生かした政

策を願います。住み始めた当初の島本町の魅力は，激減しました。また、(子供・世帯数

が間違いなく今後増えるのに、)教員数や支援コーディネーター、専門職員など、子ども

に関わるために必要な人が確保されていないことに疑問があります。健常な子供でない

場合は、いろんな費用負担発生しなければならないのでしょうか。現状、学校でサポート

していただけないため、帰宅後にお金を支払って必要なサポートを受ける必要がありま

す。子供の現状を理解してもらえず、家族への色々な負担は大きいです。 

31 

何をするにもお金がかかるご時世であるが年齢が上がる度に、習い事が比例して出費

もかさむのを痛感します。無償で学べる場等がもう少し多く分かりやすければと思うこと

もあります。(学校の先生も忙しいのかゆっくり子供に向き合い教えてもらえることも少な

い様に感じる為)。 

32 

子供が不登校になったが、担任から手厚いフォローを受けており有難い一方で申し訳な

く感じる。不登校児ケアの専門職員を配置増員して、担任の負担が減るように工夫して

欲しい。また不登校児の数は年々増えており、先生方も対応に苦慮されていると思うの

で、そういう児童にどこまで対応するのか基準を見直したり、万が一不登校児の居る居

ないで教師の評価を上げ下げするようなことがあるならやめて欲しい。 

33 
子どもが昨年 12 月より不登校になりました。社会的にも、不登校が増加傾向の中、情報

発信や居場所づくりなどの支援が少ないことを感じました。学校に行っても行かなくても、
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等しく学べる環境づくりなども必要だと思います。 

34 
学校生活になかなか馴染めない子供達のために、学校内で安心できる場所を作ってや

って欲しいです。 

35 

学校への行き渋りや不登校の子が、もっと自由に学べる環境を創設してほしい。フリー

スクールなど、貧困層にも選択制のある学びの場があってこそ、子供目線での平等な教

育といえるでしょう。 

36 

学年の入室制限なく、放課後に習い事(英語、習字、そろばん、クッキングなど)を教えて

もらえる民間学童などもあればいいなと思います。スイミングや英語、塾、ダンスなど、個

人で習うのが当たり前のようになっていますが、授業の時間を増やしてでも、習い事をし

なくても子供の才能を伸ばしてあげられるように学校での教育を手厚くしていただけると

助かります。これからどんどん塾代等もかかってきますので、他の自治体のように習い

事の助成金や、放課後の学習サポート、無料英語教室など、島本町のような小さな町で

しかできない手厚い支援、新しい革命的な取り組みに期待したいです。子育てしやすい

町として認識されていけば、他府県からも子育て世帯が流入してくるように思います。 

37 スイミングスクールができると嬉しいです。 

38 
教育面で、授業が難しい子やもっと勉強したい子が気軽に通える施設が欲しいあるべ

き。塾にいかないと補えないのはおかしい。 

39 

アンケート集計おつかれさまです。我が家は下の子も小学校卒業にさしかかり、子育て

の悩みも移り変わってきました。低学年の時と高学年の時であれば、だいぶアンケート

の回答も変わったように思います。中学生の様子を見ると、塾に通う生徒が大半のよう

です。経済格差が、教育格差に繋がる問題を強く肌身で感じます。質の高い教育、受験

対策も含む教育を皆が受けることのできる機会があると良いと思っています。 

40 

北摂の他の市では学校と習い事（プールや進学塾など）が提携して、学校まで放課後に

習い事のバスが迎えにきてくれたりしている。そのような柔軟な対応などあれば共働き家

庭が、平日に低学年でも習い事をさせる事ができ、しいては休日に親子で過ごす時間も

増やす事ができると知人からも聞いているので、島本町でも今後可能であればそのよう

な対応も視野に入れて頂ければ有難い。 

41 
自分の実家が遠方(関東)で仕方なく夫の実家のある島本に住みましたが、不便だし暗い

し汚いし特に学習面での教育環境も悪く、良かったと思ったことは一度もありません。 

42 

住宅の誘致が進んでマンションや戸建てが増えた分、今の落ち着いた穏やかな雰囲気

から変わることは不安に思います。人数が増えれば、目の届かないことも増えるので、

少人数で小学校、学童で穏やかに過ごしている今の環境が子どもに適しているだけに、

不安を覚えてしまいます。 

43 

小学生にあがり、友達が増えそうでも学童へ行く子が多く、そこで仲を深めてしまい、学

童に入らない子は放課後に孤立してしまう。町内の習い事でも充実したら、友達と行けた

り、好きなことが同じ子同士で仲が良くなりやすいのではないかと思う。 
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44 
地の利を活かしたフィールドアスレチックのような、有料でも子供たちがめいいっぱい体

を動かせるワクワクするような施設が欲しいです。 

45 
シルバー人材センターから元先生だった方を先生として派遣して頂き、ふれあいセンター

で平日夜、子供の勉強を教えてほしい。 

46 

プールはやっぱり欲しいです。自分のところもそうだし、周囲をみても習い事としてスイミ

ングをしている家庭が多いです。みんな高槻や長岡京に習いに行っています。負担が大

きく、町にあったらいいのになと感じています。 

47 

大人が子どもの発達や頭の回転の良さをそれを理解、把握し、テンポよく何事も進めて

いかなければ、教育現場は廃れますし、マンネリ化、子どもたちの興味はそれていくと思

います。 

48 

学校の生徒と地域の人間の交流をもっと増やすと良いと思います。放課後支援だけでな

く、本課の授業内でも交われると思います。例えば町内出身の著名人をゲストとしてキャ

リア教育をしたり、島本町の良いところや素晴らしいところをもっと感じられる、知ることの

できる教育を望みます。 

49 
芸術的なことが学校でもされてないのでもっと子供達に音楽や劇などをした発表会など

があればいいと思いました。いつもありがとうございます。 

50 

なにをするにも、教育関係子どもとの接し方が少し古い気がします。今を生きているこど

もたちは、ネットにも詳しいですし、大人と同じくらいの知識を、親や教師以外から教授さ

れる場が多く、賢い子も増えています。先日参観で、授業を拝見してきましたが、とても

間延びした授業で、こどもたちが飽き飽きしながら参加している様子が気になりました。

今回だけでなくいつものことですが。 

51 

習い事が充実していないので、高槻や枚方まで習いに行っているから不便である（スイミ

ング、体操、ボイストレーニング等）。地域バレーボールクラブ、PTA バレーボール、子供

のバレーボール教室等、地域でバレーボールをする環境が整っていたら嬉しい。 

 

■公園等子どもの遊び場について 

1 

とにかく公園が狭い。緑地公園までこども一人で行けない。ボール遊びができる場所を

作ってほしい。どの公園もボール禁止じゃ、道路でボール遊びするのも仕方ない。はけ

口が少なすぎる。こどもばかりが我慢をしている。 

2 ボール遊びができる公園が限られている。ボール遊びができるところが近所にない。 

3 

広場でボールが利用できる所が少ない。雨でも体を動かせる敷設があると家の中でゲ

ームばっかりする事がなくなるので、ぜひお願いしたい。子どもの体力が低下傾向なの

で、検討してほしい。 

4 

高浜学園裏のたまご公園はボール遊び禁止になってしまい、ボール遊びができないが、

遊具も小学生にはつまらないものなので、行かなくなった。せっかくまあまあ広い公園な

のに、もったいない。ボールが公園外に行かないようネットを整備するとか、子供の遊び
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場にお金を使って欲しい。 

5 雨の日に遊べるところが近くにない。 

6 広い公園が近くにない。 

7 
外遊びをして欲しいので校庭開放に行って欲しいが行きたがらない。もっと魅力的にして

もらえたらいいなぁ。 

8 夏の暑い日に遊べるところがない。室内で遊べるところがない。プールが近くにない。 

9 

昔と違い家の前で遊ぶことが難しくなりました。実際に、子どもが家の前で縄跳びをする

だけで「うるさい」と叱られました。近所の公園は狭いのに乳幼児から中学生まですし詰

め状態、もちろんボールは全く使えません。どこの遊び場もボール遊び NG、まだ低学年

なので自転車で緑地公園までは危険で行けません。それで「最近の子は体力が〜、運

動神経が〜、ゲームばかり〜」と言われるのは辛いです。子どもが子どもらしく遊べる、

フェンスのある空き地が欲しいです。 

10 

ボールを使って遊べる公園が少な過ぎます。校庭開放で野球やサッカーの道具持ち込

みで遊ばせて欲しいです。バットが危なければキャッチボールくらいさせて欲しいです。

大谷選手からのグローブはどのように子供達が使えるのでしょうか？？ 

11 

現在、自由にボールを使える公園が少ないので、増やしてもらえるとありがたい。フェン

スなどあるとなお安全。屋外のバスケットボールのゴールが緑地グラウンド内にしかない

ため、グラウンド占有使用時にもかかわらず入ってこられるので、困る。別のところにバ

スケゴールを作ってあげてほしい。 

12 ボール遊びのできる広い場所が近くにないのが困ってます。 

13 

雨の日に過ごせる屋内施設や、学校で利用出来る共通のプール施設ではなく住居（マン

ション含む）ばかり充実していて、緑や子供達が遊べる環境がなく、減って行っている。緑

と水を本当に大切に思っているのか島本町ならではの良さが減って来ている。ボール遊

びもままならない。公園の遊具のセンスがない。 

14 町営プールの復活。 

15 流れるプールなどがある町営プールや緑地公園に大型遊具が欲しい。 

16 室内プールが必要。 

17 
町営プールがなくなってから夏に水無瀬川の名神下でしか泳げる場所がない。しかし高

槻市の芥川での事故を考えると危険なためオススメは出来ない。 

18 
以前は町営のプールがあったと聞きました。子どもの遊び場として、また水に対しての恐

怖心の高い子の水慣れのために近場にプールがあればいいなと思っています。 

19 
ボール遊びができる場所が少ないように感じます。また、プールなどの施設も車や電車

に乗るなどしないとないことが残念です。 

20 

年中使えるプールとスケート場がほしい。習い事やスーパー、子どもの遊び場、親の集

まれる場が１つとなった集合施設がほしい。天気の悪い日や、夏休み、冬休みなど、子

どもが１日過ごせる施設がほしい。アプリと連動して、いつ入館して、いつ退館したかわ
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かるよう子どもの行動もわかるような体制もあったら、便利だと思う。 

21 
広瀬公園に時計を設置してほしい。夏は特に子供が時間が分からず、ずっと遊んでい

る。 

22 

四小付近に大きな充実した公園を作って欲しい。多くの人が住む場所なのに充実した公

園がない。そのため子供達が部屋で遊びたがるし、外といえばマンション内の中庭で遊

ぶため（外部の子も来る）、住人に大変迷惑がかかっている。 

23 

マンボのトンネル先の公園が遊び道具も日陰も全然ないので活用できません。各公園に

水栓が無いのが困ります。遊具が古い形の遊具ばかりで魅力がない。山の方にでも高

槻の萩谷運動公園や、高槻フィールドアスレチックのような長時間過ごせる大規模な遊

び場を作ってほしい。マンボのトンネルの柵が増えて通りにくいので安全面で強硬な政

策を取るのではなくトンネルを広げるか増やすかの対応をして欲しい。 

24 

ただ公園を造るではなく、スケートパークを造ってほしいです。スケートボード、インライン

スケート、いわゆる J-ボード等、道路でしなくても済む場所があれば、歩行者、自転車、

自動車等との事故も低減出来るのは間違いないからです。 

25 
ボードゲームやおもちゃなどを子どもが自由に遊べる施設が欲しいです。サッカーができ

る公園が近くにあると嬉しいです。 

26 
放課後に遊べる公園が高浜公園だけなので、グランリバーからも子供がいっぱい来て

て、人が溢れているそうです。子供が友達と安心して遊べる場所が欲しいです。 

27 大勢の人が集まる場所を苦手とする状態でも、行ける環境があるとありがたいです。 

28 
自主学習できる場を増やして欲しい。ボールなど道具を使った遊びが自由に出来る広い

公園が欲しい。 

29 
子供が安心して夏休みに過ごせる遊び場所が無い。家でゲームばかりになりがち。習い

事の種類も少なく、文化系の教室ももう少しあればいいなと思う。 

30 

広くて安全に遊べる場所が欲しいです。囲いがある所。自転車ができる場所。子どもが

思いっきりボール遊びができる場所。（野球も）バスケットゴール、サッカーゴールなどを

設置して欲しい。スケートボードができる施設。など。遊具がなくても子どもは遊べるので

お金かけて遊具を設置するのではなく、お金をかけずに子どもがのびのびと遊べる場所

が欲しいです。プールも。 

31 

わたしは小学生のときに摂津市に住んでいましたが、児童館があり、よく友だちと遊びに

行っていました。図書室があったり、インドアな遊びができるゾーン、少しアクティブに遊

べるゾーン、もちろん外にも遊ぶ場所がありとても楽しかった記憶があります。今でいう

ボーネルンドの遊び場みたいな感じです。あんなに豪華でなくても、子どもたちが気軽に

雨でも遊べる場所があればなぁと思います。 

32 

公園をもっと増やしてほしい。小学高学年でも中学になっても子供は外で体を動かして

遊んでほしいが、ここにはない。もっと考えてほしい。道は狭くて危ないところが多いの

に、人だけ増やして街としてどうなのか。 
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33 
雨降りに予約なしで遊べてある程度のひととの距離を保てる遊べる児童施設が家の近く

にほしい。吹田に良いところがあるらしいです。 

34 

住宅が増えて子育て世帯が大幅に増えているのに、それに見合う広い公園が少ない。

小さい子どもと大きい子どもが分けて使える、ボール遊びができるくらいの公園がほし

い。公園には日陰がほしい。 

35 
未成年者の体育館の無料使用など、子供が屋内で体を動かせる場所が欲しい。雨の日

や夏の暑いときに過ごす場所をよく探しているので。 

36 島本の自然をもっと活用できるような設備を充実させて欲しい。 

37 

公園が少ないです。小さい子（未就学児）から大きい子（小学生）までのびのびと遊べる

スペースが足りないです。小さい子は大きい子が来ると危ないからと遊びづらくなる。大

きい子は小さい子がいると思いっきり遊べない。十分なスペースがあれば、お互いに遊

びやすくなると思います。あと、ボール遊びができる場所を増やして欲しいです。ボール

が使えないことを我慢しなくてはいけない、または危険な遊びになってしまっている場面

を見かけることがあります。 

38 
小学生の子どもが広々と遊べる場所が少ない。島本駅北側は住宅地やマンションでは

なく、高槻の安満遺跡公園のような大きな公園にしてほしかった。残念です。 

39 自然で遊べる安全なスポットをつくる。 

40 

公園や子供が遊べる場所が少ないと感じる。公園も古い。安満遺跡のような芝生広場、

雨でも遊べる施設、プラスそこにカフェやレストラン等も。高架下の無駄なスペースを公

園にするとか。役場への高架下、放置自転車置き場になっているが、子供が遊べるよう

に。（長岡京のように） 

41 

緑の山に囲まれた恵まれた環境があるのに、マンション・宅地が増えるばかりで、人口に

対して公園が圧倒的に足りていないと感じています。広々とした公園を設ければもっと街

の魅力も上がるのに、もったいなく残念です。 

42 
難しいかもしれないが、ふれあいセンターの一室を常時開放してほしい。どんどん子ども

がいる場所が撤去されて、図書館も高齢者がずっと座っている。 

43 
公共のプールも無くなり、不便になった。島本町は子育てしにくい町だなとずっと思って

いる。子供に対しての公共施設が本当にないなと。公園も広くない。 

44 

JR 島本駅の山手を開発するならそこに子供達が安心安全に遊べる施設や体育館、プー

ルなど作って欲しかった。この 20 年間で自然が破壊されていって、人ばかり増えて暮ら

しにくい町になってしまって悲しい。 

45 子どもが小さいときは、雨の時遊べる場所があればいいと思いました。 

46 

島本町にバスケットコートが欲しいです。２人の息子はバスケをしてるのですが緑地公園

は雨が降ると次とその後３日ほど使い物にならない上に対面のゴールではないのでゲー

ムができない。ぜひ下がコンクリートのバスケコートをローラースケート場あたりに作って

ください。よろしくお願いします。 
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47 遊具等が充実した広い公園があると嬉しい。 

48 
マンションばかり建てないで、小学生高学年が思いっきり遊べる大型遊具がある公園や

雨の日でも室内で遊べるところを作って欲しい。 

49 

今は子どもたちが中２と小６と大きくなり、遊びの場に関しては利用することがなく不満は

ありませんが、子ども達が小学校低学年までは、子ども達のみで遊べる公園や広場が

近所になく、マンションのエントランスやマンションに付属している公園で遊んでおりまし

た。住んでいる地区によって、遊びの場の環境は違うかと思いますが、子どものみで遊

ばせる場合は場所が限られたところしかないため、近場で環境が揃ってほしいと感じまし

た。自転車で出かけたとしても、細い道路でスピードもおとさず走ってくる自動車も見かけ

るため、子どもだけで他校区への外出も控えさせていました。 

50 雨の日でも出来るバスケットゴールを名神下に新設して欲しい。枚方市みたいに。 

51 

子供が集えて遊べるところが欲しいです。特に夏期や冬期など気候が厳しい時期に遊べ

るところがなく、結局家でゲームをすることになってしまいます。児童館などで友達と自由

に過ごして遊べる場所などがあればいいなと感じます。 

52 

長期のお休みにある体験イベントには参加したことがあり、大変よい体験になりました。

ありがとうございます。そのようなイベントを沢山していただいたら、学童にいけない小学

生や中学生もたくさんの方とふれあい、話すことによって様々な経験ができてよいと思い

ます。有料でもよいと思います。 

53 

うちの子は、公園に行っても、遊びにくさを感じて帰ってきます。いつも同じ子供がいる、

乱暴に遊んでいる。自分のしたい遊具がいつも混んでいて、遊べない。せせらぎ公園も

小さな子供がいるからなかなか自由に遊べない。子供食堂にも行ってみたいが、行くこと

に引け目を感じます。 

54 
スマホやゲームではなく、外で安全に遊べる場所が欲しい。夢を持って少しでも勉強に

興味を持って欲しい。そのようなきっかけが欲しい。 

55 

昼間、藤の木公園で、広場のスペースをほぼ全面囲って高齢者がゲートボール的なス

ポーツをしているときがある。子供達が自由に走り回って遊べない。高齢者にも運動を通

して健康維持や、交流の場として大事な取り組みだが、昼間の公園は小さいお子さんが

いるので、もう少し配慮が必要だと思う。 

56 

公園で子供達が遊んでいると、子供達に向かって大声で怒鳴りちらす高齢者がいて、子

供達に恐怖を与えている。年配者だからと言って相手を傷つけることを好き放題言って

いいわけではない。 

57 

広い公園が緑地公園しかなくてあとは狭い公園ばかりなので、公園を充実させてほし

い。ボール遊びやバドミントンができる場所がほしい。小学生以降子どもが自由に遊べる

屋内施設がほしい。 

58 
近くに安全でボールを蹴ったり走り回ったりできる場所がなく、雨の日も退屈しがちです。

うちは母子家庭で運転免許は持ってるものの車もないし運転もほぼできてないから中々
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動きづらいところがあります。緑地公園のような広場を水無瀬駅方面のどこかにできたら

嬉しいと思います。家ばかりが増えるのではなく、広場がほしいです。 

59 
ボールを使える広場を増やして欲しい。雨の日も遊べる場所を作ってほしい。学童以外

の子供が学習できる場を作って欲しい。 

60 

ふれあいセンターは子育て世代には図書館しか使えない。ふれあいセンターでなくても、

雨の日や暑い日など、室内で遊べる遊具のある児童館など、施設を充実させてほしい。

ふれあいセンターにある高齢者しか使えないような温浴施設は、健康に自信のあるほん

の一部の高齢者にしか利用されない。税金で賄われている施設維持管理費がもったい

ないと思う。利用数が子育て世代の子供の数とは比にならないと思う。外でボールで遊

べる広場がない。 

61 
子どもの夏休み居場所作りは大変ありがたかった。出来ればもう少し機会を増やしてい

ただけたらありがたく思います。 

62 学童にいれていないので、校庭開放の日数が多く助かります。 

63 

居住スペースにあるような小さな公園ではなく、自然の中で遊べるアスレチック施設のよ

うな遊び場があると良い。体を動かして遊ぶ機会、場所が少なく、声を出せばうるさいと

言われます。マンションを建てるばかりでなく、子ども達が伸びのび自由に遊べる場所を

確保してほしいです。 

64 
児童館を作って欲しい。無理ならふれあいセンター内に雨の日でも子供達が遊べる部屋

を作って欲しい。卓球台を置く等。 

65 
周りの環境の変化で公園も遊びが制限され、思いっきり遊べる場所が少ない。夏休みは

特に遊べるところがない。児童館などあればいいと思う。 

66 
児童館が欲しい。午前中は未就学児の親子が自由に利用できる場。毎日の生活習慣が

作れるような体操やダンス、手遊びなどの時間があるなど。行事もあればなお良い。 

67 
長期休みだけでいいので小中学生が集まれる室内施設を開放して欲しい。長期休みお

弁当を友達と食べられる場所を作って欲しい。 

68 長期休暇の子供の昼食を支援して欲しい。 

 

■子育て環境の充実について 

1 

ふれあいセンターの活用を積極的に行い、子どもたちが集い切磋琢磨できる環境を工夫

していただきたい。島本町は特に子供が集まれる場所が少ない。イベントがあっても人

数制限があり、初めから諦めてしまい、申し込みもできない。高齢者との触れ合う機会を

つくり、子供たちが自然と集まれる場所づくりを考えていただきたい。ふれあいセンター、

公民館、役場など、人が集まる環境を整備すれば、地域が動き、お金が動き、活性化し

ていくと考えます。活動場所をふやし、地域の活性化に繋げていただきたい。 

2 
最近、JR 島本西側や、広瀬など、新しい新築の家がどんどん建てたれて、島本町の人

口、子供が増えることはいいことですが、それに伴い、子供たちが安心して遊べる、遊具
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がある公園や、広場、子供たちが気軽に立ち寄ったり、学習できる施設、雨の日でも遊

べる施設等をもっと整備していただきたいです！よろしくお願いします。 

3 水無瀬川のバーベキュー可を復活させてほしい。 

4 
子どもがあそべて、大人も楽しめる素敵な環境をなんでも廃止するのではなく、ルールを

守り使える環境を整えてほしい。 

5 

夏休みなどの長期休み中こそ学校の活動を増やしてほしかった。プールや校庭開放で

友達に会うことができるから。今は安全重視過ぎて学区の遠い友達とは同じ場所で遊ぶ

機会が少ない。天候ですぐに中止になる行事も多い。特に暑い日は。 

6 
市役所も含めて、坂や踏み切りを利用しない駅前に、出張所、小規模図書館、児童館が

あると有り難いです。 

7 

島本町内での運動できる施設（特に水泳）がない。親子での練習や中学校の部活動でも

他市への遠征しか出来ないことは不便である。体育館も試合ができるような（観客席が

ある）施設がない。放課後の過ごし方も大切だか、一緒に過ごす休日の過ごせる場所を

もう少し充実してほしいです。 

8 

水無瀬川沿いの整備をしてほしい。バスケットボールコートやスケボー場、テニスコート

など、運動できるところをもっと増やせば、大人も子どももうれしいと思う。子どもの体力

向上にもつながると思う。乳幼児が雨の日でも遊べる室内遊び場を作ってほしい。乳幼

児が集まることで母親同士のつながりができる。茨木市が建てたオニクルのような、みん

なが集える施設があればいいと思う。ふれあいセンターは立地的にみんなが集うのには

少し不便な場所なので、利便性のよい場所にそのような施設があればうれしい。せっかく

ある自然を活用するためにキャンプ場や野外活動施設を充実させていけばいいと思う。

今みんな何か活動しようと思ったら町外へ出て行く。町内で活動できる場所があれば親

子連れが集まると思う。 

9 

島本町は自然も豊かで、人も温かく、子供を育てるのに最適な場所だと思います。しかし

日々の育児の中で、子供と親が遊べる場所が少ないと感じています。例えば雨の日など

児童館などもなく、親子や友達と遊べる場所がとても少ないです。また夏場にプールなど

もないので他の街へ行かなくてはなりません。 

10 

古い家や建物を壊したあと、マンションばかり建てずにもっと子供のための広場や室内

の建物などを充実させてほしい。図書館も山の上でなく平地にもほしい、家で集中して勉

強できなかったりするときに勉強できる場所がある建物などの建設もしてほしい。 

11 
民間サービスが少ない島本町において、ファミサポなどの子育て支援には大変助けられ

ております。支援員さんの充実につながる対策をとっていただけば助かります。 

12 

ファミリーサポートを利用したいと思いましたが、他の地域では習い事の送迎にサポート

の方が車で送迎を行っている地域が多いのに島本町では車は禁止になっています。大

きな荷物が必要な習い事や、公共交通機関が充実していない地域への送迎は断念せざ

るを得ません。また、原則自転車のようですが、熱が出て子供のお迎えを頼んだ場合も
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雨がふっていても自転車だと子供もかわいそうだと思います。事故や保険等の整備をサ

ポートの幅を広げられたらと思います。 

13 長期休暇時への子供の預かれる施設の充実。 

14 
５年生６年生の長期休み期間中にも、預ける場所が欲しいです。災害などがあった際に

こどもだけでは不安です。 

15 

５、６年生が学童を追い出されると、夏休みに経済的に習い事を行かせられない家庭の

子達は必ずゲームをしている。由々しき問題かと。親が共働きの為、小学校５年以降も

学童保育室のような所で過ごせる場所を充実させて欲しい(特に長期休暇時)。 

16 

子どもが保育所・学童に通ってた頃は、GW・年末年始の時の預け先にすごく困りました。

両親二人ともシフト制で、主人は夜勤。カレンダー上の祝日関係なく仕事だったので毎年

日替わりで双方の遠くに住んでいる祖父母に子どもを見てもらったり。夜間・日祝日も開

けてくれていたら……と何回も思いました。私達の様な勤務体系の共働き夫婦は珍しい

かもしれませんが、より幅を持たせた運営を行われたら助かる方も多いのではないかし

らと思っています。 

17 

小学５、６年生の長期休業時の過ごし方について両親が就労している場合、家で子ども

が留守番することになるが、テレビやゲーム、ユーチューブ等を見てダラダラと過ごすこ

とが多かったと思う。我が家も含め周りでは、親が家に居ないときは友だちを家にあげて

はいけないという家庭も多いと思うが、猛暑のなかでは外で遊ぶこともできない。子ども

たちが安心して楽しく過ごせる居場所があればいいなと思う。 

18 

子ども食堂がやたら増えているが、本当に必要な子供は一体町内で何人ぐらいいて、現

在本当に食べ物に困っている子がきているのかがわからない。実際どれぐらいの子がい

るかわかった上で開設しているのか。食堂側も開催していると税金がもらえるという理由

でやってはいないか。何も困っていない家庭の子が安く食べられるというだけで来ている

のなら、本来の目的とは違うので、そこに税金をかけないで欲しい。ちゃんと必要な子が

使っているのならいいが、実際の使用している子供の状況は食堂、島本町はわかってい

るのか。 

19 

子育てについて、親が定期的に学べる機会の提供があるとありがたいです。自分の子

育てが正しいのか間違っているのか、自分の考えだけで突き進んだ結果、意図せずこど

もを不幸にしてしまうことが多々あると思います。そういったことを未然に防ぐために、親

が子育てについての正しい知識を持つために、親が学ぶ場が必要だと感じます。 

20 

上の子は中学生だが、１人で家にいさせることに不安を感じるときがある。下の子ももう

すぐ学童を利用できない学年になる。今ある図書館のような、放課後や休日にいつでも

気軽に利用でき、複数の大人の目があり雨風をしのげる場所がいくつかあると安心でき

る。子供たちだけでも行ける屋内プールを作ってほしい。 

21 
週２日～３日のパートタイムは学童利用できない為に、夏休みなど、長期休みに預ける

所がなく、子供を置いて朝から仕事へ行く事になる。夕方近くまで、１人で過ごす事にな
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り、タブレットや携帯を触ってしまう環境になり、とても不健康に思う。寂しい思いをさせて

しまう。週２～３日のパートでも、気軽に預けさせてもらえる施設が欲しいと強く望みま

す。１日１人で過ごす事なく、お友達と遊び学べる環境に預けられたら、子供に申し訳な

いと言う気持ちを持たなく働ける。 

22 
注意力が散漫なため、何をするにも人より労力と時間がかかり、疲れてしまう人がいま

す。そのような保護者をサポートしていただける制度があると助かります。 

23 

夫の理解が得られずワンオペになっているワーキングママや専業主婦の人たちは多い

と思います。特に専業主婦は引っ越してこの地域に来た場合、かなり孤立しがちです。

自分自身もそれを経験しました。また、ワーキングママも保護者や地域の人たちとのつ

ながりを作る場が少ないと思います。どうにか、一人で悩まずに相談したり、誰かが気付

けるような、優しい子育てまちづくりが出来たらいいのになと思います。 

24 

上記にも記載したが、フルタイムで働きながら、子育てするのは時に、とても追い詰めら

れることがある。自身の場合、親や頼れる人がおらず、子どもが病気になった時、自身

が病気になった時、親の介護が必要になった時、頼れるところがなく、とても辛かった。

保育所の人員を増やして、子どもの安全だけでなく、親のフォローも充実させてほしい。 

25 

子どもの遊び場、放課後・長期休暇も子ども達を預けたり安心して過ごせる場所、環境

の早急な整備を願っています。マンション、宅地乱立ばかり目立ちますが、宅地を誘致す

る前に子育て環境を整備すべきでは。人ばかり増えて、どんどん住みにくい街になりま

す。以前は島本駅西側で農業体験などもでき、自然と触れ合える機会も多くありました

が、マンション建設でなくなりました。残念です。共働き家庭が働きやすい環境、子どもも

安心かつ楽しみながら過ごせる預け先の整備、また、島本町の自然を体感できるプログ

ラムの企画など、よろしくお願いします。 

26 少し大型の、大勢で楽しめる遊具やプールを希望します。 

27 

島本町の体育館施設が少なすぎる。小学校、中学校の体育館だけでなく、お金を支払え

ば使用できるきちんとした体育館を作って欲しい。バスケットボールを練習できる環境が

少なすぎる。うちはバスケですが、バレーボールやダンス、バトン、新体操、などなど様々

なスポーツをされてる方々が体育館難民になっています。災害が起きた時に避難できる

場所を兼ねて作っていただきたいです。例えば学童からも町内の体育館へ習い事へ通

える様なシステムがあれば島本からもっとスポーツで活躍する子供達が生まれると思

う。 

28 
貧困のためやひとり親家庭のための子ども食堂だけでなく、有料（子ども食堂より高値）

でもよいので、親子が交流を持てる食堂なり集まれる場所があればよいなと思います。 

 

■地域医療について 

1 
小児救急は本当に島本町にあると助かります。高槻まで出ないといけない場合、どうし

ても距離がネックになってしまう。 
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2 医療機関も支援学校の子は特性から受診しにくいです。 

3 

医療機関も待ち時間がかなり増えています。病院に行くお金はあっても、待ち時間が長

く、待ってもきちんと診てもらえない（町内医療機関の方々の殺伐とした雰囲気）。子ども

たちが乳幼児期には別の県に住んでいましたが、小児科のレベルが違い過ぎて、住み

たい街と取り上げられていますが、住んで欲しい街とは思えません。 

 

■医療費について 

1 医療費の無償化。 

2 医療費の助成を 18 歳までにして欲しい。 

3 医療費を 18 才まで、あげでほしい。 

4 子ども医療費の助成を 18 歳までにしてほしい。 

5 18 才まで医療費の補助 

6 医療費補助が中学生までなので、他市のように、高校生までに延長して欲しいです。 

7 子供医療助成を 18 歳まで拡大して頂きたい。 

8 こども医療の年齢の引き上げ 

9 医療費の助成を高校まで延ばしてほしい。 

10 子ども医療費助成の拡張(18 歳まで)。 

11 高校生の医療費助成をお願いしたいです。 

12 医療費助成が高校生まであれば嬉しいなと思います。 

13 
島本町では難しいと承知しておりますが、兵庫県明石市や愛知県蒲郡市のように、０歳

から 18 歳までの医療費の無償化をとても希望しています。 

14 こども医療制度の拡充(18 歳まで)、給食費の無償化。 

15 
子供の医療費 500 円を 18 歳までにして欲しい。近隣の市はほとんどが 18 歳になってい

ます。 

16 医療費助成の無料化をしてほしい。 

17 

教育場で起きたケガにより保護者が仕事を欠勤した際の給与の休業保証。教育場での

ケガによる通院の際の窓口での支払いを無くす(後日申請など医療機関によっては証明

書の発行に費用と時間を要する所がある)。児童手当拡大に伴い医療費控除を高校生も

対象にする所得に関わらず学校教育に関わる費用の無償化(授業料・物品)。 

18 

医療機関で働いています。お隣の高槻市は高校卒業まで子供医療が使えますが、島本

町は中学卒業までです。入院するような大きな病気がなくても、10 代はニキビやアトピー

が増悪しやすく、悩みやすい時期です。昨今の専用薬は薬価も高く、同じ治療を受けて

も島本町のお子さんは３割負担で高額になります。良い薬があっても高額になるため、

断念せざるを得ないご家庭もあります。ぜひ、島本町も早く高校卒業まで子供医療を適

応させていただきたいです。 
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19 
高校３年生までの医療費補助を周辺の市では実施しているのになぜ島本町はいまだ出

来ないのでしょうか？給食費の補助も合わせて強く要望致します。 

20 
医療費が無料の自治体が多いのに島本町は 500 円とはいえ負担しなければいけないの

が疑問に思う。もっと子育てにかかる費用の負担を減らして欲しい。 

21 物価も上がっているので、高校生まで 500 円の医療費の助成を行って欲しいです。 

22 

上の子が高槻市の高等学校に通っています。部活等で怪我をすることがあったり、病

気、定期的に歯科検診に通ったりと病院へ受診することが多いのですが、島本町だけ医

療費の助成がなく、受診料が３割負担です。高槻市や茨木市の友達は医療費の助成が

あるので、体調や痛み等で何かあれば病院にすぐに行きますが、我が家はよっぽどでな

い限りは様子を見てから病院へ行かせます。近隣の市は助成があるのに、島本町はな

いのはつらく感じます。 

 

■病児・病後児について 

1 
病児保育は小学生までだと思うので、発熱等で登校できない中学生の子を働く親に変わ

って面倒見てくれるような施設があればいいです。 

 

■開発について 

1 

道の駅を作ることはできないのでしょうか。そこで町で作った農作物や特産品を置くこと

でお年寄りと若い世代がつながる場所になると思う。遊具なども併せて設置すればさら

に人が集まると思う。 

2 

島本駅西側の開発に関わってもアンケートに参加した経験がありますが、意見を聞いて

もらえるのはありがたいですが、実際の開発に反映されているとは感じないです。開発

に際しての緑地であったり遊べる広場が狭すぎます。これまでであれば開発が進んでお

らず遊べた環境も車や住宅を意識した行動になると思います。公園を利用しましたがトイ

レはありがたいいっぽうで、開発後の人口に対して居場所となる設備や環境が少なすぎ

ると感じます。誘致だけでなく行政としてもリーダーシップをとっていただき幅広い年代の

すべての住民が過ごしやすい環境つくりを進めていただきたいと願います。町長が若い

のに死にかけの老人のような動き思考回路なので意見を伝えたところで無駄だと思って

ます。自分の給料高い！退職金ゲット！と言ってる動画を見て早く辞めて欲しいです。 

3 島本センター街寂しい雰囲気だしすぎてて街の価値さがる。 

4 
自然が好きで島本町に移住してきた家族も多いと思うので、自然と都市のバランスのと

れた開発をしてほしい。 

5 
子どもたちが島本の自然と触れ合えるよう、若山に散策ルートや駐車場、体験施設を作

って下さい。 

6 
緑地公園は遠く一部の町民しか使えない。やはり、広い広場が町内いくつか必要。でき

るのはマンションばかり。町内で交通渋滞もおこっているし、マンションはいらない。せっ
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かくの島本の自然の多い景観がなくなるだけ。 

7 島本町へ引っ越してきた時、大きい公園がもっとたくさんあればいいなと思いました。 

8 
マンションや戸建てをたくさん建てるのではなく、遊具のある大きな公園や広場や商業施

設がもっと欲しいです。自然をどんどん壊して、島本町の魅力が無くなっています。 

9 
マンションばかり建てられて、島本の良さがなくなっていく。西側にも公園はできたが、マ

ンション優先の為に、十分な広さとは思えず、もっと広々した公園にしてもらいたかった。

10 子ども連れでいける飲食店がない。 

11 
島本駅西側を中心としたマンションの無秩序な乱立で治安含め子育ての環境も大きく変

わることを危惧しています。 

12 
この 10 年住んで感じたのは緑や自然いっぱいだった環境がどんどん悪化しており役場

の対応は常に後手後手である事。大変残念です。 

13 
ノート等の学用品を高槻など町外に行かないと購入できない物があるのはおかしいと思

う。全て町内で揃えることが出来るようにしてほしい。 

14 

町内で必要な文具が揃わない。小学生がお友達と行けるようなファンシーショップやお

店、施設などが欲しい。公園が少な過ぎる。遊具の充実した公園が若山台にもあると助

かる(自転車で移動すると帰りが大変なので)。 

15 

高齢者だけじゃなく働く世代にも優しい街にして欲しい。買い介護施設や新築物件ばかり

建てず例えば百均、ドンキホーテ、ファーストフード店、など若い人、働き盛り年代の人の

為が希望する建物を作って欲しい。 

16 

生まれ育ちが島本町です。町の環境に愛着をもち、結婚後帰省して子を授かりました。し

かしながら開発に歯止めがかからず、環境の悪化は目もあてられません。何かが解体さ

れたと思えばすぐさま宅地かマンション建設へと進み、事業者は経済性しか眼中になく

住民に対するまともな責務を果たそうとしません。私が好きだった環境とはかけ離れつつ

あります。また昭和時代からの個性ある商店たちは事業継承されず、かわってどこにで

もありそうな商売が幅をきかせつつあります。町政だけで対応できる策もさまざまに考え

られると思います。今後に期待します。 

17 

島本町は、10 年程前から田んぼや関電グランド、テニスコート等を潰し、マンションばか

り建てて住みづらくなりました！ 昔は、季節ごとに虫の鳴き声や、空気も澄んでいたよう

に思います。夏は、夜になると涼しかったです。今は熱帯夜になっています！ 

18 
町営プール復活してほしいです。駄菓子屋も少なくなって子供の楽しみも少なくなってい

る気がします。街灯ももっと増えれば安全かなと思います。結構暗いとこ多いです。 

19 
ボール遊びが可能な公園を増やしてほしい。河川敷の整備はどうでしょうか？枚方市の

枚方公園付近の雰囲気が理想です。 

20 
自然が多く、住みやすい町であってほしいのですが、マンションの建設が増え、自然が減

りつつある現状にはとても残念に思います。 

21 マンションばかり建ち始め、田んぼや畑がなくなり自然が少なくなってきた。車も人も多く
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なり、以前に比べて子育て環境は悪くなってきているように思う。 

22 

学校のキャパシティーもないのに、続々とマンション建設を許可しており、将来の想定が

ちゃんとできているのか疑問に思う。道路もきちんと整備していないのに人口ばかり増や

して、子供が交通事故等に逢うことが多くなるのではないかと懸念している。 

 

■学童保育について 

1 

長期休暇中に学童を利用していたのですが、冬休みや春休みは預けられる日数が少な

いので日割り計算にしてもらえると預けやすいです。始業式、終業式も長期休暇だけ学

童利用の場合も預けたいです。子供が一人で留守番になります。 

2 

５年生、６年生の学童保育の利用を拡充していただきたいです。長期休暇の昼食だけで

も一緒に食べられる場所、その他の時間も運動場なら利用できるなどあればありがたい

のになあと思っています。せっかくの長いお休みに１人で留守番させるのが可哀想で。 

3 

子どもが小学校に入学し、週２〜３日、短時間のパートで働いていますが、この条件では

長期休暇中の学童が利用できず大変驚きました。たとえ就労が週１日であったとしても、

その１日を預かってもらえないとパートに出られず、収入がなくなります。そもそも、長期

休暇は預け先がなく働けません、では仕事が見つかりません。保育園や幼稚園の預か

りが利用しているときのまま働きたいけれど、小学校に上がると子どもを１人でほってお

かなければいけなくなり、かといってフルタイムで子どもの都合で休みやすい恵まれた仕

事はなかなかなく両立も難しく、結果働けなくなるのが現状です。パートでしか働けない

層にも利用しやすい制度になってほしいです。 

4 
共働きでフルタイム、一人っ子のため、５年生以降も学童があればよかったです。せめて

長期休暇だけでも。 

5 

小学校 5 年生以上の長期休暇中学童の延長もしくは、長期期間中の子供の居場所を作

っていただきたいです。可能であれば、長期休暇中の学童の給食も検討していただける

と助かります。 

6 

本当に子育てで困った時に頼れる施設や場所を、早急に対策を考えていただきたいで

す。例えば子どもやその親が病気になった時に予約無しで早急に預けれる所を作るべき

です。学童保育も 4 年生で辞めるのでは無く、6 年生までにするなど、これから共働きが

当たり前になってくるので、早めに対策をお願いします。 

7 

学童保育について、島本町に引っ越しをして来て、学童が 4 年生まで入れる事はとても

有り難いと感じました。５年生以降の事を考えると、お留守番の時間が平日は１日２～３

時間程で何とかなるが、長期休暇に、１日８～９時間も子どものみ残して仕事へ行けず、

短時間労働を続けている状態です。長期休暇だけでも学童保育があると有り難いです。

以前住んでいた所では、学童の定員オーバーで２年生までしか入れない代わりに、民間

学童(月１万円認可、月５万円無認可水泳・英語の習い事付き、放課後アメリカンスクー

ル)など充実していました。６年生まで学童保育が延長できないのであれば、民間学童の
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誘致(島本町内の誘致、または高槻の民間学童が、島本の小学校の正門までバスが来

てくれるなど)があると有り難いです。 

8 学童保育の先生も、連絡が細やかで、良いと感じています。 

9 
学童保育は４年生で終わってしまい、それを過ぎると夏休みなどの長期休暇の昼間、子

供の居場所が無い。 

10 

小学５年生以上の学童に入れない子供達の放課後や、夏休み等の長期休みの居場所

を作ってほしい。通学路の安全性が低すぎる。茂みの多い河川敷を通学路にし続けるこ

とに疑問を感じる。 

11 

５年生以上も学童を利用できるようにしてほしいです。学童の先生はとても温かく、子ど

もたちは安心して通わせてもらっています。学童の先生の待遇面の向上も検討してほし

いです。アンケートのみで終わらず具体に取組が進むことを希望します。 

12 
学童の預かり学年を６年生まで延長して欲しい。また、学童利用料を無料もしくは減額し

て欲しい。 

13 

今年度から学童保育室の申請が Web になりましたが、申請がしにくく説明も不十分だと

思います。以前の紙申請のほうがよほどわかりやすかったです。役所としては管理しや

すいのでしょうが、どこのご家庭にもパソコンやプリンターがあるわけではないでしょうし、

役場にとりにいけば、紙の説明書を頂けるなど、対策をとられるべきです。世帯収入につ

いてアンケートされるくらいなら、そういう点も配慮されるべきです。 

14 学童保育は６年生まで利用できるようにしてほしいです。 

15 長期休暇の学童利用料金を日割りにして欲しい。 

16 学童の時間が延長料金無しで 19 時まで延びてくれるとありがたい。 

17 

５年生以降の長期休暇の預け先がなく(学童卒室のため)本当に悩んでいます。祖父母

はどちらも頼れません。子供も留守番ができず、この春休みは夫婦で休みを取り、午前

中だけ留守番してもらいます。夏休みは、長くさらに心配です。長期休暇のみの学童保

育をぜひよろしくお願いします。 

18 

小学校の学童保育について、小４で退所は子育て支援に不十分だと感じます。社会的

にも共働きも求められますが、学童保育がなければ、放課後の過ごし方に不安もあり子

どもの安全、健全な過ごし方を第一優先すると時短勤務を選択することを検討していま

す。大阪府内、他府県では６年生までの学童保育もあり、島本町は非常に支援としては

不十分だと感じます。育児休業休暇取得時の兄姉の退所も不満に感じます。育児休業

休暇については、妹弟の育児をするために取得しますが兄姉は学童保育から退所せざ

るを得なく、学童保育を続けたい子ども自身の気持ちと、続けさせないと成り立たないく

らいの乳幼児の育児の大変さを無視した実態と感じます。子育て支援について、環境整

備やソフト面の充実など、島本町は独自施策や積極性が著しくなく、あくまで国や府庁の

試作に依存するだけで特に残念に感じています。 

19 放課後は学童は関係なく遊びにいける場所であってほしい 



 

 
229 

20 

学童保育室との連絡は、連絡帳や電話により行っていますが、欠席の連絡をしていても

職場に確認の電話が入るなど、円滑に連携を取れず、不便を感じています。そのため、

出欠管理ができるアプリやサイトが整備されれば便利になると思いますので、ぜひ検討

していただきたいです。 

21 学童保育室の保育環境と職場環境の向上を、引き続き進めて欲しいです。 

22 

学童の６年生まで利用は最低限の環境整備だと思う。2015 年以降は制度改正により６

年生まで利用ができるようになっている。毎年の学童でのアンケートは何の意味がある

のか。いつも職員確保が難しく現状では無理とのこと。意見だけ集約して無策、できない

言い訳を上手に考えることが議員公務員の仕事なのですか。共働きフルタイムで必死に

両立しながら町に税金を納めているが、子育て世代にその血税が反映されている実感

が全くない。近年マンション増などで私たちの世代の転入が多いと思うが、それは町の

立地アクセスが良いだけで、子育てがしやすい、サービスが充実しているためでは全くな

いと思います。子育て支援が手薄過ぎて転出も考えています。 

23 

周囲の中学受験家庭では、地元の中学に不満があるわけではなく、学童保育がなくなる

学年以降の預け先として塾を選んだことが結果的に受験に繋がっている場合が多い。そ

の進学先は難関校と聞く。町立学校から優秀層が抜けるのは、他の子どもにも損失では

ないか。学童保育が小学６年生までになることを希望する。 

24 
学童の人には給食がなくなる夏休みの時期に学校でお弁当やパンを販売してあげてほ

しい。働いている人がお弁当作るのは大変そうです。 

 

■放課後の過ごし方について 

1 夕方まで過ごせたり遊べる室内施設が必要。 

2 

大阪市では 500 円程度で利用できる「いきいき」の制度があり、学童に行けない高学年

でも親が帰宅まで安心して滞在できる場所があり、親子共々とても良い制度だと聞いて

いるので放課後の子供の滞在先に同様の場所があれば有難いと思う。 

3 
いつもありがとうございます。小中学生が放課後に１人や友達同士で過ごせる室内施設

があると大変助かります。 

4 仕事をしたいので、気軽に利用出来る放課後の居場所づくりを希望します。 

5 

放課後の勉強会（たけのこ）が無くなったみたいで、残念です。そこで先生から今日わか

らなかった授業の復習もできると思っていました。ですが先生たちの無理のないようにで

すよね。 

6 放課後子供が過ごせる場所が欲しい。 

 

■食育・給食について 

1 給食費をなくしてほしい。 

2 高槻は早くから中学校は給食費が無料で今は小学校も無料になっているのに、島本町
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はまだ有料なので早く無料にしてほしい。 

3 学校給食の無償化 

4 学校給食費の無償化をしてほしい。 

5 
まわりの他市は給食費が無料だったり、18 才まで医療費の補助があるので、島本もそう

なればと思う。 

6 小学校中学校の給食は全員無料へ。所得制限なしで。 

7 給食費の無償化を実現してほしい。 

8 小中高と給食費の無償化。 

9 給食費の無償化 

10 給食費の無償化。 

11 給食費の無償化、 

12 給食費の補助強く要望致します。 

13 給食費を無償化にしてほしい。 

14 高槻市等のように小学校の給食費を無償化にしてほしい。 

15 給食代を無料にしてほしい 

16 
物価が上がり給食も大変だと思いますが、子供が学校の給食を楽しみにできるような内

容だとありがたいです。 

17 
小中学校の給食費も無償化の市があるのに、島本町は無償化ではない等、島本町の子

育て支援はどうなのかなと疑問に感じます。 

18 給食を美味しくしてほしいとのこと。廃棄を減らすことにもつながるのでは？ 

19 不登校なのに給食費を払うのがつらい。中学まで給食費全て無償化してほしい。 

20 小学校の給食の内容をもっと充実させて欲しい。保育園の給食の方が良かった。 

 

■情報提供・相談事業について 

1 悩んでもどこに何を相談していいのかわからない。わかりやすく周知してほしい。 

2 

子供が学校へ行きにくくなった時、担任の先生以外に相談できる学校内の窓口を充実し

ていただきたいです。登校できない原因が担任の先生で、先生に落ち度がない場合(単

に子供と合わない場合)、どんな風に相談すればいいか分からず、困っています。たとえ

ば校長先生、教頭先生、学年主任の先生ともう少し密に話ができる、などあれば。 

3 
子どもの発達に関して、１人で抱え込むお母さんが少しでも減るように、子育て支援の情

報を引き続き広めていく。 

4 子育ての事で相談しても、色んなところに回される。 

5 

発達障害の相談をしたく教育センターに連絡しましたが、来期まで予約がいっぱいで相

談すら出来ませんでした。対応される方の人数の関係かもしれませんが、対応出来るよ

うにして頂きたいです。悩んで相談しようと思った時に、窓口がないのか…と感じました。
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6 

保育所、学校、学童を利用してきましたが、みなさん働く親が多いため親同士の繋がりも

薄く、子育て、教育に関する地元の情報が得られにくいです。具体的には、習い事や塾

です。どこに行けばピアノを教われるのか、書道や珠算はどこの誰が教えてくれてるの

か、各教室の違いなど、その教室がホームページにあげている場合は探せるのですが、

島本町だとその限りでないケースが多いです。新しく島本町に来た世帯にとっては情報

を集めにくいです。そういった情報が、まとめて拾えるような環境があればいいのにな、と

思っています。 

7 
減免申請の手続きについて、広報に掲載していただいたため、気づくことができましたの

で、その点はありがたかったです。 

8 
情報をより簡単に、頻繁に得られるように整備してほしい。人数制限がある場合、まだ参

加可能等。 

9 

保健師さんの赤ちゃん訪問に来て頂いた時に、受けられる子育てのサポートを色々教え

てもらいました。その中でも私は保健師さんとの面談での育児相談に大変助けられまし

た。私はサークルなどで仲間を作るより、一人で居るほうが安心するのですが、子育てに

関しては一人ではどうにもならないことが何度もありました。その時は保健師さんに電話

をしたり、面談で会って話したりすることで、なんとか乳幼児の大変な時期を乗り切れま

した。たくさんのサポートを頂き本当に感謝しております。 

10 指導員などに子育て相談ができる。 

11 子育てを相談できるところが欲しい。 

 

■待機児童について 

1 

６年前、島本町に転居してきたとき、保育所の待機児童となり、短期間（四ヶ月）であった

が、とても苦労したし、島本町に転居してきたことを後悔した。今、マンションが増え、若い

世代の人口増を見込んでいるのであろうが、私のようなつらい思いをする人がいないよ

う、保育所の確保について、いつも配意してほしいと思う。子供が小学生に上がってから

は、学童、ファミリサポート制度に大変お世話になり低学年を乗り切れたので感謝してい

ます。 

 

■一時預かり・一時保育などについて 

1 一時保育の終了時間をもっと遅くして欲しい。 

 

■療育・障害について 

1 

保健師と作業療法士の質の向上。（現在は当時と変わっているかもしれません）子ども

が小さい頃、発達障害の疑いがありました。発達検査も２回ほど受け、作業療法士の方

は医者でもないのに色々と言ってきました。沢山本を読んで調べ、親から見て発達障害

の感じではなかったので、検査結果を持って発達外来のある病院に行き、色々と検査し
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ましたが発達障害ではなく、単に言葉が遅いだけ、言葉は理解していると言われたの

に、保健師から「うーん、でもねぇ、お母さんはどう思うの？」とこれまた医者でもないのに

言われて、本当にノイローゼになりそうでした。発達障害を認められない母親の扱いをさ

れていると感じました。何の生産性もなく、不安を煽るだけの保健師からの電話がいやで

した。障害を疑われた子は医者の言った通り、その後言葉もスラスラでてきて、小学生に

なった今も問題なく過ごしています。小さいかわいい時期を不安とストレスを抱え過ごす

羽目になった事、今でも当時の保健師を恨んでいます。作業療法士が、一目見て「この

子はなにもない」と言った上の子のほうが今問題を抱えています。発達障害だとしても、

どうせ不安を煽るだけで何もしてくれないんだったら医者に繋いでほしい。作業療法士挟

む必要なし。 

2 

小さい頃から発達に不安のある子供でしたが、ふれあいセンターのスタッフの皆さん、小

学校の先生方、教育センターの先生のお力を借りながら、元気に小学校高学年まで成

長しました。今は小さな悩みはありながらも中学生に向けて勉強をがんばっています。特

に小学生時代は、第四小学校の先生方には、親身に相談に乗っていただいたり、学校

では温かく愛のあるご指導を行っていただいたり、素晴らしい６年間を過ごせたと思って

います。島本町に住んで素晴らしいお人柄の先生方とのご縁があったことに、保護者と

して感謝の気持ちでいっぱいです。 

3 

入学前、息子は発達に遅れがあり、支援学校を視野に入れていましたが、第一小学校

の校長先生（当時川口先生）並びに支援の先生との相談会で、障害に理解があり、いろ

んな人がいて当たり前の環境で教育していただいていると感じ、小学校への入学を決め

ました。実際入ってからも、個人の個性、特性に合わせて対応していただき、本人もゆっ

くりではありますが着実に成長しています。学童保育では、クラス構成もご配慮していた

だき、目標としていた友達や周りの人とのコミュニケーションを意識できる様になってきま

した。もちろん専門の放デイも楽しく通っていますが、今では「学童を増やしてほしい」と

言ってくれる様になりました。さまざまな課題はあるかとお察しいたしますが、私たち家族

は、この島本町に住んで心から良かったと感じています。これからもどうぞよろしくお願い

します。 

4 

学校の先生方は、発達障がいの特性に対して理解があって熱心にされる先生とあまり

理解のない先生の差が激しいなと思います。環境悪化によって、子供本人だけでなく親

も苦しみ、追い詰められると感じます。 

5 

特別支援学校に通う子の親です。共生、インクルーシブをいうのであれば、教育機関で

は経験を積んだ特師の存在と、あたり前として特別ではないインクルーシブ教育をもっと

してほしい。居住地交流、地域交流、町内の支援学級同士の交流ももっと日数をいただ

きたいです。 
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■その他行政施策について 

1 
支援の要する子どもにも優しい島本であって欲しいと強く願います（小学校支援員の増

加を希望いたします）。 

2 子どもに直接、いきわたる支援をお願いしたい。 

3 所得制限は設けないで頂きたい。 

4 給食費の無料化など、子供への経済的な支援がもっと欲しい。 

5 近隣他市町村のように、給食費無償化や、医療費助成の拡充を希望します。 

6 
給食の無償化や、子どもの医療費の無償化など、近隣の市町村に比べて劣っているの

で拡充して欲しい。 

7 

子ども医療費助成や学校給食費無償化等、他市に比べて子育て世帯に対する支援が

少なすぎると感じる。もっと子育てに優しい街になってほしい。子供が遊べるところも少な

い。子育て世代がどんどん増えているのにも関わらず、支援が他市に比べて劣るのは

残念過ぎる。早急に改善してほしい。 

8 

中学になると塾が当たり前の世の中になりつつある中で、金銭的に通えない家庭もある

ので、勉強についていけない子供達の支援を学校側でもっと手厚くして欲しい。隣の高

槻市ではすでに実施されている、給食費の無料化、こども医療費助成の 18 歳までの延

長を切に願います！！ 

9 

遠方まで通学するので自転車を買わなければならず家計の負担が多すぎます。町から

何らかの補助を受けられないでしょうか？また、居住地の開発は進む一方なのに児童館

など、放課後子供たちが(雨天でも)遊べる施設がどこにも無い。公園はあるが狭い上に

遊具が少ない。 

10 
費用がかかるので、子どもに充分な教育や家族サービスが出来ていない。補助金の充

実をお願いしたい。 

11 

職場周辺の自治体との保育料や学童利用料があまりにも違いすぎて驚いた。例えば保

育料の１番上の階級同士でも２万円以上の差があった。無償化までの０歳児から２歳児

までの利用を考えると 70 万近く差が出ている。就学前までの育児発達相談は充実して

いると思いますが、就学以降も気軽に相談できるような窓口を広げて頂きたいです。 

12 

税金を払っていない世帯に沢山優遇するよりも、しっかり税金を払っている世帯にもっと

手厚くしてほしい。自分の子供たちに何もしてあげられず、せっせと他人の子供のために

お金を払っているようにしか思えない。障害者に手厚い島本ということで障害者は移住し

てくるらしいけれど、その財源は税金を払っている世帯です。もうちょっと考えて欲しい。 

13 

ゲームの普及もあり、コロナ以降子ども達が集まって遊ぶという光景がとても少なくなっ

ている。放課後に子ども達が安全に集える施設がほしい。駅付近の開発で子ども達が増

えることは目に見えているので、今から準備をしてほしい。中学、高校生以降も子育てに

はお金がかかるので、補助をしてほしい。 

14 経済的な支援、安心があれば子どもを預ける施設人員の増設や制度の負担は減ると思
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います(保護者がご自身のキャリアアップなど目指されている場合をのぞく)。 

15 

本質は少子高齢化問題。労働人口の減少が子育てを阻害している。現在の年金の付加

方式のように、若者が老人を支えるには無理がある。みんなが子育て世代を支えて行か

ないと成り立たない。行政として手厚く支援する必要があるのではないか？方法はお金

をかけること。それをアピールし、子育てがしやすい町として人口を増やしていって欲し

い。 

16 

子育てにかかる費用は保護者の所得関係無くどの子にもお金は掛かります。ですが、児

童手当は所得が多いとの理由で所得上限を超えると手当が貰えなくなります。おかしく

ないですか？長引く物価高騰で、高額所得世帯とされた我が家も毎日の生活は大変で

す。児童手当の支給、見直して欲しいです。 

17 

子どもが３人いても、第一子と年齢差があると第三子と認められず支援が受けられなか

ったり、子ども手当がもらえなかったりと、腑に落ちない制度がたくさんあるのをなんとか

してもらいたいと思います。年齢差があろうと、教育費等で必要なお金は同じで、年齢差

がある方が同時に必要になることもあると思います。 

18 高槻市と同様の子育て支援をして欲しい。 

19 

心に余裕がないと、良い環境で子育ては厳しいです。市町村の違いで、児童医療費や

支援に格差がありすぎる島本は、子育てに向いてない町です。島本の魅力である自然も

消えています。安心して仕事と子育てできるように、病児保育の新設、明石市のように、

子供サービスの充実、塾代の支援など子育ての費用負担を支援拡充していただきた

い。 

20 
高校になると、町外になるため高校終了までの子供手当等があれば、交通費とかの心

配がいらない。 

21 塾代の補助。 

22 塾代補助など経済的軽減に取り組んで欲しい。 

23 子供医療費の拡充や、給食費の無償化などを行っていただけると大変助かります。 

24 習い事をさせてあげたいが、収入がなくさせてあげれない。 

25 不登校の親のフリースクールなどの費用負担の緩和。 

26 

うちの子は今不登校です。子どもと話し合いはたくさんしてきたつもりです。でも前に進む

きっかけもなかなかありませんし４月から中学生になるんですがとてもいけるとは思いま

せん。毎日親としてどうしたらいいかわからず悩んでます。なるべく子ども優先にしたい

ので仕事もいってないため支援していただけたら助かります。生活が苦しいから働きに

いくとなると子どもからしたらほったらかしと思うみたいなので。 

27 

４人子供がいるので、経済的に少し援助がほしい。ひとり親で１人の子を養っていて援助

はあるのに、２人の親で４人の子を養っていて援助がないのは不思議です。物価も上が

っているので４人の子どもを育てるのは大変であり、非課税世帯ばかり援助があり４人

育てながら必死で働いている人への援助が少ないと思います。よろしくお願いします。 
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28 

子育て支援金はとてもありがたいです。ただ、扶養に入っており、一緒に生活していく以

上はいくつになってもお金がかかるので、支援に年齢制限があるのが辛いです。親の所

得が子の成長と共にぐんぐん上がっていくわけでもないので、正直先が不安です。 

29 

子供を３人以上育てる中で、周りの子育て中の友人らも医療費の負担や日々の生活の

食料、衣服、また学用品購入等の家系のひっ迫している様子です。３人目からの保育料

無償化などありましたら、子育て世大も大変助かると思います。ご検討の程よろしくお願

い申し上げます。 

30 

島本町は子ども医療が中学生までで高校生になると 3 割負担になり、家計にはかなりの

負担の為、高校生の子どもがいますが病院への通院を控えています。どうにか出来ませ

んか？共働きでも主人が自営業の為、家計は苦しいのに。非課税世帯の所は手当がた

くさんあるのはおかしいと思う。みずまろ券も非課税世帯のところにはかなりの額の券が

渡されてると聞きます。 

31 

子ども医療費が他の市町村は 18 歳までですが、島本はまだ中学卒業までと周りと比べ

ると子育て世代に寄り添っていない気がします。島本は子育て世帯に優しくないとよく保

護者間でも話が出ます。高槻市と合併してほしいと言う話もよく聞きます。自然があり環

境はとてもいい所で住みやすいので、他の市町村が行っている子育て世帯への支援内

容をもっと見て実践してほしいです。小さな町だからこそもっと出来る支援があると思い

ます。マンションや住宅が増え子育て世帯が増える中、これからどういう風な子育て世帯

への支援をしたいのかなどもっと分かるようにしてほしいです。 

32 
子供の医療費免除も 18 歳まで延ばしてほしい。本当に病院に行けなくなってしまったの

で。必要としている人の意見をちゃんと聞いて反映させてほしい。 

33 

来年から３歳児になるので対象外ですが、歳が離れていても第３子以降の乳児保育料

を無料にして欲しかったです。子ども４人がいて第一子が受験、第四子の保育料が満額

は育ち盛りの子どもを抱えた世帯は厳しいと思います。 

34 

小中学校の給食費無料、医療費の無償拡充など、近隣の自治体ができていることは優

先して実施してほしい。医療費の助成を 18 歳までに拡大してほしいです。ここに書かせ

て頂くことではないかもしれませんが。給食のご飯（白米）の量が多すぎるようです。いつ

もかなりの量が余るようですが、給食残量ゼロが目標にされているので（中学校）、無理

にでも食べないといけない空気があり、子供の負担になっています。 

35 学校給食の無償化、こども医療の年齢の引き上げなど、高槻市と同じようにしてほしい。

36 
子育てにお金がかかります。子供を育てるインセンティブが少ないと思います。未来のた

めにしっかりと財源を振り分けてください。 

37 

子育てするには他人の協力云々より、両親がすることだと思います。それに専念するた

めに大事なのはお金です。給付と言わなくても税負担等が減ればいいです。子育て世帯

の住民税などの大幅軽減を！ 

38 副食費の補助３人目の考え方が幼稚園と保育園で異なることがあまり納得がいきませ
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んでした。また、保育料についても上の子が小学生にいっても子供３人育てていることは

変わらないので、３人目扱いとして欲しかったです。 

39 

小学校や中学校の先生とはかなりやりとりをして、いろいろな施設等教えてもらうことが

ありましたが、本人に合う合わないがありました。よい行先がみつかったのですが、かな

り高額であり、それにさらに家庭学習の勉強のための教材費がかかります。それにまだ

行っていない学校の教材費などの支払いもあります(止めてもらう相談もしています)。行

かない理由は、聴覚過敏などの過敏体質のため人数が多い教室にはいけないからで

す。行きたくてもいけないという現状であり、学校では少人数クラスという選択はできない

状況です。行かないという選択をしましたが、家にいるので、充分に働く時間も確保でき

なかったり、ホームスクールやフリースクールにいくための支援金のようなものがあると

助かります。学校以外にも様々な学びを、精神的に楽に選択できるような環境ができる

といいなと思っています。 

40 
子育て支援に懸命に取り組んでいるようにいっているが、役場を建て直す事を優先にし

て建て直しが必要な小学校の工事を先にするべきだったのでは？ 

41 

島本町はどんどん子供に優しくない環境になっている。自身が島本町で生まれ、育った

が昔の方が良かったと思う。自然も減り、町営のプールや施設も無くなり町の土地もどん

どん売却して町として何か設置する場所すら無い。小さな催しは開催されているが、素

人の模擬店的なもので子供達も飽きて行かなくなった。夏祭り位、子供がもっと楽しめる

ようにプロのテキ屋が入ってもいいと思う。全国的な政策も遅れているし、近隣の高槻や

茨木が何かすると後手後手になりながら追随する感じ。開発している地域に人を呼んで

人口を増やしたいなら、島本で子育てしたい!!島本は子供に手厚く支援をしてくれる町だ!!

と思ってもらえるようにもっと考えて欲しい。田舎の町だからと甘えず、町長はじめ議員の

方しっかりお願い致します。 

42 

学童や保育園等の延長料金の考え方がわからない。早朝、遅い時間の利用の保護者

負担という考えでもないように思うし、そもそもシフト制で入っている先生方は、その日何

人延長する子がいるかに関わらず時間で勤務していると思う。今日は延長の子が多い

から残業ね、少ないから残業なしとかの働き方ではないと信じているので、始めから月

の人件費は算出できるはずで、保護者にある時間を超えると延長料金を徴収する仕組

みがよく分からない（もちろん閉園時間を超える場合は徴収すべきと理解します）。親の

働き方、先生方の働き方含めて、考えて欲しい。そして延長料金の仕組みが、保育料無

料の制度から抜け落ちているのは見直して欲しい。 

43 医療費補助や給食費補助などを、近隣市町村と合わせてほしい。 

44 

待機児童が多い。歳が離れていても第三子には変わらないのに、第三子扱いされない。

島本町は水道代が高い、ほかの市と比べて高すぎてびっくりした。節水しているが、家族

が多いので限度がある。マンションばかり建てているが、この先保育園に入れるのか。

一中の前の道路が混むと思うがどうするのか。英検の補助をまたやってほしい。 
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45 高槻のように大きい街ではないのに統一ではない。子どもも親も振り回されています。 

46 

赤ちゃんや小さい子どもへの支援は目にするが、小学校高学年・中学生・高校生への支

援や居場所が島本町にはない。一人で留守番が出来る年齢には達しているが、親が子

どもの教育費や生活費のために働きに出て、不在だったり忙しい状況で、親へ相談が出

来なかったり、孤独を感じたりしている子どもが多く感じる。思春期や受験なども重なり、

精神的な安定が必要な年齢の子ども達への支援（気軽に相談できる人・家以外にも安

心して過ごせる居場所）があれば嬉しい。医療費助成も含め、世帯収入等関係なく、【島

本町の子ども】みんなに長期的な支援があれば、子育てしやすい町＝島本町になるので

はないか？ 

47 

高校授業料無償化ですが他府県へ通っていても適応して欲しい。高い税金を同じ様に

払っているのに他府県だと言う理由で適用されないのはおかしい。経済的にも、中学校

まではなんとかなるが、それ以降の方が負担がかなり大きい。高校生からの子育て支援

の充実をお願いしたい。 

48 

我が町の保育・教育環境はある程度整っているとは思います。ただし、さまざまな分野で

担い手不足が指摘される昨今、こども会(原則小学生のみ)などにも中高生が参加できた

り、青少年指導員にはたとえばサポーター会員制度のように、現役の学生が関われる機

会があると良いかと思います。 

49 中学について本人の選ぶ学校へ通わせたい。 

50 

青葉三丁目在住です。一中に選択できる校区だから数年前に引っ越ししたのですが、昨

年から選択できなくなり二中のみになり、めちゃくちゃ遠くなってとても残念です。どう考え

ても一中の方が近いし安全であるのに、自転車とヘルメットを購入しないといけないし、

我が家にとってはメリットがなくなっています。どうにか選択できるように戻してもらえない

でしょうか。どうぞお願いします。 

51 

中学校の校区にも疑問しかない。近くの学校には行けずに、わざわざ自転車で遠くの坂

の上の中学に通う子のことを思うと不憫でならない。重たい荷物で、雨の日も、真夏日も

通学している校区分け、一体どうなっているのか。毎日のことなので、生徒数だけでなく

もっと真剣に考えて欲しかった。 

52 

マンションを乱立して、小学校ごとに偏った児童数になっているのもおかしいと思いま

す。同じ学年で一週間の授業数が違うということも理解できません。また、一中と二中で

は例えば入学時の制服にかかる金額も違っています。なぜそのようなことになるのでしょ

うか？同じ町内で住む地域、通う学校で差ができる理由を教えていただきたいです。 

53 

理不尽な中学校区。家から見えている近い中学に行けず３倍以上遠い中学校区にある

ためそちらにいくよう言う教育委員会。町に相談しても町長に訴えてもいい返事がもらえ

ない。中学に関しても安全な通学に関する支援が全くない。小さい町の利点を生かして

子育てしやすい、住民の話をきちんと聞いて欲しい。 

54 校区の弾力化廃止に伴い、中学校の登校に不安があります。広瀬１丁目で２中区なの
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ですが、アンダーパスか踏切が登校経路となり、ゲリラ豪雨や災害時に自宅に帰宅する

のが困難になるのではないかと危惧しております。距離的にも１中の方が明らかに近い

ので、校区分けに疑問を感じております。 

55 

島本駅西口の開発で人口増加による。島本町立第三小学校の児童のための教室スペ

ースが充分に取れなくなることに非常に不安を感じます。この先、学区変更の予定はあ

るのでしょうか？また、中学校の学区変更が今まで可能だったのに２年前から停止にな

りました。それにより、通学距離が(通う予定だった中学校の)４倍になり毎日学校に通う

だけでかなり負担です。通うだけで疲れるので運動部に入りたいのに諦めた子供もいま

す。 

56 

島本に長年住んでいる立場から言わせてください。中学の学区に関する不公平が多々

有り、見直してほしい。なぜ一小、三小だけ中学進学時に分割されるのか。ニ、四小メン

バーの友人の輪ができあがっており、一、三小メンバーの居場所がない。それならニ小、

四小も分割してもらえれば、もっと友達作りが柔軟にできると思われる。また、青葉三丁

目はなぜ調整エリアにされなければならないのか。一中の人が増えたらといって、はる

ばる遠くの二中に行かされなければならないのか。多少の人数増加はなんとでもなると

思う。近くの学校に行けるようにしてほしい。 

57 

１小２小は２中へ、３小４小は１中、へと決められないのか。人数調整のため生徒が犠牲

にされているのではないか。以前（30 年前）と違って生徒が少なくなっているから教室の

調整は出来ると思う。教育委員会 first でなく全て生徒 first でお願いします。 

58 

学区割がおかしいと思います。弾力が突然おわり、私の周りでもみんな困っています。

私の住む地域は私が引っ越してきた時は三小地区だったのに、現在は二小。我が家は

なんとか全員同じ小学校に通うことができましたが、友達の家庭は末っ子だけ別の小学

校だったり、下の子が高学年になる頃には地域に一人ぼっちです。 

59 

中学校でも青葉の子が突然二中しかいけなくなり、せっかく兄弟の制服があったのに、

新たに買い直ししなければならないそうです。春に三小から一中に行く子も、男の子は

２、３人と少なく皆さん不安に思っています。子育て支援に力を入れる前に、こういったこ

とにもう少し寄り添っていただきたかったです。マンションが増えて、小学校の受け入れ

人数の関係でこういったことが起きているのだとは思うのですが、通える小学校で家を選

んだご家庭も多いのでみんな不満に思っています。登下校も二小と三小がすれ違ってい

て、異様だな、と感じています。 

60 

子育て広場や放課後の居場所等をたくさん作っても、そこへ自分から出掛けていく人た

ちは、自ら行動できる人であって、本当に助けが必要な人は、家に引きこもり、自分１人

で悩みを抱える方が多いのではないかと思います。それよりも、家庭環境がよくなるよ

う、家事、子育てを助けてくれるような、第二の信頼できる親のような方の協力の存在が

あった方が子育て期の父母は時間的な余裕ができ、子どもが家庭で落ち着けるのでは

…なので、家事代行サービスを格安で、気軽に利用できるような支援を望みます。 
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61 

私個人としては、経済的に安定しており、配偶者とも家事育児の負担をほぼ完全に分担

できていて子どもの数も１人で、持病や障害などもなく、困った時に子を預けられる実家

も高槻市にあるので、公的なケアやサービスがそこまで必要な状況にありません。(長期

休暇中の給食は必要としていますが。)なので、病児保育やショートステイなどの設問に

は必要ない、利用しない、等の回答をしていますが、それはあくまで私が子育てをするに

あたり恵まれた条件下にあるからです。子育て支援施策にしろ教育施策にしろ、公的サ

ービスを実施するにあたっては、不利な条件下にある世帯（経済的に苦しい、持病や障

害がある、ひとり親でたよれる人がいない等)に焦点を当てて制度設計をする必要があり

ます。このアンケートは、島本町在住の小学生の子どもがいる全世帯を対象としていると

のことですが、上述したように小学生の子どもがいる世帯といっても諸条件が世帯によっ

て違うため、当然行政に求めるケアやサービスの内容も変わってきます。危惧するの

は、このアンケートに対する回答から、本当に困っている、ケアを必要としている世帯の

声がひろえるのか、ということです。このアンケートとはまた別で、ケアを必要とする世帯

や、ケアを実施している支援機関等に対するヒアリングを行った上で、次期計画を策定し

ていただければと思います。 

62 

まずこのアンケート調査ですが、内容が長すぎると思います。これでは途中で頓挫する

人が多いのではないでしょうか。かなり煩わしいです。子ども医療費の拡充と、給食費の

無償化をお願いしたいです。 

63 
アンケートが、「町民の声を一応聞きました〜」というただのアリバイづくりになりませんよ

うに。 

64 
このアンケートを書いていて、学校へ行かない選択をした子どもたちのことは島本町はあ

まり念頭にないのだなという印象をうけました(批判ではないです)。 

65 このアンケートの実施の成果を出してください。 

66 
葉書や郵送による案内が多いが、デジタル化してもらえると嬉しいです。（必要な方には

郵送ももちろん必要ですし、個人情報の兼ね合いもあるとは思いますが） 

67 他の自治体がどうなっているか調べ、島本町と比べて考えて欲しい。 

68 
集合住宅が増えることによる子育て人口の増加があるが、その受け皿はできているの

か？ その後の年齢構成の推移から子育てに限らず総合的な対応が必要だと思う。 

69 
マンション等の住居は増えるが、道が全く整備されていないことに、ずっと不安と不満を

抱いている。 

70 

マンションが増え子育て世代が急に増えるが、共働き世代が多いと思う。せめて、片親

だけでも島本町内で勤務している親が増えると、災害時や子供の急な体調不良などの

時、一早くお迎えが可能になり学校側なども安心ではないかと思う。そこで、町から町内

在勤の町民に対して何か優遇してもらえるような施策があれば後押しにならないかなと

思う。 
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■その他 

1 特になし。 

2 ないです。 

3 子どもと過ごす時間は睡眠時間は入れていないです。 

4 どちらも高槻との差を感じる。 

5 近くに住む同じ年の子どもが少ない。 

6 夏休みが昼食が負担なので、自宅に届けてくれるお弁当屋さんを増やして欲しい。 

7 子ども食堂が近所にない。 

8 集団登校をなくしたい。高槻茨木ではない所も多い。役員になった人の負担が増える。 

9 

集団登校ができない子どもへの対策(親子登校)→大人が付き添うべき子どもが居ても、

その親は対策せず、地域の役員や他の保護者、班長(子ども)がその役割や責任を担っ

ている。特にその責任を、たまたま最高学年に当たった子ども(班長)に負わせることは、

本当に良くない。前を向いて並んで歩く、ルールを守れる、注意を聞ける、という最低限

のことが出来ない子どもは、その他の子どもの安全を確保できないので、単独で集団登

校に参加してはいけない。 

10 

来年、中学生になるが、この町の中学生と接する機会がない。私の出身地域では、中学

生が、子ども会活動に参加して、低学年の面倒を見たり、保護者役員と話をして、運営に

携わっていただけに、残念だなと思う。小学生にとっても、中学生と関わる機会をもっと

設けたら、お互いに成長できるはずなのに。また、大人の役員にとっても頼りなると思う。

11 

友達付き合いにスマホが必須となっている。時代であり仕方のない事とは思うものの、対

人関係の発達の遅れ、人の気持ちを鑑みる事、目を見て話す、など子供の成長への影

響を危惧せずにはいられない。 

12 共働きで未就学児もいる中での登校時の旗当番が辛いので何とかしてほしい。 

13 

登校時、下校時のルールが、通う小学校ごとに異なる、と聞いています。集団登校、集

団下校をさせるか、させないか、または、保護者がつきそうか、つきそわないか、など。環

境や状況が異なるので統一するのは難しいかもしれないが、少なくとも島本町内では合

わせた方がいいと思う。また、いまの方法がどのように決まったかいまとなってはわから

ず、変えようと思っても誰に聞いても分からないという状況。 

14 PTA、地区委員、子ども会の改善(組織、選出方法、報酬) 

15 

学童保育の PTA が、強制参加となっているため、役所で管理してほしい。約 200 名分の

会費を集金しなければいけなく、役所に相談しましたが、役所は一切関与しないと言わ

れ、門前払いでした。仕事で忙しいため、学童にお世話になっているのに、役員会や、保

護者との連絡のやり取りなどで更に忙しくなり、結局、子供と一緒にいられる時間が少な

くなる要因となりました。一刻も早く改善してほしいです。ちなみに、学校の PTA は希望

者のみ参加で、会費も学校で集金されます。 

16 PTA 役員を無理矢理決めるのをやめてほしい。平日の昼間の集まりばかりで、専業主
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婦(夫)しか想定されておらず、有給を使って参加しているが、正直無くても問題ない活動

が大半と感じる。立候補者がいなければ、その年は活動無しで良いと思う。 

17 PTA 役員選出の廃止、共働き世帯では無理。 

18 

ごみ捨ての当番制→共働き(正社員)で朝の時間調整ができなくて、ネットやボックスの回

収ができない。今後共働きが当たり前になってくる中で困っている人はいるのではない

かと思っている。 

19 

朝の登校班の旗当番が大変負担になっています。３週間に１回のペースで回ってきます

が、毎回会社の始業時間に間に合わず時間休をとっている状況です。地域の子どもが

減っているため、年々頻度が増え、今後もさらに負担が増えていくことが予想されます。

通学路に危険箇所があるなら、まず自治体として対応すべきだと思います。危険箇所を

放置したまま、それを保護者の持ち回りで見守れというのはおかしいと思います。また、

昔は安全ボランティアである程度回していたみたいですが、今は全くボランティアが集ま

っていないため、保護者に強制で割り当てられています。子育て、安全・安心に力を入れ

ているなら、これこそ聞こえのいいボランティアに頼るのでなく、税金を使ってでも自治体

として対応していただきたいです。例えばシルバー人材センターへ有償有料で業務委託

するなどしてください。よろしくお願いします。 

20 
問題行動のある子どもとその親への指導、それらの各家庭への情報の共有、進捗の報

告。 

21 
小学校の欠席通知を友人に託す現在の方法ではなく、アンケートフォームなどを利用し

た電子化を進めてほしい。朝の忙しい時間帯に現行では大変である。 

22 

学校納付金が郵便局のみとなりましたがなぜですか？元々口座を持っておらず、持つつ

もりもないので困る。無闇に口座を増やしたくない。管理が手間。また、平日共働きで資

金移動できない。無駄な時間外手数料がかかる。また、学童の申込みが WEB となりまし

たがもう少し周知してほしかった。保育所からは全く何も知らせがなく、知人から広報に

載っていたと聞くまで知らなかった。 

23 

具体的で申し訳ありませんが、どうしても伝えたいので、書きます。質問の意図からは外

れているかもしれませんが、どうしても伝えたいです。 

【ボランティアの団体に向けた、現代の子育て支援の在り方についての任意の勉強会

を、定期開催してください。】 

ひとりひとりの個性を認めあって尊重していこうというような風潮の中、ボランティアによ

って運営されている野球チームでは、いまだに昭和の風潮が漂っている。どれだけ努力

しても、ずっと認められない子がいて、差別的な扱いを受けても皆黙認状態。指導者が

そのように扱うため、子供間でも「スタメンとそれ以外(うまい子＝○、下手な子＝✕)」と

いう概念が浸透しており、いじめとも取れる扱いも多々ある。ボランティアだからといって

何をやっても許されるわけではない。自ら厳しい環境を選んで覚悟して入った中学生以

降のクラブチームならまだしも、純粋に野球を楽しみたくて入った小学生の、可能性の芽
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を潰すことはしてはならないと思う。チャンスすらまともに与えられないのはおかしい。チ

ーム間の移籍ができないのであれば(そういうルールがある)、どの子にも平等にチャン

スは与えるべきだと考える。中学生以降ならまだしも、小学生なのだから。町長杯や議長

杯や教育長杯といった、島本町が絡んだ大会では、せめて全員が出られるような特別ル

ールを作ることはできないものか。こんなことを容認しても良いのか。もう一度言うが、ボ

ランティアだからといって何をやっても許されるわけではない。子供の心にももっと目を向

けるべきだと思う。ボランティアの団体に向けた、現在の教育の在り方に関する任意の

勉強会を開催する等により、少しずつでも変えて行くべきだと思う。古い考えの大人によ

って理不尽に傷ついている子供がたくさんいるので、救って欲しいです。努力なしに文句

を言っているのではありません。その子達なりに、本当に努力をしているのです。 

24 

いつもお世話になり、ありがとうございます。多様な家庭のニーズに応えていくのはとて

も大変な事だと思います、我が家は教育センターにも、子育て支援課さんにも、お世話に

なっており、感謝しております、いつもありがとうございます。 

25 

下の子供を第二保育所に通わせていますが、子供たちが使うトイレの施設が古く、とても

不衛生で、心配しています。先生たちが使われるトイレは綺麗に改装されていましたが、

子供のトイレも早急に改装していただきたいです。これは役場の担当の方に足を運んで

いただいて、一度現状見ていただけたら、どんな環境で子供たちがトイレを使っているか

分かるかと思います。よろしくお願いします。 
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